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■計画策定の目的・効果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 計画策定の目的・方針・構成等 

１．１ 計画策定の背景・目的 

東日本大震災 

（H23.3.11） 

（教訓）大規模災害発生時の周辺自治体の相互連携による災害対策の必要性が

増大 

（実態）九州内外の行政や市民・団体等により、救出・救助、医療活動、被災者受

入れ、救援物資集配、ボランティア受付・輸送等の後方支援活動を実施 

（課題）初動期には物流や避難者対策等で混乱も生じ、後方支援計画の必要

性、重要性を再認識 

本市の取り組み経緯 

H27.2 宮崎県南部地域大規模災害対策連携推進協議会（以下、協議

会）の設立 

大規模災害の発生に備え、宮崎県南部地域の自治体（関係市

町）が平時から連携し、各種取組みを一丸となって推進 

H27.3 都城市後方支援拠点都市構想（以下、後方支援構想）の策定 

      後方支援活動拠点に求められる役割や機能、特性や活動上の

優位性、災害対応力の強化に向けた取組みの方針を設定 

熊本地震 
（H28.4.14） 
（H28.4.16） 

南海トラフ巨大地震 
火山災害等 

宮崎県南部地域における課題 

○南海トラフ巨大地震に伴う甚大な被害を想定し、内陸部から沿岸部に対する後

方支援活動の実施体制の構築と災害時の具体的な取組み内容の検討は急務

○火山災害等では内陸部が受援の立場に立つことを想定し、関係市町において

あらゆる災害に対応できる強固な協力関係を整備しておくことも喫緊の課題 

今後の大規模災害に備えて･･･ 

熊本地震の実態・課題 

東日本大震災の教訓 

宮崎県南部地域における課題 計画策定の目的 

○「都城市大規模災害時後方支援計画」（以下、本計画または後方支援計画）は、後方支援構想をベース

に詳細かつ具体的な検討を行い、後方支援活動の内容や手順、手続き、企業・市民との連携の方向等を

定めたもので、後方支援活動を迅速かつ効果的に行うことを目的。 

 

 

 

※協議会の取組みの一環となる「協議会災害時広域連携計画」（以下、広域連携計画）は、本計画を踏まえ

て別に策定するものとし、宮崎県南部地域における災害時の広域連携活動をさらに推進するものとなる。 

計画に期待される効果 

○本計画の基礎資料として、被害量や各種リソース等の基礎データを整理しているため、関係市町における

広域連携活動の可能性、役割分担等を把握し、共有することができる。 

○本計画の策定・更新を通じて、市町間の顔の見える関係を構築することができ、本計画及び広域連携計画

に基づき訓練等を実施することで、より実効性のある連携体制を整備できる。 

○防災・減災に係る上位の政策・指針の一つとして本計画を位置づけることで、多様な連携施策の推進、各

種の提案要望活動の展開を図ることができる。 

○その他、南海トラフ地震・津波を想定した計画ではあるが、様相が異なる災害・被害であっても本計画に示

す後方支援活動や広域連携の考え方は一定程度適用することができる。 
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■宮崎県南部地域の関係市町 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■後方支援活動の大前提 

○受援側、支援側ともに、自市町への災害対策に全力を尽くす。 

○行政のみならず、市民、団体、企業等が健全な生活、生産活動等を実施している。 

○アクセス性やリソースなど都城市が持つポテンシャルを考慮する。 

■計画の検討方針 

①後方支援活動の全体像を捉えるため、沿岸部３市の災害・被害及び対策活動のシナリオを検討する 

○南海トラフ地震における国・県の対策計画や東日本大震災時の事例等を考慮し、シナリオを

作成する。 

○シナリオ等は、関係市町との連携・分担の方向を検討するための基礎資料とする。 

②想定される被害、交通網、活動資源等の基礎データに基づき、具体的な後方支援活動の内容や手順、

今後、推進すべき施策や事業を定める 

○平常時・災害発生時の機微な対策立案・変更等に効果的に活用できるよう、「基本情報シート」

（基礎データ）を整備し、各種検討の基礎資料とする。 

○データ整理に当たっては、協議会における継続的な活用等を考慮する。 

③自市の災害応急対策と後方支援活動を確実に実施するため、災害発生後の事務分掌を明らかにし、業

務継続計画等に反映するための基礎資料を作成する 

○後方支援活動に係る事務及び担当対策部・班（案）を明らかにした上で、今後、関係市町の

業務継続計画に反映する際の基礎資料とする。 

１．２ 計画策定の前提・方針 
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４．企業・市民等との連携の方向 

 

協議会災害時広域連携計画（別冊） 

 

 

■計画の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．３ 計画策定の手順・構成 

１．基本情報シート ２．後方支援活動シナリオ 

  

３．後方支援活動機能及び具体的内容 

(1)検討の条件 

(2)後方支援活動シナリオ 

 【検討シート１】
沿岸部３市の
災害・被害 

【検討シート２】 
沿岸部３市の 

対策活動 

【検討シート３】
都城市による
後方支援活動

(1)基本情報シートの基本的な考え方 

(2)基本情報シートの構成 

(1)後方支援活動機能 

(2)後方支援に関する本部機能の前提 

■基本的な考え方・活動拠点・活動事務 
■活動主体・具体的活動内容 
■実施手順 
■活動手続き 
■後方支援活動に必要なリソース 

(4)後方支援活動の具体的内容 

(3)後方支援を想定したエリア特性及びアク

セス特性 

【検討シート 4】 
機能別の活動主体・具体的活動内容 

【検討シート 5・抜粋集約版】 
実施手順の全体像 

(3)基本情報シートの作成（別冊） 

 【基本情報シート】（別冊） 
活動リスク・リソース等に関する基礎データ 

(1)企業等との連携の方向 (2)市民・団体等との一体的取組みの方向 

協議会の取組みの一環として策定するもので、宮崎県南部地域における災害時の広域連携を更に推進 
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■基本情報シート及び検討シートの構成・ポイント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【検討シート１】 
沿岸部３市の災害・被害シナリオ 

□沿岸部３市における災害の種類や規模、時
間的経緯を設定。 

□上記の災害に対する被害項目、被害項目
毎の被害規模を設定。 

□特に、沿岸部３市のみならず、内陸部市町
の被害規模にも着目。 

【検討シート２】 
沿岸部３市の対策活動シナリオ 

□沿岸部３市自らの対策活動、動きを整理。 
□沿岸部３市の対策活動を支援する県及び

国の対策活動、動きを整理。 
□特に、沿岸部３市については関係機関への

要請項目などの支援ニーズ、被害規模等
から十分な活動が困難と想定される項目に
着目。 

□また、県・国については後方支援活動を実
施する際に連携すべき活動項目等に留意。

【検討シート４】 
機能別の活動主体・具体的活動内容 

□検討シート３等に基づき、活動機能毎に活
動事務を細分化し、明確化。 

□活動事務毎に具体的な活動内容を整理
し、活動主体、活動場所、関係者を設定。 

□特に、活動事務毎の着手時期、撤収・撤退
時期を明記することにも留意。 

【検討シート３】 
都城市による後方支援活動シナリオ 

□検討シート１、検討シート２に基づき、後方
支援に必要な活動項目を設定。 

□活動項目毎の概略の活動内容と流れの全
体像を把握することを主眼に、遠野市事例
等を参照しつつシナリオを作成。 

□沿岸部３市、県、国の主な活動や動きとの
連動性を確認できるよう整理。 

【検討シート５・抜粋集約版】 
実施手順の全体像 

□後方支援活動機能別に、活動の流れ、手
続き等を時系列にチャート化。 

※本概要では、活動拠点、人や物資、各種サ
ービスの動きを地図上に視覚化した「展開
イメージ」は省略している。 

↑ 後方支援活動シナリオ

↓ 後方支援活動内容

シナリオの精査（整合性の確保） 

【基本情報シート】 災害・被害、各種活動拠点及びリソース等の基礎データ 

□関係市町において、具体的に後方支援活動内容を検討する際の共通・共有の基礎データ 

①関係市町の位置・交通ネットワーク、②災害想定、③被害想定、④後方支援活動の関連施
設、⑤都城市の後方支援活動に関連する各種施設、⑥後方支援活動の人的資源、⑦後方支
援活動の物的資源、⑧南海トラフ地震における国・具体計画 
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 基本情報シートは、関係市町において後方支援活動内容または広域連携活動内容を具体的に検討する

際の共通・共有の基礎データとするため、各種資料における位置、数量等のデータはＧＩＳデータと

して整理した。 

■GIS データ化の狙い 

［情報の視覚化による的確な計画立案］ 

○災害リスクや支援リソース等を視覚化することで、検討の各種条件となる基礎データを即地

的に確認し、的確な計画立案を可能とする。 

［データの更新と計画等の見直し］ 

○各種情報・条件の変更等に応じてデータを適宜更新することで、状況変化に即応した計画や

災害発生後の対策活動の検証、見直し等を可能とする。 

 

 

 

 基本情報シートの構成、内容は次に示すとおりである。なお、後方支援に関する各種活動拠点の情報

については、後述する後方支援活動に係る６つの機能と関連づけて整理している。 

■基本情報シートの構成 

構成 内容 

関係市町の基

本情報 

1.関係市町の位置・

交通ネットワーク 

関係市町の本庁及び支所の位置、各種交通ネットワーク（陸路・

空路・海路拠点）、都城市役所・本庁舎（後方支援活動対策本部）

との時間距離を整理した資料。 

災害・被害に

関する情報 

2.災害想定 県として設定した南海トラフ地震の津波浸水想定（平成25年2月）

及び地震に関連する災害予測を示した資料。津波浸水想定は、最

大クラスの津波が悪条件下で発生した場合に想定される浸水の区

域と水深を示す。 

3.被害想定 「県における南海トラフ巨大地震に伴う被害想定について」（平成

25 年 10 月/宮崎県）をもとに、関係市町で被害が最大となる数値

を整理した資料。 

後方支援に関

する各種活動

拠点の情報 

4.後方支援活動の

関連施設 

関係市町の地域防災計画や各種統計資料をもとに、後方支援に関

連する各種活動拠点施設の位置及び数量等の情報を整理した資

料。 

後方支援に関

する各種リソ

ースの情報 

5.都城市の後方支

援活動に関連す

る各種施設 

内陸部市町における中心的役割を都城市が担うことを想定して、

都城市内における後方支援活動に関連する各種施設の位置情報を

整理した資料。 

6.後方支援活動の

人的資源 

関係市町の人的リソースを把握するために後方支援活動に関連す

る各種職員数を視覚的に整理した資料。 

7.後方支援活動の

物的資源 

関係市町の物的リソースを把握するために後方支援活動に関連す

る各種物的資源を視覚的に整理した資料。ただし、物資等の数量は

流動的であり一元的に把握することが困難であるため、現時点では

各種支援活動に活用できる車両のみを整理している。 

国・具体計画 8.南海トラフ地震に

おける国・具体計

画 

「南海トラフ地震における具体的な応急対策活動に関する計画」

（平成 27 年 3 月/中央防災会議幹事会）をもとに、各種支援隊等

が沿岸部３市で活動するまでの動きを整理した資料。 

２ 基本情報シート 

２．１ 基本情報シートの基本的な考え方 

２．２ 基本情報シートの構成 
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■基本情報シートの構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）「基本情報シート」は別冊。 

1.1. 沿岸部３市と内陸部市町 5.1. 社会福祉関連施設

1.2. 後方支援活動対策本部を中心とした距離圏 5.2. 保健衛生関連施設

1.3. 道路交通ネットワーク 5.3. 都市公園

1.4. 後方支援活動対策本部からの時間距離（陸路） 5.4. 立地企業・大規模店舗

1.5. 空路拠点 5.5. 立地企業・大規模店舗の一覧

1.6. 救助活動拠点からの時間距離（空路） 5.6. 宿泊施設

1.7. 海路拠点 5.7. 入浴施設

5.8. 給油施設

5.9. 協定企業

2.1. 津波浸水想定（全体） 6.1. 本庁舎・支所の職員

2.2. 津波浸水想定（宮崎市中心部） 6.2. 消防・水道関連施設の職員

2.3. 津波浸水想定（日南市中心部） 6.3. 社会福祉協議会の事務職員

2.4. 津波浸水想定（串間市中心部） 6.4. 日本赤十字社の活動団員

2.5. 地震動の概要 6.5. 医師・薬剤師の従事者数

2.6. 液状化の予測

2.7. 急傾斜地崩壊予測 7.1. 車両の保有状況

2.8. 土砂災害警戒区域等

3.1. 人的被害の概要

3.2. 建物被害の概要 8.1. 国・県による各種支援活動

3.3. 避難者の概要

3.4. 物資需要量の概要（食料）

3.5. 物資需要量の概要（飲料水）

3.6. 物資需要量の概要（毛布）

4.1. [本部機能]災害対策本部

4.2. [避難受入]避難所の収容可能人数

4.3～12. [避難受入]各種避難所（市町別）

4.13～22. [避難受入]応急仮設住宅候補用地（市町別）

4.23. [物資供給]備蓄関連施設

4.24～33. [物資供給]備蓄関連施設（市町別）

4.34. [医療救護]病院施設の受入れ能力

4.35～44. [医療救護]医療関連施設（市町別）

4.45. [保健衛生]遺体安置受入・火葬能力

4.46～55. [保健衛生]遺体安置・火葬のための施設（市町別）

4.56. [保健衛生]廃棄物等の運搬能力

4.57. [保健衛生]廃棄物等の処理能力

4.58～67. [保健衛生]ゴミ及びし尿の処理施設（市町別）

4.68. [ボランティア等]ボランティアの活動拠点

4.69～78. [ボランティア等]ボランティアの活動拠点（市町別）

後方支援に関する各種活動拠点の情報

【４．後方支援活動の関連施設】

【３．被害想定】

関係市町の基本情報

【１．関係市町の位置・交通ネットワーク】

【２．災害想定】

災害・被害に関する情報

後方支援に関する各種リソースの情報

【５．都城市の後方支援活動に関連する各種施設】

【６．後方支援活動の人的資源】

【７．後方支援活動の物的資源】

【８．南海トラフ地震における国・具体計画】

国・具体計画
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 南海トラフ地震・津波に対する「宮崎県地震・津波及び被害の想定について（H25.10/宮崎県）」（以

下、宮崎県被害想定）に基づく被害想定を前提とした後方支援活動とする。 

 沿岸部、都城市とも最大リスクに備えた後方支援活動シナリオ及び活動内容とするため、被害規模は

関係市町・各被害項目の最大値を適用した（各項目の想定ケース、想定シーンは同一とはならない）。 

■想定災害・被害想定 

項目 想定内容 

想定ケース 想定ケース① 内閣府モデルを用いて県が独自に再解析したケースで、津波に起

因する項目で被害の想定が大きい。 

想定ケース② 県が独自に設定したケースで、地震に起因する項目で被害の想定

が大きい。 

想定シーン 冬・深夜 就寝中に被災。家屋倒壊による死者が発生。津波避難が遅れる。

夏・昼 12 時 自宅外で被災。沿岸部には海水浴客等の観光客が多数。 

冬・夕 18 時 火気使用、出火件数が多い。オフィス・駅等に滞留者。帰宅ラッ

シュ。 

 

 

 

 

 後方支援活動シナリオは、「沿岸部３市の災害・被害シナリオ（検討シート１）」、「沿岸部３市の対策

活動シナリオ（検討シート２）」、「都城市による後方支援活動シナリオ（検討シート３）」で構成し、

その作成に当たっては次の資料等に準拠している。 

■各種シナリオの検討条件 

項目 条件 

時期 ○宮崎県被害想定の区分に準拠。参考として、大分県地震津波被害調査報告書

（H25.3）（以下、大分県被害想定）の区分も表記。 

沿岸部３市の災

害・被害シナリオ

（検討シート１） 

○上記 3.1 を基本。必要に応じて、大分県被害想定に基づく被害想定を追記。

沿岸部３市の対

策活動シナリオ

（検討シート２） 

○沿岸部３市の対策活動は、宮崎市地域防災計画（H27.5）、宮崎市業務継続計

画（地震・津波編）（H25.3）、日南市地域防災計画（H26.6）、串間市地域防

災計画（H27.3）を参照。 

○県の対策活動は、宮崎県地域防災計画（津波災害対策編）（H26.3）、国の具

体計画に基づく宮崎県実施計画（以下、県・実施計画）における主な検討項

目（H28.3）を参照。 

○国の対策活動は、南海トラフ地震における具体的な応急対策活動に関する計

画（H27.3/中央防災会議）（以下、国・具体計画）を参照。 

都城市による後

方支援活動シナ

リオ（検討シート

３） 

○東日本大震災時の遠野市後方支援活動内容を検証・参照し、上記の災害・被

害シナリオ及び沿岸部の対策活動を考慮して後方支援活動シナリオを作成。

○独自シナリオを追記する場合は、都城市地域防災計画における対策活動の考

え方を準用。 

３ 後方支援活動シナリオ 

３．１ 検討の条件 

３．２ 後方支援活動シナリオ 



 

３ 後方支援活動シナリオ 

8 

 

■南海トラフ地震における具体的な応急対策活動に関する計画（H27.3/中央防災会議） 

［各活動の想定されるタイムライン］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■南海トラフ地震における具体的な応急対策活動に関する計画（国・具体計画）に基づく宮崎県実施計画 

（H28.3/宮崎県） 
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■

沿
岸

部
３
市

（
宮

崎
市

・
日

南
市

・
串

間
市

）
の

災
害

・
被

害
シ

ナ
リ
オ

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
【
検

討
シ

ー
ト
１
（1

/
4
）】

 
時 期

 
区

分
１
（

県
被

害
想
定

）
 

被
災
直

後
～
 

被
災
１
日

後
～
 

被
災
４

日
後
～
 

被
災
１

週
間
後
～
 

区
分

２
（

大
分

県
参
照

）
 

0
h
～
 

1
2
h～

 
2
4
h～

 
4
8
h～

 
7
2
h～

 
9
6
h～

 
1
W
～
 

2
W
～
 

1
M
～

 
4
M
～
 

災 害
 

地
震

 
●
冬
の

18
時
､南

海
ト
ラ
フ

を
震
源
と

す
る
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド

Mw
9.
1
規
模
の
地
震

が
発
生

 
宮
崎
市
・
日

南
市
・
串

間
市
：
一
部
で
震

度
7、

全
域

で
震
度

6
弱
の
揺
れ
を
観

測
 

○
最
大

震
度

5
弱
以
上
の

余
震
が
発
生

 

○
余
震
が

頻
発

 
○
降

雨
○
余
震
が

次
第
に
減

少
す
る
が
、

大
規
模
な
余

震
が
発
生

す
る
可
能
性

あ
り

 

津
波

 
●
大
津

波
警
報
発
表

 
宮
崎
市
：
地

震
発
生

18
分
後
に
津
波
の

第
一
波
が

到
達
。
最
大
津

波
高

16
m 

日
南
市
：
地

震
発
生

14
分
後
に
津
波
の

第
一
波
が

到
達
。
最
大
津

波
高

14
m 

串
間
市
：
地

震
発
生

15
分
後
に
津
波
の

第
一
波
が
到

達
。
最
大
津

波
高

17
m  

○
日
が
明

け
て
、
関
東
～

中
部

～
四

国
～

九
州

地
域

の
太

平
洋

沿
岸

の
広

域
の

被
害

状
況

が
次

第
に
明
ら
か

に
な
る

 

○
津
波
警
報
・

注
意
報
の
解

除
 

 

被 害
 

建 物
 

液
状
化

 
●
宮
崎

市
、
日
南
市

等
の
沿
岸

部
を
中
心
に

液
状
化
が
発

生
 

宮
崎
市
：
全

壊
約
 2
,5
00

棟
、
 半

壊
約

 1
0,
0
00

棟
 

日
南
市
：
全

壊
約
  
 8
10

棟
、
 半

壊
約

  
2,
8
00

棟
 

串
間
市
：
全

壊
約
  
  
70

棟
、
 半

壊
約

  
  
2
00

棟
 

 
揺

れ
 

●
宮

崎
市

、
日

南
市

、
串

間
市

で
揺

れ
に

よ
る

建
物
崩

壊
が
発
生
 

宮
崎
市
：
全

壊
約
 1
9,
0
00

棟
、
半
壊
約
 2

7,
0
00

棟
 

日
南
市
：
全

壊
約
  
7,
9
00

棟
、
半
壊
約
  

5,
8
00

棟
 

串
間
市
：
全

壊
約
  
2,
6
00

棟
、
半
壊
約
  

3,
2
00

棟
 

○
余
震
に
よ
り

、
被
害
が

進
行
す
る

 

 
急

傾
斜

地
崩
壊
 

●
宮

崎
市

、
日

南
市

等
を

中
心

に
急

傾
斜

地
崩

壊
や
地

す
べ
り
が
発

生
 

宮
崎
市
：
全

壊
約

70
棟

、
半
壊
約
 1
4
0
棟
 

日
南
市
：
全

壊
約

60
棟

、
半
壊
約
 1
4
0
棟
 

串
間
市
：
全

壊
約

20
棟

、
半
壊
約
  
5
0
棟
 

●
急
傾

斜
地
の
崩
壊

に
よ
る
孤

立
集
落
が
発

生
 

宮
崎
市
：

10
集
落
 

日
南
市
：

11
集
落
 

串
間
市
：

22
集
落
 

○
余
震
や
降
雨

等
で
さ
ら

に
急
傾
斜
地

崩
壊
や
地
す

べ
り
が
発

生
す
る

 

 
津

波
 

●
宮
崎

市
、
日
南
市

等
で
津
波

に
よ
る
被
害

が
発
生
 

宮
崎
市
：
全

壊
約
 5
,0
00

棟
、
半
壊
約
 
5,
9
00

棟
 

日
南
市
：
全

壊
約
 2
,8
00

棟
、
半
壊
約
 
1,
8
00

棟
 

串
間
市
：
全

壊
約
  
 3
70

棟
、
半
壊
約
 
  
6
10

棟
 

 
火

災
 

●
宮
崎

市
等
を
中
心

に
火
災
が

発
生
 

宮
崎
市
：
焼

失
約
 2
,3
00

棟
 

日
南
市
：
焼

失
約
  
 1
00

棟
 

串
間
市
：
焼

失
約
  
  
50

棟
 

○
電
力
の

復
旧
に
伴

い
、
通
電
火

災
が
発
生
す

る
お
そ
れ

 

 
人

的
被
害

・
要
配

慮
者
 

●
宮
崎

市
、
日
南
市
を

中
心
に
人

的
被
害
、
建
物

崩
壊
、
急
傾
斜

地
崩
壊
、
津
波

被
害
、
火
災
、
建

物
崩
壊
に
伴

う
自
力
脱
出

困
難
者
、
津
波

に
よ
る
要
救

助
者
が
発

生
 

【
建
物

倒
壊
被
害
】

 宮
崎
市
：
死

者
約
 1
,5
00

人
、
負
傷
者
約
 7
,
70
0
人

 

 日
南
市
：
死
者
約
  
 5
60

人
、
負
傷
者
約

 2
,
10
0
人
 

 串
間
市
：
死
者
約
  
 1
80

人
、
負
傷
者
約

  
 
79
0
人
 

【
急
傾

斜
地
崩
壊
被

害
】
宮
崎
市
：

死
者
約

10
人
、
負
傷
者
約

10
人
 

日
南
市
：
死
者
約

10
人
、
負
傷
者
約

10
人

 

【
津
波

被
害
】
 宮

崎
市
：
死
者
約

1,
50
0
人
、

負
傷
者
約

5
60

人
 

 日
南
市
：
死
者

約
 4
,5
00

人
、
負
傷
者
約

67
0
人
 

 串
間
市
：
死
者

約
  
 6
40

人
、
負
傷
者
約

17
0
人
 

【
火
災

被
害
】
 宮

崎
市
：
死
者
約

60
人
、
負
傷
者
約

70
人
 

【
建
物

倒
壊
に
伴
う

自
力
脱
出
困
難

者
】
 宮

崎
市
：
約
 5
,
40
0
人
 

 日
南
市
：
約
 
1,
70
0
人
 

 串
間
市
：
約
 
  
35
0
人
 

【
津
波
に
よ
る
要
救
助
者
】
宮
崎
市
：
約

6,
40
0
人
・
日
南
市
：
約

63
0
人
・
串
間
市
：
約

40
人
 

○
津
波

の
第
二
波
、
第
三

波
が
続
く
こ

と
か
ら
、
要
救
出
者

の
救
助
活

動
が
遅
れ
る

 

○
気
象
条

件
や
地
理
条

件
、
救
助

活
動
支
障
に

よ
り
、
救

助
が
難
航
・

長
期
化
す
る

 
      ●
宮
崎
市

、
日
南
市
を

中
心
に
要

配
慮
者
対
応

が
発
生
 

宮
崎
市
：
避
難

所
に
約
 1
7,

00
0
人
の
要
配

慮
者
 

日
南
市
：
避
難

所
に
約
  
5,

20
0
人
の
要
配

慮
者
 

串
間
市
：
避
難

所
に
約
  
1,

40
0
人
の
要
配

慮
者
 

  

    ●
宮
崎
市

、
日
南
市

を
中
心
に
要

配
慮

者
対
応
継

続
 

宮
崎
市
：
約

 2
0
,0
00

人
 

日
南
市
：
約

  
6
,1
00

人
 

串
間
市
：
約

  
1
,5
00

人
 

    

    ●
宮

崎
市

を
中

心
に

要
配

慮
者

対
応

継
続
 

宮
崎
市
：
約
 1
0
,0
00

人
 

日
南
市
：
約
  
2
,9
00

人
 

串
間
市
：
約
  
 
 7
50

人
 

   

 
ラ イ フ ラ イ ン
 

上
水
道

 
●
宮
崎

市
、
日
南
市

を
中
心
に

断
水
が
発
生

 
宮
崎
市
：
断

水
率
 1
00
% 

日
南
市
：
断

水
率
 1
00
% 

串
間
市
：
断

水
率
 1
00
% 

約
47
0
,0
00

人
に
影
響
 

○
ラ

イ
フ

ラ
イ

ン
断

絶
に

よ
る

生
活
支
障
が
発

生
 

○
災

害
対

策
本

部
や

病
院

等
に

お
け

る
ラ

イ
フ

ラ
イ

ン
の

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

機
能

が
限

界
を

超
え

、
様
々
な
活

動
支
障
が

発
生
 

○
ラ

イ
フ

ラ
イ

ン
復

旧
要

員
及

び
資
機
材
の
不

足
 

●
宮
崎
市

、
日
南
市
を

中
心
に
断

水
が
継
続
 

宮
崎
市
：
断

水
率
 9
6%
 

日
南
市
：
断

水
率
 9
8%
 

串
間
市
：
断

水
率
 9
5%
 

約
45
3
,0
00

人
に
影
響
 

○
応
急
給

水
活
動
の
実

施
 

    

●
宮
崎
市

、
日
南
市

を
中
心
に
断

水
が

継
続
 

宮
崎
市
：
断

水
率
 7
4%
 

日
南
市
：
断

水
率
 8
6%
 

串
間
市
：
断

水
率
 7
1%
 

約
35
7
,0
00

人
に
影
響
 

○
応
急
給

水
 

活
動
の
継

続
 

 

●
宮

崎
市

、
日

南
市

を
中

心
に

断
水

が
継
続

 
宮
崎
市
：
24
% 

日
南
市
：
41
% 

串
間
市
：
23
% 

約
12
3
,0
0
0
人
 

に
影
響
 

○
応
急

給
水
 

活
動
の

継
続
 

○
上

水
道

が
お

お
む
ね
復

旧
 

 

都
城
市
：
震

度
6
強
、
小
林
市
：
震
度

6
強
、
え
び
の
市
：
震
度

6
強
、
三
股
町

：
震
度

6
強

、
高
原
町
：
震

度
6
弱
、
国
富
町
：
震
度

7
  
、
  

 綾
町
 ：

震
度

6
強
  
の
揺
れ

を
観
測

 

 都
城
市
 ：

焼
失
約

40
棟
 

 小
林
市
 ：

焼
失
約

10
棟
 

え
び
の
市
：

焼
失
約

10
棟
 

 三
股
町
 ：

焼
失
約

10
棟
 

【
建

物
倒
壊
被

害
】

 
 都

城
市
 ：

死
者
約

70
人
、
負

傷
者
約
 1

,2
00

人
 

 小
林
市
 ：

死
者
約

10
人
、
負

傷
者
約
  

 2
40

人
 

え
び

の
市
：
死
者
約

20
人
、
負

傷
者
約
  

 3
60

人
 

 三
股
町
 ：

死
者
約

10
人
、
負

傷
者
約
  

 1
80

人
 

 都
城
市
 ：

約
 8
50

人
 

 小
林
市
 ：

約
 2
10

人
 

え
び
の
市
：

約
 2
40

人
 

 三
股
町
 ：

約
 1
50

人
 

 高
原
町
 ：

約
  
20

人
 

 国
富
町
 ：

約
 5
40

人
 

 
 綾

町
  
：

約
 1
20

人
 

 都
城
市
 ：

約
 2
,4
00

人
 

 小
林
市
 ：

約
  
 5
80

人
 

え
び
の
市
：
約

  
 4
60

人
 

 三
股
町
 ：

約
  
 4
40

人
 

 高
原
町
 ：

約
  
  
80

人
 

 国
富
町
 ：

約
  
 7
90

人
 

 
 綾

町
  
：
約

  
 2
00

人
 

 都
城
市

 ：
約
 9
60

人
 

 小
林
市

 ：
約
 2
10

人
 

え
び
の

市
：
約
 2
10

人
 

 三
股
町

 ：
約
 1
80

人
 

 高
原
町

 ：
約
  
20

人
 

 国
富
町

 ：
約
 4
60

人
 

 
 綾

町
  
：
約
 1
10

人
 

都
城
市
 
：
68
% 

 小
林
市
 
：
53
% 

え
び
の
市
：
69
% 

 三
股
町
 
：
77
% 

 高
原
町
 
：
43
% 

 国
富
町
 
：
94
% 

 
 綾

町
  
：
89
% 

 都
城
市
 ：

36
%
 

 小
林
市
 ：

25
%
 

え
び
の
市
：
38
%
 

 三
股
町
 ：

44
%
 

 高
原
町
 ：

18
%
 

 国
富
町
 ：

66
%
 

 
 綾

町
  
：
61
%
 

 都
城

市
 ：

93
% 

 小
林

市
 ：

88
% 

え
び

の
市
：
93
% 

 三
股

町
 ：

96
% 

 高
原

町
 ：

83
% 

 国
富

町
 ：

99
% 

 
 綾

町
  
：
99
% 

 都
城
市

 ：
 5
% 

 小
林
市

 ：
 3
% 

え
び
の

市
：
 6
% 

 三
股
町

 ：
 7
% 

 高
原
町

 ：
 2
% 

 国
富
町

 ：
17
% 

 
 綾

町
  
：
15
% 

 都
城
市
 ：

全
壊
約
 9
40

棟
、

 半
壊
約
 7

,6
00

棟
 

 小
林
市
 ：

全
壊
約
 1
30

棟
、

 半
壊
約
 1

,6
00

棟
 

え
び
の
市
：
全

壊
約
 3
40

棟
、

 半
壊
約
 1

,8
00

棟
 

 三
股
町
 ：

全
壊
約
 1
70

棟
、

 半
壊
約
 1

,1
00

棟
 

高
原
町
：
全
壊
約
  
  
2
0
棟
、
 半

壊
約
  
 3
10

棟
 

国
富
町
：
全
壊
約
 1
,2
00

棟
、
 半

壊
約
 2
,1
00

棟
 

 綾
町
 ：

全
壊
約
  
 2
90

棟
、
 半

壊
約
  
 6
80

棟
 

 都
城
市
 ：

全
壊
約
 3
10

棟
、

 半
壊
約
 1

,4
00

棟
 

 小
林
市
 ：

全
壊
約
 1
30

棟
、

 半
壊
約
  

 6
80

棟
 

え
び
の
市
：
全

壊
約
 1
70

棟
、

 半
壊
約
  

 8
00

棟
 

 三
股
町
 ：

全
壊
約
  
40

棟
、

 半
壊
約
  

 2
40

棟
 

高
原
町

：
全
壊
約
 
  
 1
0
棟
、
 半

壊
約
  
  
50

棟
 

国
富
町

：
全
壊
約
 
  
 1
0
棟
、
 半

壊
約
  
  
50

棟
 

 綾
町
 
：
全
壊
  
  

  
－
  
 、

 半
壊
約
  
  
20

棟
 

 都
城
市
 ：

全
壊
約
  
30

棟
、

 半
壊
約
  

  
60

棟
 

 小
林
市
 ：

全
壊
約
  
10

棟
、

 半
壊
約
  

  
10

棟
 

え
び
の
市
：
全

壊
  
  
－
  

 、
 半

壊
 
  
 
 －

  
  

 三
股
町
 ：

全
壊
約
  
10

棟
、

 半
壊
約
  

  
10

棟
 

高
原
町
：
全
壊
  
  
  
－

  
 、

 半
壊
約
  
  
10

棟
 

国
富
町
：
全
壊
約
  
  
1
0
棟
、
 半

壊
約
  
  
20

棟
 

 綾
町
 ：

全
壊
  
  
  
－

  
 、

 半
壊
約
  
  
10

棟
 

高
原
町
：
－
  
 
  
 
  
  

国
富
町
：
焼
失
約

30
棟
 

 綾
町
 ：

焼
失
約

10
棟

 

高
原
町
 ：

－
  
  
 
  
 
 、

負
傷
者
約
 
 5
0
人
 

国
富
町
 ：

死
者
約

80
人
、

負
傷
者
約
 
42
0
人
 

 綾
町
  
：
死

者
約

20
人
、

負
傷
者
約
 
13
0
人
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■
沿

岸
部

３
市

（
宮

崎
市

・
日

南
市

・
串

間
市

）
の

災
害

・
被

害
シ

ナ
リ
オ

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
【
検

討
シ

ー
ト
１
（2

/
4
）】

 
時 期

 
区

分
１
（

県
被

害
想
定

）
 

被
災
直

後
～
 

被
災
１
日

後
～
 

被
災
４

日
後
～
 

被
災
１

週
間
後
～
 

区
分

２
（

大
分

県
参
照

）
 

0
h
～
 

1
2
h～

 
2
4
h～

 
4
8
h～

 
7
2
h～

 
9
6
h～

 
1
W
～
 

2
W
～
 

1
M
～

 
4
M
～
 

 
 

下
水
道

 
●

宮
崎

市
、

日
南

市
を

中
心

に
機

能
支

障
が

発
生
 

宮
崎
市
：
機
能
支
障
率
 9
8%
 

日
南
市
：
機
能
支
障
率
 9
8%
 

串
間
市
：
機

能
支
障
率
 
97
% 

約
37
0
,2
00

人
に
影
響
 

       

 
●
宮
崎
市

、
日
南
市
を

中
心
に
機

能
支
障
が
継

続
 

宮
崎
市
：
機
能
支
障
率
 8
5%
 

日
南
市
：
機
能
支
障
率
 8
1%
 

串
間
市
：
機
能
支
障
率
 7
0%
 

約
32
0
,0
00

人
に
影
響
 

 

●
宮
崎
市

、
日
南
市

を
中
心
に
機

能
支

障
が
継
続

 
宮
崎
市
：
機
能
支
障
率
 5
7%
 

日
南
市
：
機
能
支
障
率
 2
9%
 

串
間
市
：
機
能
支
障
率
  
8%
 

約
20
5
,6
40

人
に
影
響
 

 

●
宮

崎
市

、
日

南
市

を
中

心
に

機
能

支
障
が

継
続
 

宮
崎
市
：

 5
1%
 

日
南
市
：

 1
2%
 

串
間
市
：

  
1%
 

約
18
2
,5
5
0
人
 

に
影
響
 

    

○
下

水
道

が
お

お
む
ね
復

旧
 

 
電

力
 

●
宮
崎

市
、
日
南
市

を
中
心
に

停
電
が
発
生

 
宮
崎
市
：
停

電
率
 9
6%
 

日
南
市
：
停

電
率
 9
7%
 

串
間
市
：
停

電
率
 9
6%
 

約
24
2
,0
00

軒
に
影
響
 

         

●
宮
崎
市

、
日
南
市
を

中
心
に
停

電
が
継
続
 

宮
崎
市
：
停

電
率
 6
8%
 

日
南
市
：
停

電
率
 7
6%
 

串
間
市
：
停

電
率
 6
8%
 

約
17
4
,1
00

軒
に
影
響
 

 

●
宮

崎
市

、
日

南
市

を
中

心
に

停
電

が
継
続

 
宮
崎
市
：

21
% 

日
南
市
：

30
% 

串
間
市
：

19
% 

約
55
,4
00

軒
に
影
響
 

    

●
宮
崎
市

、
日
南
市

を
中
心
に
停

電
が

継
続
 

宮
崎
市
：
停

電
率
  
8%
 

日
南
市
：
停

電
率
 1
5%
 

串
間
市
：
停

電
率
  
5%
 

約
21
,
00
0
軒

に
影
響
 

 

○
電
力

が
お
お
む

ね
復
旧
 

 
通

信
 

●
宮
崎
市
、
日
南
市
を
中
心
に
通
信
障
害
が
発
生
 

宮
崎
市
：
不

通
回
線
率
 
97
% 

日
南
市
：
不

通
回
線
率
 
98
% 

串
間
市
：
不

通
回
線
率
 
97
% 

約
15
2
,0
00

回
線
に
影
響
 

○
携
帯

電
話
は
非
常

に
 

つ
な
が

り
に
く
い
状

態
 

       

●
宮
崎
市

、
日
南
市
を

中
心
に
通

信
障
害
が
継

続
 

宮
崎
市
：
不
通
回
線
率
 7
0%
 

日
南
市
：
不
通
回
線
率
 7
9%
 

串
間
市
：
不
通
回
線
率
 6
9%
 

約
11
1
,7
00

回
線
に
影
響
 

○
携
帯
電

話
は
非
常
に

つ
な
が
り

に
く
い
状
態

 
 

●
宮
崎
市

、
日
南
市

を
中
心
に
通

信
障

害
が
継
続

 
宮
崎
市
：
不
通
回
線
率
 1
2%
 

日
南
市
：
不
通
回
線
率
 2
4%
 

串
間
市
：
不
通
回
線
率
  
7
% 

約
20
,
96
0
回

線
に
影
響
 

  

●
宮

崎
市

、
日

南
市

を
中

心
に

通
信

障
害
が

継
続
 

宮
崎
市
：

  
5%
 

日
南
市
：

 1
1%
 

串
間
市
：

  
2%
 

約
8,
5
60

回
線
 

に
影
響
 

 

○
通

信
回

線
が

お
お
む
ね

復
旧
 

 
ガ

ス
 

●
宮
崎

エ
リ
ア
で
ガ

ス
の
供
給

が
停
止
 

宮
崎
エ
リ
ア

：
供
給
停
止
率
 7
9
% 

 
  
 
  
 
  
 
  
約

20
,
00
0
戸
の
供
給
停

止
 

  

●
宮
崎
エ

リ
ア
で
供
給

停
止
が
継

続
 

宮
崎
エ
リ
ア

：
供
給
停
止
率

 7
5
% 

 
  
 
  
 
  
 
  
約

19
,
00
0
戸

の
供
給
停

止
 

 

●
宮
崎
エ

リ
ア
で
供

給
停
止
が
継

続
 

宮
崎
エ
リ
ア

：
供
給
停
止
率

 5
2
%、

 

 
  
 
  
 
  
 約

13
,0
00

戸
の
供
給
停
止

 
 

○
都
市

ガ
ス
が
お

お
む
ね
復
旧

 

 
交 通 施 設
 

道
路
 

●
宮
崎

市
を
中
心
に

道
路
被
害

が
発
生
 

宮
崎

市
：
約

 3
00

箇
所
（
う

ち
津

波
浸

水
域
約

80
箇

所
） 

日
南

市
：
約

 1
00

箇
所
（
う

ち
津

波
浸

水
域
約

40
箇

所
） 

串
間

市
：
約

  
50

箇
所
（
う

ち
津

波
浸

水
域
約

20
箇

所
） 

○
国
道

2
20

号
、
44
8
号
等

の
沿
岸
部

の
道
路
上

に
避
難

者
が
発
生
 

      

○
宮

崎
自

動
車

道
等

の
仮

復
旧

、
順
次
完
了

 
○
櫛
の
歯

道
路
の
確
保

 
○
緊
急
車

両
が
活
動
開

始
 

○
細
街
路

の
閉
塞
に
よ

る
応
急
活

動
に
支
障
 

○
帰
宅
者

や
避
難
者
増

加
 

○
安

否
確

認
に

向
か

う
車

に
よ

り
、

大
規

模
な

交
通
渋
滞

が
発
生
 

○
渋

滞
を

迂
回

で
き

る
幹

線
道

路
が

な
く

、
域

外
か
ら
の

救
援
の
遅
れ

 
    

○
高

速
道
路

の
交
通

管
制

用
通

信
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
修
復
完
了

 
  

○
国

道
2
20

号
等

の
幹

線
道

路
全
線
開
通
（
仮
復

旧
）
 

○
緊

急
輸

送
道

路
、
陸
路

遮
断
集

落
へ

の
道

路
の

応
急

復
旧

が
お

お
む
ね
完

了
 

○
応
急
復
旧
に

よ
り
、
道
路

が
徐
々
に

開
通
 

 
鉄

道
 

●
鉄
道

が
被
災
し
、

運
転
停
止

 
日
豊
本
線
：

約
37
0
箇

所
（
う
ち
津
波
浸
水
域
約
 1

00
箇
所
）
 

日
南
線
  
：

約
21
0
箇

所
（
う
ち
津
波
浸
水
域
約
  
30

箇
所
）
 

○
鉄

道
不

能
の

た
め

バ
ス

に
よ

る
振

替
輸

送
開

始
 

○
鉄

道
、
一
部
で

折
り
返
し
運

転
開
始
 

 

 都
城

市
 ：

85
% 

 小
林

市
 ：

79
% 

え
び

の
市
：
－
 

 三
股

町
 ：

89
% 

 高
原

町
 ：

75
% 

 国
富

町
 ：

96
% 

 
 綾

町
  
：
94
% 

 都
城
市

 ：
32
% 

 小
林
市

 ：
23
% 

え
び
の

市
：
－
 

 三
股
町

 ：
38
% 

 高
原
町

 ：
17
% 

 国
富
町

 ：
67
% 

 
 綾

町
  
：
56
% 

 都
城

市
 ：

1%
 

 小
林

市
 ：

0%
 

え
び

の
市
：
－
 

 三
股

町
 ：

1%
 

 高
原

町
 ：

0%
 

 国
富

町
 ：

7%
 

 
 綾

町
  
：
5%

 

 都
城
市
 
：
0%
 

 小
林
市
 
：
－
 

え
び
の
市
：
－
 

 三
股
町
 
：
－
 

 高
原
町
 
：
－
 

 国
富
町
 
：
1%
 

 
 綾

町
 
 ：

0%
 

 都
城

市
 ：

85
% 

 小
林

市
 ：

79
% 

え
び

の
市
：
84
% 

 三
股

町
 ：

89
% 

 高
原

町
 ：

75
% 

 国
富

町
 ：

96
% 

 
 綾

町
  
：
93
% 

 都
城
市
 
：
32
% 

 小
林
市
 
：
22
% 

え
び
の
市
：
31
% 

 三
股
町
 
：
38
% 

 高
原
町
 
：
17
% 

 国
富
町
 
：
65
% 

 
 綾

町
  
：
53
% 

 都
城
市

 ：
 3
% 

 小
林
市

 ：
 2
% 

え
び
の
市
：
 4
% 

 三
股
町

 ：
 4
% 

 高
原
町

 ：
 1
% 

 国
富
町

 ：
16
% 

 
 綾

町
 
 ：

11
% 

 都
城

市
 ：

0%
 

 小
林

市
 ：

0%
 

え
び

の
市
：
0%
 

 三
股

町
 ：

0%
 

 高
原

町
 ：

0%
 

 国
富

町
 ：

3%
 

 
 綾

町
  
：
2%

 

 都
城
市
 ：

85
% 

 小
林
市
 ：

79
% 

え
び
の
市
：

84
%、

 
 三

股
町
 ：

89
% 

 高
原
町
 ：

75
% 

 国
富
町
 ：

96
% 

 
 綾

町
  
：

93
% 

 都
城
市
 ：

32
% 

 小
林
市
 ：

22
% 

え
び
の
市
：
31

% 
 三

股
町
 ：

38
% 

 高
原
町
 ：

17
% 

 国
富
町
 ：

65
% 

 
 綾

町
  
：
53
% 

 都
城

市
 ：

0%
 

 小
林

市
 ：

0%
 

え
び

の
市
：
0%
 

 三
股

町
 ：

0%
 

 高
原

町
 ：

0%
 

 国
富

町
 ：

3%
 

 
 綾

町
  
：
2%

 

 都
城
市
 ：

－
 

 小
林
市
 ：

－
 

え
び
の
市
：

－
 

 三
股
町
 ：

－
 

 高
原
町
 ：

－
 

 国
富
町
 ：

－
 

 
 綾

町
  
：

－
 

都
城

エ
リ
ア
：
供
給

停
止
率

79
%
 

都
城
エ

リ
ア
：
供
給

停
止
率
 7
5
%

都
城

エ
リ
ア
：
供
給

停
止
率
 5
2
%

 都
城

市
 ：

約
 1
6
0
箇
所
 

 小
林

市
 ：

約
  
7
0
箇
所
 

え
び

の
市
：
約
  
4
0
箇
所
 

 三
股

町
 ：

約
  
2
0
箇
所
 

 高
原

町
 ：

約
  
2
0
箇
所
 

 国
富

町
 ：

約
  
3
0
箇
所
 

 
 綾

町
  
：
約
  
1
0
箇
所

 

携
帯
電
話
は
非

常
に
つ
な
が

り
に
く
い
状
態

：
国
富
町
、
綾
町
 

携
帯
電
話
は
や

や
つ
な
が
り

に
く
い
状
態
 
 ：

都
城
市
、
え
び
の
市
、

三
股
町
 

携
帯
電
話
は

非
常
に
つ
な
が
り
に
く
い
状

態
 



 

３ 後方支援活動シナリオ 

11 

 

■
沿

岸
部

３
市

（
宮

崎
市

・
日

南
市

・
串

間
市

）
の

災
害

・
被

害
シ

ナ
リ
オ

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
【
検

討
シ

ー
ト
１
（3

/
4
）】

 
時 期

 
区

分
１
（

県
被

害
想
定

）
 

被
災
直

後
～
 

被
災
１
日

後
～
 

被
災
４

日
後
～
 

被
災
１

週
間
後
～
 

区
分

２
（

大
分

県
参
照

）
 

0
h
～
 

1
2
h～

 
2
4
h～

 
4
8
h～

 
7
2
h～

 
9
6
h～

 
1
W
～
 

2
W
～
 

1
M
～

 
4
M
～
 

 
 

港
湾
・

漁
港
 

●
港
湾

・
漁
港
が
被

災
 

【
重
要

港
湾
】
 宮

崎
港
：
岸
壁

7
箇
所
、
そ
の
他
係
留
施
設

16
箇
所
・
油
津
港
：
岸
壁

9
箇
所
、
そ
の
他
係
留
施
設

14
箇
所
 

【
地
方

港
湾
】
 内

海
港
：
岸
壁

1
箇
所
、
そ
の
他
係
留
施
設

10
箇
所
・
外
浦
港
：
岸
壁

4
箇
所
、
そ
の
他
係
留
施
設

21
箇
所
・
福
島
港
：
岸
壁

2
箇
所
、
そ

の
他
係
留

施
設

26
箇
所
・

黒
井
港
：

そ
の
他
係
留
施

設
2
箇
所
 

 
  
 
  

 
  
 
  
 大

島
港
：
そ
の
他

係
留
施
設

7
箇
所
・
大
納

港
：
そ
の
他
係
留
施
設

2
箇

所
 

【
第

1
種
漁
港
】
 富

田
漁
港
：
岸
壁

1
箇
所
、

そ
の
他
係
留
施
設

6
箇
所
・
野

島
漁
港
：

岸
壁

1
箇
所
、

そ
の
他
係
留

施
設

3
箇
所

・
鶯
巣
漁
港

：
そ
の
他
係
留

施
設

2
箇

所
・
富
土
漁
港

：
そ
の
他
係

留
施
設

3
箇
所
 

 
  
 
  

 
  
 
  
 
  
宮

浦
漁
港
：
そ

の
他
係
留
施
設

3
箇
所
・

鵜
戸
漁
港
：

そ
の
他
係
留
施

設
4
箇
所
・
夫
婦
浦
漁
港
：

岸
壁

1
箇

所
、
そ
の
他
係

留
施
設

2
箇

所
・
市
木
漁

港
：
岸
壁

2
箇
所
、
そ
の
他

係
留
施
設

8
箇
所
 

 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
本

城
漁
港
：
そ

の
他
係
留
施
設

6
箇
所
・

福
島
高
松
漁

港
：
そ
の
他
係

留
施
設

1
箇
所
 

【
第

2
種
漁
港
】
 青

島
漁
港
：
岸
壁

2
箇
所
、

そ
の
他
係
留
施
設

9
箇
所
・
大

堂
津
漁
港

：
岸
壁

4
箇
所

、
そ
の
他
係

留
施
設

3
箇

所
・
都
井
漁

港
：
岸
壁

2
箇

所
、
そ
の

他
係
留
施
設

1
0
箇
所
 

【
第

3
種
漁
港
】
 油

津
漁
港
：
岸
壁

1
箇
所
、

そ
の
他
係
留
施
設

13
箇
所

・
目
井
津
漁
港

：
岸
壁

6
箇
所
、
そ
の
他
係
留
施
設

11
箇
所
 

【
第

4
種
漁
港
】
 宮

之
浦
漁
港
：

岸
壁

3
箇
所
、
そ
の
他
係

留
施
設

8
箇

所
 

●
防
波

堤
が
被
災
 

宮
崎
港
  
：

約
 3
,0
00
m
 ・

油
津
港
  
 
 ：

約
87
0m
 ・

内
海
港
 
 ：

約
 1
,2
00

m 
・
外
浦
港

  
  
：
約
  
 
46
0
m 
・
福

島
港
  
  
：
約

  
 7
0
0m
 ・

黒
井
港
 
  
 ：

 約
25
0m
 ・

大
島
港
  
：
約
  
 
54
0
m 
・
大
納
港

  
：
約
 2
80
m 

野
島
漁
港
：

約
  
 5
50
m
 ・

鶯
巣
漁
港
 
 ：

約
10
0m
 ・

富
土
漁
港
：
約
  
  
50

m 
・
宮
浦
漁
港
  
：
約
  
 
31
0
m 
・
鵜

戸
漁
港
  
：

約
  
 3
8
0m
 ・

夫
婦
浦
漁
港

：
 約

15
0m
 ・

市
木
漁
港
：
約
 1
,
10
0
m 
・
本
城
漁
港

：
約
 1
10
m 

青
島
漁
港
：

約
  
 8
60
m
 ・

大
堂
津
漁
港
：
約

70
0m
 ・

都
井
漁
港
：
約
  
 4
40

m 
・
目
井
津
漁
港
：
約
 2
,
30
0
m 
・
宮

之
浦
漁
港
：

約
 1
,5
0
0m
 

○
一
部

港
湾
で
航

路
再
開
 

 
空

港
 

○
宮
崎

空
港
の
大
部

分
は
津
波

に
よ
る
浸
水

が
発
生
し
、

空
港
閉
鎖

 
○
津
波

に
よ
る
漂
流

物
、
土
砂

の
漂
着
、
漂

流
物
に
よ
る

施
設
の
損

壊
 

○
タ
ー

ミ
ナ
ル
ビ
ル

2
F、

管
制
塔
は
機

能
継
続
が
可

能
 

○
大
津

波
警

報
（

津
波
警

報
・

注
意

報
）

解
除

ま
で

復
旧
作

業
や

緊
急

輸
送
が
停

滞
 

○
滑
走

路
等
の
土
砂

・
が
れ
き

の
除
去
等
が

完
了
 

○
緊
急

物
資
・
人
員

輸
送
の
た

め
の
暫
定
運

用
開
始
 

○
民
間

機
の
暫
定

的
な
運
用
再

開
 

 
生 活
 

避
難

者
、

帰
宅

困
難

者
 

○
沿

岸
地

域
で

は
大

津
波

警
報

・
津

波
警

報
・

注
意
報

が
解
除
さ
れ

る
ま
で
緊

急
避
難
 

○
避

難
路

の
被

災
や

避
難

時
の

混
乱

、
車

避
難

に
よ
る

渋
滞
で
二
次

被
害
の
発

生
 

○
要

配
慮

者
の

安
否

確
認

や
避

難
支

援
者

が
必

要
 

○
鉄

道
等

の
交

通
機

関
の

停
止

や
道

路
閉

塞
が

発
生
 

○
徒

歩
帰

宅
が

可
能

な
者

は
、

最
寄

の
公

共
施

設
や
避

難
所
へ
自
力

で
移
動
、

滞
留
 

●
宮

崎
市

、
日

南
市

を
中

心
に

帰
宅

困
難

者
が

発
生
 

宮
崎
市
：
約

13
,0
00

人
 

日
南
市
：
約

1,
50
0
人
 

串
間
市
：
約

64
0
人
 

○
避

難
所

へ
避

難
す

る
住

民
が

増
え
る
 

○
情

報
収

集
の

困
難

、
人

手
不

足
に

よ
る

避
難

所
開

設
・

運
営

の
支
障
と
混
乱

が
発
生
 

○
避

難
者

多
数

の
た

め
、

全
員

の
避
難
所
収
容

が
困
難
 

○
ト
イ
レ
の
不

足
 

○
食

料
、

飲
料

水
、

毛
布

等
の

不
足
 

○
避

難
所

に
お

け
る

ペ
ッ

ト
の

問
題
 

○
在

宅
要

配
慮

者
の

安
否

確
認

等
の
た
め
の
人

員
が
不
足

 
○

要
配

慮
者

に
対

し
、

避
難

所
内

に
適

切
な

場
所

を
確

保
す

る
こ

と
が
困
難
 

○
交

通
機

関
の

復
旧

の
目

途
が

つ
か

な
い

た
め

、
帰

宅
困

難
者

が
滞
留
 

     

○
沿

岸
地

域
で

は
大

津
波

警
報

・
津

波
警

報
・

注
意
報
が

解
除
さ
れ
る

ま
で
緊
急

避
難
 

●
宮
崎
市

、
日
南
市
を

中
心
に
避

難
者
が
発
生

 
宮

崎
市
：
約

 1
4
0,
0
00

人
 

 
  
 
  
 （

う
ち
避
難
所
約

87
,0
00

人
）

 
日

南
市
：
約

  
2
7,
0
00

人
 

 
  
 
  
 （

う
ち
避
難
所
約

17
,0
00

人
）

 
串

間
市
：
約

  
 
7,
5
00

人
 

 
  
 
  
 （

う
ち
避
難
所
約

 4
,7
00

人
）
 

●
損

傷
し

た
自

宅
や

テ
ン

ト
、

車
、

縁
故

先
へ

の
避
難
な

ど
約

65
,7
00

人
が

避
難
所
外

避
難
者

と
な
る
 

○
透

析
患

者
等

内
部

障
が

い
者

へ
の

医
療

対
応

の
難
航
 

○
要

配
慮

者
の

避
難

所
で

の
生

活
に

お
け

る
負

担
大
 

○
福
祉
避

難
所
の
不
足

 
○

交
通

機
関

の
復

旧
に

と
も

な
い

、
帰

宅
困

難
者
数
が
徐

々
に
減
少
 

    

○
生

活
環
境
の
悪

化
が
深
刻
化

 
○
入

浴
施
設
の
不

足
 

○
一

部
の
避

難
者
に

エ
コ

ノ
ミ

ー
ク

ラ
ス

症
候

群
が
発
症
 

○
ト

イ
レ
や

ゴ
ミ
の

異
臭

な
ど

の
衛

生
問

題
が

発
生
 

●
宮
崎
市

、
日
南
市

を
中
心
に
避

難
者

発
生
 

宮
崎
市

：
約
 1
7
0,
0
00

人
 

 
  
 
 
  
（
う
ち
避

難
所
約
 9
8,

00
0
人
）
 

日
南
市

：
約
  
3
1,
0
00

人
 

 
  
 
 
  
（
う
ち
避

難
所
約
 2
0,

00
0
人
）
 

串
間
市

：
約
  
 
8,
7
00

人
 

 
  
 
 
  
（
う
ち
避

難
所
約
  
5,

10
0
人
）
 

●
避

難
所

で
の

避
難

者
が

約
1
23
,1
00

人
と
ピ
ー
ク
と

な
る
 

○
こ
こ
ろ

の
ケ
ア
を

要
す
る
 

○
避

難
所

生
活

者
の

一
部

に
廃

用
症

候
群
発
症

 
○
女
性
へ

の
D
V
等
が
問
題

と
な
る
 

○
災

害
救

援
ス

タ
ッ

フ
へ

の
メ

ン
タ

ル
ケ
ア
を

要
す
る
 

  

○
ラ

イ
フ

ラ
イ

ン
復

旧
と

と
も

に
避

難
所
避
難

者
が
徐
々

に
減
少
 

●
宮

崎
市

、
日

南
市

を
中

心
に

避
難

者
発
生
 

宮
崎
市
：
約
 1
7
2,
0
00

人
 

 
  
 
  
 
 （

う
ち
避
難

所
約
 5
2
,0
00

人
）
 

日
南
市
；
約
  
3
2,
0
00

人
 

 
  
 
  
 
 （

う
ち
避
難

所
約
  
9
,7
00

人
）
 

串
間
市
：
約
  
 
8,
6
00

人
 

 
  
 
  
 
 （

う
ち
避
難

所
約
  
2
,6
00

人
）
 

●
避
難

所
外
避
難

者
が
約

15
0,
1
00

人
 

○
仮

設
住

宅
や

公
営

住
宅

等
へ

の
移

動
→

仮
設

住
宅

建
設

予
定

地
の

不
足

が
問

題
と
な

る
 

○
自
宅

の
修
理
完

了
に
よ
り
帰

宅
 

○
災
害

関
連
死
の

お
そ
れ
 

○
高

齢
者

等
に

お
け

る
入

院
(
病

院
)
・

入
所

(福
祉

施
設
)の

長
期
化
 

○
生

活
再

建
が

困
難

な
高

齢
者

等
が

避
難
所
に

残
さ
れ
る

 

 
物

資
 

○
住
民

に
よ
る
食
料

や
乾
電
池

、
ロ
ウ
ソ
ク

、
ガ
ソ
リ
ン

等
の
買
い

占
め
が
発
生

 
●
食
料
、

飲
料
水
、
毛

布
等
の
需

要
が
発
生
 

【
食
料
需
要
量

】
 

 
 宮

崎
市
：

約
 3
14
,0
00

食
 

 
 日

南
市
：

約
  
62
,0
00

食
 

 
 串

間
市
：

約
  
17
,0
00

食
 

【
飲
料
水
需

要
量
】
 

 
 宮

崎
市
：

約
 1
,1
42
,
00
0
L 

 
 日

南
市
：

約
  
 1
62
,
00
0
L 

 
 串

間
市
：

約
  
  
55
,
00
0
L 

【
毛
布
需
要

量
】
 

 
 宮

崎
市
：

約
 1
48
,0
00

枚
 

 
 日

南
市
：

約
  
35
,0
00

枚
 

 
 串

間
市
：

約
  
 8
,2
00

枚
 

○
量
販
店

で
の
品
不
足

が
発
生
（

特
に
、
飲
料

水
や
ト
イ

レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
、
オ
ム

ツ
等
）
 

○
宅
配
運

送
業
者
の
一

部
地
域
へ

の
サ
ー
ビ
ス

の
中
止
 

  

●
食
料
、
飲
料
水
、
毛
布
等
の
需

要
が

継
続
 

【
食
料

需
要
量
】
 

 
 宮

崎
市
：
約
 3
53
,0
00

食
 

 
 日

南
市
：
約
  
73
,
00
0
食
 

 
 串

間
市
：
約
  
18
,
00
0
食
 

【
飲
料

水
需
要
量
】
 

 
 宮

崎
市
：
約
 8
89
,0
0
0L
 

 
 日

南
市
：
約
 1
42
,0
0
0L
 

 
 串

間
市
：
約
  
41
,
00
0L
 

【
毛
布

需
要
量
】
 

 
 宮

崎
市
：
約
 1
43
,0
00

枚
 

 
 日

南
市
：
約
  
38
,
00
0
枚
 

 
 串

間
市
：
約
  
 8
,
20
0
枚
 

○
全
国
か

ら
の
救
援

物
資
の
配
給

 
        

●
食

料
、

飲
料

水
、

毛
布

等
の

需
要

が
継
続
 

【
食

料
需
要
量
】
 

 
 宮

崎
市
：
約
 1
8
6
,0
00

食
 

 
 日

南
市
：
約
  
35

,0
00

食
 

 
 串

間
市
：
約
  
 9

,3
00

食
 

【
飲

料
水
需
要
量
】
 

 
 宮

崎
市
：
約
 2
9
0
,0
0
0L
 

 
 日

南
市
：
約
  
67

,0
0
0L
 

 
 串

間
市
：
約
  
13

,0
0
0L
 

【
毛

布
需
要
量
】
 

 
 宮

崎
市
：
約
 7
2
,
00
0
枚
 

 
 日

南
市
：
約
 1
7
,
00
0
枚
 

 
 串

間
市
：
約
  
4,

00
0
枚
 

○
一
部

店
舗
の
再

開
 

 都
城
市
 ：

約
 6
,2
00

人
 

 小
林
市
 ：

約
 1
,2
00

人
 

え
び
の
市
：

約
 1
,5
00

人
 

 三
股
町
 ：

約
 1
,1
00

人
 

 高
原
町
 ：

約
  
 1
60

人
 

 国
富
町
 ：

約
 3
,8
00

人
 

 
 綾

町
  
：

約
  
 8
70

人
 

 都
城
市

 ：
約
 9
,1
00

人
 

 小
林
市

 ：
約
 2
,2
00

人
 

え
び
の

市
：
約
 1
,5
00

人
 

 三
股
町

 ：
約
  
 9
4
0
人
 

 高
原
町

 ：
約
  
 4
7
0
人
 

 国
富
町

 ：
約
 1
,2
00

人
 

 
 綾

町
  
：
約
  
 4
5
0
人

 

 都
城
市

 ：
約
 2
1,

00
0
人
 

 小
林
市

 ：
約
  
4,
2
00

人
 

え
び
の

市
：
約
  
3,
4
00

人
 

 三
股
町

 ：
約
  
3,
7
00

人
 

 高
原
町

 ：
約
  
  
6
10

人
 

 国
富
町

 ：
約
  
6,
6
00

人
 

 
 綾

町
  
：
約
  
1,
8
00

人
 

 都
城
市

 ：
約
 1
4,

00
0
人
 

 小
林
市

 ：
約
  
2,

50
0
人
 

え
び
の

市
：
約
  
2,

60
0
人
 

 三
股
町

 ：
約
  
2,

50
0
人
 

 高
原
町

 ：
約
  
  

32
0
人
 

 国
富
町

 ：
約
  
6,

40
0
人
 

 
 綾

町
  
：
約
  
1,

70
0
人

 

１
M
～

 
  

  
  

  
  
【
食
料
】

 
 都

城
市

 ：
約
 1
5,

00
0
食
 

 小
林
市

 ：
約
  
2,

70
0
食
 

え
び
の

市
：
約
  
2,

80
0
食
 

 三
股
町

 ：
約
  
2,

70
0
食
 

 高
原
町

 ：
約
  
  
3
50

食
 

 国
富
町

 ：
約
  
7,

00
0
食
 

 
 綾

町
  
：
約
  
1,

80
0
食
 

【
飲
料

水
】

 
約
 2
6
,0
00
L 

約
  
4
,2
00
L 

約
  
3
,6
00
L 

約
  
5
,0
00
L 

約
  
 
 5
40
L 

約
 1
1
,0
00
L 

約
  
3
,1
00
L 

【
毛
布
】
 

約
3,
7
00

枚
 

約
74
0
枚
 

約
90
0
枚
 

約
63
0
枚
 

約
90

枚
 

約
2,
3
00

枚
 

約
53
0
枚

 

24
h
～

 
  

  
  

  
  
【
食
料

】
 

 都
城

市
 ：

約
 1
3
,
00
0
食
 

 小
林

市
 ：

約
  
2
,
70
0
食
 

え
び

の
市
：
約
  
3
,
20
0
食
 

 三
股

町
 ：

約
  
2
,
30
0
食
 

 高
原

町
 ：

約
  
 
 
34
0
食
 

 国
富

町
 ：

約
  
8
,
10
0
食
 

 
 綾

町
  
：
約
  
1
,
90
0
食
 

【
飲
料
水
】

 
約
 3
34
,
00
0
L 

約
  
72
,
00
0
L 

約
  
42
,
00
0
L 

約
  
57
,
00
0
L 

約
  
12
,
00
0
L 

約
  
57
,
00
0
L 

約
 
19
,
00
0
L 

【
毛
布
】

約
 7
,4
00

枚
 

約
 1
,5
00

枚
 

約
 1
,8
00

枚
 

約
 1
,3
00

枚
 

約
  
 1
90

枚
 

約
 4
,5
00

枚
 

約
 1
,1
00

枚

１
W
～

 
  

  
  

  
  
【
食
料

】
 

 都
城

市
 ：

約
 3
8
,
00
0
食
 

 小
林

市
 ：

約
  
7
,
50
0
食
 

え
び

の
市
：
約
  
6
,
10
0
食
 

 三
股

町
 ：

約
  
6
,
60
0
食
 

 高
原

町
 ：

約
  
1
,
10
0
食
 

 国
富

町
 ：

約
 1
2
,
00
0
食
 

 
 綾

町
  
：
約
  
3
,
30
0
食
 

【
飲
料
水
】

約
 1
77
,
00
0
L 

約
  
34
,
00
0
L 

約
  
23
,
00
0
L 

約
  
33
,
00
0
L 

約
  
 5
,
40
0
L 

約
  
41
,
00
0
L 

約
 
13
,
00
0
L 

【
毛

布
】

 
約
 6

,2
00

枚
 

約
 1

,2
00

枚
 

約
 1

,5
00

枚
 

約
 1

,1
00

枚
 

約
  

 1
60

枚
 

約
 3

,8
00

枚
 

約
 
 8
80

枚
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■
沿

岸
部

３
市

（
宮

崎
市

・
日

南
市

・
串

間
市

）
の

災
害

・
被

害
シ

ナ
リ
オ

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
【
検

討
シ

ー
ト
１
（4

/
4
）】

 
時 期

 
区

分
１
（

県
被

害
想
定

）
 

被
災
直

後
～
 

被
災
１
日

後
～
 

被
災
４

日
後
～
 

被
災
１

週
間
後
～
 

区
分

２
（

大
分

県
参
照

）
 

0
h
～
 

1
2
h～

 
2
4
h～

 
4
8
h～

 
7
2
h～

 
9
6
h～

 
1
W
～
 

2
W
～
 

1
M
～

 
4
M
～
 

 
 

医
療
機

能
 

○
停

電
、

建
物

損
壊

、
医

療
器

具
の

損
傷

等
に

よ
り
、

機
能
の
低
下

が
発
生
 

○
建

物
の

倒
壊

等
に

よ
り

多
く

の
負

傷
者

が
発

生
し

、
機

能
低

下
と
相
ま
っ
て

対
応
困
難

 

●
宮
崎
市

、
日
南
市
を

中
心
に
医

療
の
需
要
が

発
生
 

宮
崎
市
：
要

入
院
 約

 6
,7
00

人
、
要
外
来

 約
 3
,
80
0
人
、
要
転
院

患
者
数
 約

 1
,8
00

人
 

日
南
市
：
要

入
院
 約

 2
,3
00

人
、
要
外
来

 約
 1
,
40
0
人
、
要
転
院

患
者
数
 約

  
 3
80

人
 

串
間
市
：
要

入
院
 約

  
 6
5
0
人
、
要
外
来

 約
  
 
46
0
人
、
要
転
院

患
者
数
 約

  
  
60

人
 

○
負
傷
者

多
数
か
つ
沿

岸
部
の
病

院
が
津
波
被

害
で
機
能

し
な
い
た
め

対
応
困
難
な

状
況
が
継

続
 

      

○
ラ

イ
フ

ラ
イ

ン
復

旧
と

と
も

に
医

療
機
能
が

徐
々
に
回

復
 

 

 
保

健
衛

生
、
防

疫
、

遺
体
処

理
等
 

○
地

震
や

津
波

に
よ

る
下

水
処

理
施

設
の

損
壊

等
に
よ

り
、
下
水
処

理
機
能
に

支
障
が
発
生

 
○
津
波

に
よ
る
し
尿

の
流
出
、

が
れ
き
の
発

生
 

○
多
数

の
死
者
の
発

生
 

○
多

数
の

避
難

者
が

避
難

場
所

・
避

難
所

に
避

難
す

る
こ

と
に

よ
り

、
避

難
場

所
・

避
難

所
で

の
衛
生
環
境

の
悪
化
 

○
死
者
・
行

方
不
明
者
の

捜
索
の
た

め
、
人
的
・
物
的

資
源
（
消
防
・
警

察
・
自
衛
隊
）
の

多
大
な
投
入

 
○
避
難
場

所
・
避
難
所

で
の
衛
生

環
境
の
悪
化

 
○
が
れ
き

処
理
が
進
ま

ず
、
衛
生

上
の
問
題
が

発
生
 

○
死
者
数

が
膨
大
と
な

り
、
迅
速

な
遺
体
処
理

が
困
難
 

○
遺
体
の

安
置
場
所

、
棺
、
ド
ラ

イ
ア
イ
ス
の

不
足
 

○
検
死
が

可
能
な
人
員

等
が
不
足

し
、
多
数
の

遺
体
の
身

元
確
認
が
困

難
 

○
避
難
所

に
お
け
る

高
齢
者
・
乳

幼
児

の
発
症
 

○
施

設
被

害
や

燃
料

不
足

等
に

よ
り

火
葬
が
困

難
 

○
畜
舎
等

の
衛
生
面

の
悪
化
 

○
行
方

不
明
者
捜

索
の
長
期
化

 

 
災

害
廃
棄

物
 

○
全
壊

し
た
建
物
を

中
心
に
廃

棄
物
が
発
生

 
●
宮
崎
市

、
日
南
市
を

中
心
に
災

害
廃
棄
物
、

津
波
堆
積

物
が
発
生
 

宮
崎
市
：
災

害
廃
棄
物
 約

 2
60

万
t、

津
波
堆
積
物

 約
 1
10
～
約

23
0
万

t 
日

南
市
：
災

害
廃
棄
物
 約

  
90

万
t、

津
波
堆
積
物

 約
  
40
～
約

70
万

t 
串

間
市
：
災

害
廃
棄
物
 約

  
20

万
t、

津
波
堆
積
物

 約
  
50
～
約

10
0
万

t 

○
発
生
し

た
廃
棄
物
を

処
理
す
る

た
め
の
輸
送

力
、
収
容

力
の
確
保
が

必
要
 

  

○
災
害

廃
棄
物
処

理
の
長
期
化

 

 
そ の 他
 

道
路
・

交
通
 

○
沿
道

建
物
の
倒
壊

等
に
よ
り

道
路
閉
塞
が

発
生
 

○
道
路

閉
塞
に
よ
り

消
化
活
動

、
救
命
・
救

急
活
動
へ
の

影
響
が
発

生
 

○
沿
岸

部
の
道
路
・

鉄
道
で
は

、
走
行
中
（

避
難
中
）
に

津
波
に
巻

き
込
ま
れ
る

 
○
信
号

機
等
の
交
通

施
設
が
機

能
停
止
 

○
道
路
啓

開
の
実
施
に

よ
り
、
徐

々
に
緊
急
通

行
車
両
等

の
通
行
が
可

能
 

○
徐
々
に

一
般
車
両

の
通
行
が
可

能
 

 
孤

立
集

落
 

宮
崎
市

、
日
南
市
を

中
心
に
孤

立
集
落
が
発

生
 

宮
崎
市
：
農

業
集
落
 5

箇
所
、
漁
業

集
落
  
5
箇
所

 
日
南
市
：
農

業
集
落
 6

箇
所
、
漁
業

集
落
  
5
箇
所

 
串
間
市
：
農

業
集
落
 5

箇
所
、
漁
業

集
落
 1
7
箇
所

 

   

○
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
、
船

に
よ
る
緊

急
輸
送
の
実

施
 

○
道
路
啓

開
の
実
施
 

○
徐
々
に

一
般
車
両

の
通
行
が
可

能
 

 
庁

舎
・

職
員
 

○
地
震

の
揺
れ
や
津

波
浸
水
に

よ
り
庁
舎
が

被
災
 

○
代
替

施
設
へ
の
移

転
作
業
 

○
電
源

喪
失
に
よ
る

業
務
の
混

乱
 

○
通
信

途
絶
に
よ
る

災
害
応
急

対
策
の
遅
延

 
○
多
く

の
職
員
・
家

族
が
被
災

 
○
人
的

・
物
的
資
源

が
不
足
 

○
職
員

の
被
災
や
道

路
の
途
絶

に
よ
り
、
避

難
所
の
開
設

・
運
営
が

困
難
 

○
庁
舎
の

被
災
に
よ
る

業
務
支
障

が
発
生
 

○
膨
大
な

量
の
応
急
対

策
業
務
が

発
生
 

○
人
的
・

物
的
資
源
不

足
が
継
続

 
○
イ
ン
フ

ラ
や
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
の

応
急
復
旧
が

進
ま
ず
、

被
災
者
支
援

に
支
障
 

○
膨
大
な

量
の
復
旧

・
復
興
業
務

が
発
生
 

○
職
員
の

疲
労
蓄
積

 

 
長

期
湛

水
 

●
沿
岸

部
で

0
.
2～

0.
9m

の
地

殻
変
動
に
よ

る
地
盤
沈
下

の
発
生
 

○
多
く

の
地
域
は
満

潮
時
に
海

水
面
以
下
に

な
る
お
そ
れ

 
○
津
波

に
よ
る
浸
水

発
生
 

○
避
難
場

所
か
ら
避
難

所
へ
の
移

送
に
よ
り
、

避
難
所
不

足
や
広
域
避

難
が
発
生
 

○
物
資
輸

送
が
停
滞
 

○
降
雨
に

よ
る
危
険
性

が
増
大
 

○
災
害
応

急
対
策
の
活

動
拠
点
が

不
足
 

○
湛
水

エ
リ
ア
で

の
復
旧
作
業

の
遅
れ
 

○
基

盤
整

備
に

伴
う

復
旧

作
業

の
長

期
化
 

 
そ

の
他

 
●
宮
崎

県
で
の
建
物

被
害

4
.1
5
兆
円

、
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
・
イ

ン
フ
ラ
施
設

被
害

0
.
5
兆

円
 

●
生
産

・
サ
ー
ビ
ス

低
下
に
よ

る
影
響

9
2.
5
百
億

円
 

○
観

光
や

イ
ベ

ン
ト

等
の

自
粛

が
み

ら
れ
る
 

○
地
元

中
小
企
業

の
廃
業
 

○
風

評
被

害
に

よ
り

旅
行

客
の

減
少

と
経
済
低

迷
 

 

 都
城
市
 
：
要
入
院
 約

 1
,
10
0
人
、
要

外
来
 約

 
50
0
人
、
要
転
院
患
者
数
 約

 4
20

人
 

 小
林
市
 
：
要
入
院
 約

  
 
26
0
人
、
要

外
来
 約

 
10
0
人
、
要
転
院
患
者
数
 約

 1
20

人
 

え
び
の
市
：
要
入
院
 約

  
 
25
0
人
、
要

外
来
 約

 
16
0
人
、
要
転
院
患
者
数
 約

  
40

人
 

 三
股
町
 
：
要
入
院
 約

  
 
12
0
人
、
要

外
来
 約

 
 8
0
人
、
要
転
院
患
者
数
 約

  
20

人
 

 高
原
町
 
：
要
入
院
 約

  
 
 3
0
人
、
要

外
来
 約

 
 2
0
人
、
要
転
院
患
者
数
 約

  
10

人
 

 国
富
町
 
：
要
入
院
 約

  
 
30
0
人
、
要

外
来
 約

 
18
0
人
、
要
転
院
患
者
数
 約

  
50

人
 

 
 綾

町
  
：
要
入
院
 約

  
 
 8
0
人
、
要

外
来
 約

 
 6
0
人
、
要
転
院
患
者
数
 約

  
10

人
 

 都
城
市

 ：
災
害
廃
棄

物
約

10
万

t 
 小

林
市

 ：
－
 

え
び
の
市
：
－
 

 三
股
町

 ：
－
 

 高
原
町

 ：
－
 

 国
富
町

 ：
災
害
廃
棄

物
約

10
万

t 
 
 綾

町
  
：
－

 

 都
城
市
 
：
－
 

 小
林
市
 
：
－
 

え
び
の
市
：
－
 

 三
股
町
 
：
－
 

 高
原
町
 
：
－
 

 国
富
町
 
：
－
 

 
 綾

町
 
 ：

－
 

参
考

資
料

：
①

「
宮

崎
県
地

震
・
津

波
及
び
被

害
の
想

定
に
つ
い

て
」
（

平
成

2
5
年

1
0
月

 
宮

崎
県

）（
協

議
会

構
成

市
町

は
赤

字
）

 

 
 

 
 

 
②

「
大

分
県
地

震
津
波

被
害
調
査

報
告

」（
平
成

2
5
年

3
月

 
大

分
県

）
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■

沿
岸

部
３
市

（
宮

崎
市

・
日

南
市

・
串

間
市

）
の

対
策

活
動

シ
ナ

リ
オ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
【
検

討
シ

ー
ト
２
（1

/
4
）】

 
時 期

 

区
分
１

（
県
被
害

想
定
）
 

被
災
直
後

～
 

被
災

１
日

後
～

 
被

災
４

日
後
～
 

被
災
１
週

間
後
～
 

区
分
２

（
大
分
県

参
照
）
 

0
h
～
 

1
2
h～

 
2
4
h
～
 

4
8
h～

 
7
2
h～

 
9
6
h～

 
1
W
～
 

2
W
～
 

1
M
～
 

4
M
～
 

《 活 動 体 制 ・ 情 報 》 

国
 

【
政

府
】

災
害

緊
急

事
態

の
布
告

 

【
政

府
】

緊
急

災
害

対
策

本
部
の

設
置

 

【
国

交
省

】
T
E
C-

FO
R
CE

出
動

 

【
国

交
省

】
情

報
収

集
（

体
制
・

管
理

施
設

）
 

【
国

交
省

】
防

災
ヘ

リ
コ

プ
タ
ー

の
活

用
 

【
国

交
省

】
情

報
発

信
の

準
備
 

【
国

交
省

】
リ

エ
ゾ

ン
派

遣
（
県

・
自

衛
隊

）
 

【
防

災
関

係
機

関
】

南
海

ト
ラ

フ
地

震
に

お
け

る
具

体

的
な

応
急

対
策

活
動

計
画

に
基

づ
く

災
害

応
急

対
策

活

動
の

開
始

 

 

 
 

 
 

 
 

【
国

交
省

】
リ

エ

ゾ
ン

の
被

災
地

派

遣
を

終
了
 

 

 
県
 

【
県

】
県

災
害

対
策

本
部

、
地

方
支

部
、

現
地

災
害

対

策
本

部
、

東
京

連
絡

部
等

の
設
置

 

【
県

】
県

庁
非

常
体

制
へ

の
移
行

 

【
県

】
県

総
合

情
報

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
一

斉
指

令
に

よ

り
沿

岸
市

町
、

県
関

係
出

先
機
関

等
へ

伝
達

 

【
県

】
職

員
の

動
員

指
示

 

【
県

】
職

員
の

登
庁
 

【
県

】
被

害
状

況
の

把
握

・
集
約

 

【
県

】
国

へ
の

被
害

状
況

報
告
（

速
報

）
 

【
県

】
現

地
調

査
班

の
派

遣
 

【
県

】
参

集
職

員
か

ら
の

被
害
情

報
収

集
 

【
県

】
県

民
へ

の
広

報
 

【
県

】
報

道
機

関
へ

の
対

応
 

【
県

】
専
用

通
信

設
備
（

県
総

合
情
報

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

）

の
運

用
 

【
県

】
代

替
通

信
機

能
の

確
保
 

【
県

】
他

市
町

村
へ

の
応

援
指

示
、

他
都

道
府

県
へ

の

応
援

要
請

 

【
県

】
自

衛
隊

に
対

す
る

災
害
派

遣
要

請
 

【
県

】
海

上
保

安
庁

に
対

す
る
支

援
要

請
 

【
県

】
広

域
緊

急
援

助
隊

の
援
助

要
請

 

【
県

】
緊

急
消

防
援

助
隊

の
派
遣

要
請

 

【
県

】
受

入
れ

体
制

の
確

立
 

 

【
県

】
被
害

状
況
の

把
握

・

集
約

 

【
県

】
国

へ
の
被

害
状

況
報

告
 

【
県

】
県
民

へ
の
広

報
 

【
県

】
報

道
機
関

へ
の

対
応

 

【
県

】
被

害
状

況
の

把
握
・

集
約

 

【
県

】
国

へ
の

被
害

状
況
報

告
 

【
県

】
他

都
道
府

県
か

ら
応

援
人
員

受
入

 

【
県

】
災

害
救

助
法

の
適
用

 

【
県

】
応

急
対
策

方
針

等
の

明
確
化

及
び

対
策

実
施

の
指

示
 

 

【
県

】
被

害
状

況
の

把
握

・
集

約
 

【
県

】
国

へ
の

被
害

状
況

報
告

 

【
県

】
二

次
災

害
対

策
の

実
施

 

【
県

】
被

災
者

に
対

す
る

総
合

窓

口
、

各
種

相
談

窓
口

の
設

置
 

 

【
県

】
復

旧
情

報

の
収

集
・
整

理
 

【
県

】
国

へ
の

復

旧
状

況
報
告

 

 

【
県

】
復

旧
情

報

の
収

集
・

整
理

 

【
県

】
国

へ
の

復

旧
状

況
報

告
 

【
県

】
災

害
復

興

基
金

の
設

立
検

討

 

【
県

】
震

災
復

興

対
策

本
部
の

設
置

【
県

】
被

災
市

町

へ
職

員
派
遣

 

 

【
県

】
震

災
復

興

方
針

・
計

画
の

策

定
 

【
県

】
激

甚
災

害

の
指

定
 

 

 
沿

岸
部

３
市
 

【
市

】
震

度
速

報
、

大
津

波
警
報

等
の

受
信

 

【
市

】
災

害
対

策
本

部
の

設
置
 

【
市

】
職

員
の

動
員
 

【
市

】
避

難
勧

告
、

避
難

指
示
の

発
令

 

【
市

】
防

災
行

政
無

線
、

広
報

車
、

携
帯

電
話

メ
ー

ル

等
に

よ
り

沿
岸

地
域

の
住

民
、

従
業

者
、

利
用

者
等

に

避
難

の
呼

び
か

け
 

【
消

防
本

部
、

消
防

団
】

消
防
機

関
の

出
動

 

【
市

】
職

員
の

安
否

確
認

 

【
市

】
職

員
家

族
の

安
否

確
認
 

【
市

】
登

庁
困

難
の

職
員

、
最

寄
の

市
施

設
に

自
主

参

集
 

【
市

】
被

害
情

報
の

収
集

 

【
市

】
宮

崎
市

B
CP

の
発

動
 

【
市

】
参

集
者

に
よ

る
活

動
体
制

調
整

 

【
市

】
県

に
対

し
て

概
況

速
報
報

告
､救

援
要

請
 

【
市

】
県

に
自

衛
隊

の
派

遣
要
請

 

  

【
市

】
被
害

状
況
の

把
握

・

報
告

 

【
市

】
参

集
人
員

に
よ

る
被

害
対

応
体

制
の

調
整

(
優

先

度
の

確
認
) 

【
市

】
県

を
通
じ

他
自

治
体

に
応

援
派
遣

要
請
 

【
市

】
市
民

へ
の
広

報
 

【
市

】
被

災
者
ニ

ー
ズ

の
把

握
 

【
市

】
相
談

窓
口
の

設
置

 

【
市

、
社
会

福
祉
協

議
会

】

災
害

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

セ
ン

タ
ー

の
設
置

 

【
市

】
被

害
状

況
の

把
握
・

報
告

 

【
市

】
災

害
救
助

法
に

基
づ

く
活
動

展
開

 

【
市

】
県

や
他
自

治
体

か
ら

の
応
援

人
員

受
入

､調
整
 

【
消

防
本

部
、

警
察

、
自
衛

隊
等

】

行
方

不
明

者
捜

索
 

【
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
セ

ン
タ
ー

】
一
般

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

､
専

門
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

受
入

開
始

 

【
市

】
市

民
へ

の
広

報
継
続

 

【
市

】
被

害
状

況
の

把
握

・
報

告
 

【
市

】
二

次
災

害
へ

の
警

戒
 

【
市

】
被

災
者

に
対

す
る

総
合

窓

口
、

各
種

相
談

窓
口

の
設

置
 

【
市

】
義

援
物

資
・
義

援
金

の
受

付
 

【
市

】
市

民
へ

の
広

報
継

続
 

【
市
】
県
､国

へ
の

復
旧
支
援
要
請
 

【
市
】
復
旧
状
況
に

つ
い
て
の
広
報
 

【
市

】
被

災
中

小

企
業

､
被

災
農

林

水
産

業
者

等
に

対

す
る

援
助

､
助

成

措
置

に
つ

い
て

広

報
 

【
市

】
対

策
実

施

状
況

に
応

じ
た

人

員
構

成
の

再
調

整

【
市

】
学

校
等

の

再
開

 

【
市

】
り

災
証

明

書
の

発
行

 

 

【
市

】
災

害
対

策

本
部

廃
止

､
（

仮

称
）

災
害

復
旧

対

策
本

部
設
置

 

【
市

】
震

災
復

興

方
針

・
計

画
の

策

定
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■
沿

岸
部

３
市

（
宮

崎
市

・
日

南
市

・
串

間
市

）
の

対
策

活
動

シ
ナ

リ
オ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
【
検

討
シ

ー
ト
２
（2

/
4
）】

 
時 期

 

区
分
１

（
県
被
害

想
定
）
 

被
災
直
後

～
 

被
災

１
日

後
～

 
被

災
４

日
後
～

被
災
１
週

間
後
～
 

区
分
２

（
大
分
県

参
照
）
 

0
h
～
 

1
2
h～

 
2
4
h
～
 

4
8
h～

 
7
2
h～

 
9
6
h～

 
1
W
～
 

2
W
～
 

1
M
～
 

4
M
～
 

《 緊 急 輸 送 ル ー ト （ 交 通 ・ ラ イ フ ラ イ ン ） 》 

国
 

【
道

路
管

理
者

】
緊

急
点
検

の
実

施
、
道

路
啓

開
（

緊
急

輸
送
ル

ー
ト

：
宮

崎
自

動
車

道
、

東
九

州
自

動
車

道
、

国
道

10
号

、
国

道
2
20

号
、

国
道

22
2
号
他

）
 

【
緊

急
災

害
対

策
本

部
、
国

土
交
通

省
】
緊

急
輸

送
ル
ー

ト
の

通
行

可
否

状
況

の
集
約

、

迂
回

路
設

定
 

【
道

路
管

理
者

】
道

路
管

理
者
に

よ
る

通
行

禁
止
等

 

【
道

路
管

理
者

】
建

設
会

社
と
機

材
の

手
配

 

【
道

路
管

理
者

】
建

設
業

界
に
協

力
要

請
 

【
国

土
交

通
省

・
海

上
保

安
庁
】

航
路

啓
開

に
つ
い

て
共

同
で

調
査
 

【
道

路
管

理
者

】
広

域
移
動

ル
ー
ト

の
お

お
む

ね
の

啓
開

 

【
県

公
安

委
員

会
】
緊

急
交

通
路
指

定
 

【
港

湾
管

理
者

】
航

路
啓
開

作
業
開

始
 

  

【
道

路
管

理

者
】

被
害

が
甚

大
な

被
災

地
内

ル
ー

ト
の

お
お

む
ね

の
啓

開
 

【
港

湾
管

理

者
】

航
路

の
一

部
再

開
 

【
道

路
管

理

者
】

被
災

地
域

全
域

へ
の

ル
ー

ト
を

早
期

に
啓

開
 

 
 

 
 

県
 

【
県

】
緊
急

点
検

の
実

施
、
道

路
啓

開
（

緊
急

輸
送

ル
ー

ト
：
国

道
22

2
号

、
県
道

1
0

号
宮

崎
イ

ン
タ

ー
佐

土
原

線
、
県

道
52

号
宮

崎
空

港
線

、
県

道
35
0
号

内
海
線

、
臨
港

道
路

宮
崎

港
、

緊
急

輸
送

地
域
ル

ー
ト

）
 

【
県

】
緊

急
輸

送
ル

ー
ト

の
通
行

可
否

状
況

の
収
集

 

【
県

】
通

行
不

能
区

間
に
対

す
る

迂
回
ル

ー
ト

等
の

情
報

を
政
府

現
地

対
策

本
部

及
び

関
係

機
関

と
共

有
 

【
県

】
緊

急
輸

送
ル

ー
ト

(県
管

理
ル

ー
ト

)の
情

報
を

政
府
現

地
対

策
本

部
に

報
告

 

【
県

】
道

路
管

理
者

に
よ

る
通
行

禁
止

等
、

必
要
な

交
通

規
制

 

【
県

】
広

域
移
動

ル
ー

ト
の

お
お

む

ね
の

啓
開

 

【
県

公
安

委
員

会
】
緊

急
交

通
路
指

定
 

【
県

】
被

害
が

甚
大

な
被

災
地

内
ル

ー
ト

の
お

お
む

ね
の

啓
開

 

【
県

】
被

災
地

域
全

域
へ

の
ル

ー
ト

を
早

期
に

啓
開
 

 
【

県
】
県

管
理

道
路

に
つ

い
て

､応
急

復
旧

の
継
続

 

沿
岸
部

３
市
 

【
市

】
道

路
管

理
者

に
よ

る
通
行

禁
止

等
 

【
市

】
道

路
管

理
者

に
よ

る
緊

急
輸

送
地

域
ル

ー
ト

の

点
検

・
道

路
啓

開
 

【
事

業
者

】
災

害
用

伝
言

ダ
イ

ヤ
ル

、
災

害
用

伝
言

板

(携
帯

電
話

)等
の

運
用

を
開

始
 

【
市

、
事
業

者
】
被

害
状

況
の

確
認

､行
政

へ
被

害
速

報
 

【
市

、
事

業
者

】
復

旧
作

業
員
の

招
集

 

【
事

業
者

】
市

災
害

対
策

本
部
へ

職
員

派
遣

 

【
市

、
事

業
者

】
応

急
復
旧

体
制

の
立
ち

上
げ
 

【
市

、
事

業
者

】
人

員
､
資

機
材

等

の
確

保
 

【
市

、
事

業
者

】
応

急
復
旧

作
業
開

始
 

【
事

業
者

】
復
旧

の
見

通
し

に
つ
い

て
行

政
に

連
絡

 

【
市

、
事

業
者

】
応

急
復
旧

の
本

格

化
 

【
事

業
者

】
復

旧
状

況
､
復

旧
予

定

時
期

を
行

政
に

連
絡

 

 

【
市

、
事
業

者
】
応

急
復

旧
の

継
続
 

【
市

】
上

水
道

が

お
お

む
ね
復

旧
 

【
市

】
下

水
道

が

お
お

む
ね
復

旧
 

【
事

業
者

】
通

信

回
線

が
お

お
む

ね

復
旧

 

【
事

業
者

】
都

市

ガ
ス

が
お

お
む

ね

復
旧

 

【
事

業
者
】

電
力
の

一
部

復
旧

 
【

事
業

者
】

電
力

が
お

お
む

ね
復

旧
 

《 救 助 ・ 救 急 、 消 火 活 動 》 

国
 

【
県

、
消

防
庁

】
被

災
地

内
部

隊
の

最
大

動
員

、
広

域

応
援

部
隊

の
先

遣
隊

派
遣

 

【
警

察
庁

、
消

防
庁

、
防

衛
省

】
広

域
応

援
部

隊
の

編

成
・

出
動

（
広

域
進

出
拠

点
：
え

び
の

PA
）
 

【
警

察
庁

、
消

防
庁

、
防

衛
省

、
海

上
保

安
庁

】
航

空

機
に

よ
る

救
助

等
活

動
 

【
警

察
庁
、
消

防
庁

、
防
衛

省
】
広

域
応

援
部

隊
の

順
次

到
着

、
活
動

本
格
化

 

【
国

交
省
】
排
水

ポ
ン

プ
車

の
準

備
 

 

【
消

防
庁

、
海

上
保

安
庁

、
防

衛
省

】
船

に
よ

る
救

助
等

活
動

（
津

波
警

戒
解

除
後

）
 

【
警

察
庁

、
消

防
庁

、
防

衛
省

】
被

災
が

軽
微

な
地

域

か
ら

の
追

加
的

な
派

遣
を

含
め

、
最

大
勢

力
の

派
遣

・

活
動

 

【
国

交
省

】
排

水
ポ

ン
プ

車
に

よ
る

広
域

緊
急

排
水

を

開
始

 

 
 

 
 

県
 

【
県

】
被

災
地

内
部

隊
の

最
大
動

員
 

【
県

】
管

内
の

被
害

が
比

較
的

小
さ

い
消

防
機

関
に

対

し
て

管
轄

外
の

救
助

活
動

等
の
支

援
を

要
請

 

【
県

】
広

域
進

出
拠

点
及

び
進

出
拠

点
、

救
助

活
動

拠

点
に

拠
点

対
応

要
員

を
派

遣
 

【
県

】
進

出
拠

点
等

で
の

広
域

応
援

部
隊

の
受

入
、

ル

ー
ト

・
活

動
地

域
を

伝
達

 

【
県

】
広

域
応

援
部

隊
の

派
遣
調

整
 

【
県

】
救

助
活

動
拠

点
の

被
災

状
況

等
の

把
握

及
び

開

設
 

【
県

】
部

隊
活

動
に

必
要

な
情

報
提

供
（

被
害

状
況

、

緊
急

輸
送

ル
ー

ト
の

確
保

状
況
等

）
 

【
県

】
航

空
運

用
調

整
班

の
設
置

 

【
県

】
艦

船
・

船
舶

の
運

用
調
整

 

【
県

】
救

助
活
動

拠
点

の
確

保
（
航

空
機

用
救

助
活

動
拠

点
候

補
地
：
宮

崎
空

港
、
宮

崎
市

生
目
の

杜
運
動

公
園

）

【
県

】
活

動
調
整

会
議

等
の

開
催

 

【
県

】
広

域
応
援

部
隊

と
域

内
部

隊
の

活
動

調
整

に
基

づ
く

救
助
活

動
 

【
県

、
市

】
必
要

に
応

じ
て

救
助

活
動

拠
点

内
に

合
同

調
整

所
を
設

置
 

【
県

】
活

動
調

整
会

議
等
の

開
催

 

【
県

】
国

か
ら

の
追

加
派
遣

も
含

め
最

大
勢

力
で

の
活
動

 

 
 

 
 

沿
岸
部

３
市
 

【
市

】
救

助
活

動
拠

点
が

利
用

困
難

な
場

合
等

、
県

災

害
対

策
本

部
と

協
議

の
上

で
代
替

拠
点

を
確

保
 

【
消

防
本

部
】

被
害

状
況

の
把
握

、
初

動
体

制
の
構

築
 

【
消

防
本

部
、

自
主

防
災

組
織
等

】
救

助
活

動
の
開

始
 

【
市

】
応

急
救

護
所

の
設

置
 

【
消

防
本

部
】

搬
送

体
制

の
確

立
、

負
傷

者
の

搬
送

開

始
 

【
消

防
本

部
、

消
防

団
】

消
火
活

動
の

実
施

 

 

【
消

防
本
部

、
自
主

防
災

組
織

等
】

救
出

､搬
送
活

動
の

実
施

 

【
消

防
本
部

、
消
防

団
】

消
火

活
動

の
継

続
 

【
消

防
本

部
】

救
出

､
搬

送
活

動
の

継
続
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■
沿

岸
部

３
市

（
宮

崎
市

・
日

南
市

・
串

間
市

）
の

対
策

活
動

シ
ナ

リ
オ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
【
検

討
シ

ー
ト
２
（3

/
4
）】

 
時 期

 

区
分
１

（
県
被
害

想
定
）
 

被
災
直
後

～
 

被
災

１
日

後
～

 
被

災
４

日
後
～

被
災
１
週

間
後
～
 

区
分
２

（
大
分
県

参
照
）
 

0
h
～
 

1
2
h～

 
2
4
h
～
 

4
8
h～

 
7
2
h～

 
9
6
h～

 
1
W
～
 

2
W
～
 

1
M
～
 

4
M
～
 

《 医 療 活 動 》 

国
 

【
厚

生
労

働
省

】
DM

AT
出
動

 

【
厚

生
労

働
省

】
遠

方
DM

AT
の

空
路

参
集

拠
点
へ

の
参

集
 

【
厚

生
労

働
省

】
DM

AT
の
被

災
地

参
集

、
派

遣
先

府
県

指
示

 

【
緊

急
災

害
対

策
本

部
、

県
、
厚

生
労
働

省
、
防

衛
省

、

消
防

庁
】
広

域
医

療
搬

送
開

始
 

【
緊

急
災

害
対

策
本

部
、

県
、

厚
生

労
働

省
、

防
衛

省
、

消
防

庁
】

SC
U
(
航

空

搬
送

拠
点

臨
時

医
療

施
設

)
活

動
、

機
内

活
動

 

●
各

活
動

の
継

続
 

●
各

活
動

の
継

続
 

【
厚

生
労

働

省
、

県
】

被
災

地
内

の
医

療
機

能
の

確
保

・
回

復
 

 
 

 
 

県
 

【
県

】
参

集
拠

点
へ

の
ﾛ
ｼﾞ

ｽﾃ
ｨ
ｯｸ
ﾁ
ｰﾑ

の
配
置

 

【
県

】
県

災
害

対
策

本
部

の
指

揮
下
に

県
DM

AT
調

整
本

部
を

設
置

 

【
県

】
災
害

拠
点

病
院

等
か

ら
複

数
箇

所
選

定
し
、
D
MA

T

活
動

拠
点

本
部

を
設

置
 

【
県

】
D
MA

T
の

活
動

場
所
、

業
務

等
の

任
務

付
与

 

【
県

】
病

院
の

被
災

状
況

、
病

院
支

援
の

必
要

性
の

情

報
収

集
（

E
MI

S：
広

域
災

害
救

急
医
療

情
報

シ
ス

テ
ム

） 

【
県

】
患

者
の

避
難

・
搬

送
の
支

援
 

【
県

】
地

域
医

療
搬

送
の

実
施
 

【
県

】
航

空
搬

送
拠

点
の

確
保

と
SC

U
設

置
(
航
空

搬
送

拠
点

候
補

地
：
宮

崎
空

港
、
航

空
自
衛

隊
新

田
原

基
地

) 

【
県

】
災

害
対

策
本

部
内

に
ヘ

リ
コ

プ
タ

ー
運

用
調

整

所
を

設
置

 

【
県

】
ヘ

リ
コ

プ
タ

ー
の

運
航
調

整
 

【
県

】
災

害
拠

点
病

院
、
S
CU

等
で

の
活
動

開
始
 

【
県

】
人
材

、
物

資
・
燃

料

の
供

給
 

【
県

】
DM
AT

の
空

路
移

動

の
支

援
 

【
県

】
広

域
医
療

搬
送

、
地

域
医

療
搬
送

の
開
始

 

 

【
県

】
SC

U
活
動

 
【

県
】

JM
A
T
、

日
本

赤
十

字
社

等
の

医
療

活
動

支
援

 

●
各

活
動

の
継

続
 

【
県

】
検

病
検

査
・

健
康

診
断

等
の

防
疫

措
置

等
の

実
施
 

【
県

】
被

災
地

内
の

医
療

機
能

の
確

保
・

回
復
 

【
県

】
巡

回
健

康

相
談

等
の

健
康

対

策
実

施
 

【
県

】
精

神
医
療

、
メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
ケ

ア
、
カ

ウ
ン

セ
リ
ン

グ
の

実
施

 

沿
岸
部
３

市
 

【
市

】
応

急
救

護
所

の
設

置
 

【
医

療
機

関
】

被
災

状
況

､
入

院
患

者
の

安
否

確
認

､
入

院
患

者
転

院
､
負

傷
者
対

応
の

準
備

を
実

施
 

【
市

、
消

防
本

部
】
医

療
機

関
の

被
害

状
況

把
握
（

EM
IS

等
の

活
用

）
 

【
市

】
医

療
救

護
班

の
編

成
 

【
市

】
県

へ
の

派
遣

要
請

 

【
消

防
本

部
】
搬
送

体
制

の
確

立
,
負
傷

者
の
搬

送
開

始
 

【
医

療
救

護
班

】
ト

リ
ア

ー
ジ
の

実
施

 

【
災

害
拠

点
病

院
】

重
篤

救
急
患

者
の

救
命

医
療

開
始

 

【
医

療
救
護

班
】
医

療
救

護
活

動
の

継
続

 

【
市

】
医
療

救
護
活

動
の

支
援

 

【
市

】
医
薬

品
・
資

機
材

の
確

保
 

 
 

 
 

《 物 資 調 達 》 

国
 

【
緊

急
災

害
対

策
本

部
】

プ
ッ

シ
ュ

型
支

援
の

実
施

決

定
 

【
緊

急
災

害
対

策
本

部
】

数
量

調
整

、
広

域
物

資
拠

点

の
受

入
体

制
確

認
 

【
国

交
省

】
リ

エ
ゾ

ン
に

よ
る
物

資
要

望
の

収
集
 

【
消

防
庁
、

農
林
水

産
省

、

厚
生

労
働

省
、

経
済

産
業

省
】
物

資
関

係
省

庁
に

よ
る

調
達

の
開
始

 

【
消

防
庁
、

農
林
水

産
省

、

厚
生

労
働

省
、

経
済

産
業

省
】
業

界
と

の
調

整
、
必

要

数
量

の
確
保

 

【
緊

急
災

害
対

策
本

部
】

輸
送

調
整

 

【
事

業
者

、
国

土
交

通
省

】
調

達
物

資
の

輸
送

開
始

 

【
事

業
者

、
国

土
交

通
省

】
広

域
物

資
拠

点
ま

で
物

資
を
輸

送
 

 
 

 
 

 
 

県
 

【
県

】
広

域
物

資
輸

送
拠

点
の

開
設

状
況

、
受

入
体

制

の
確

認
（

広
域

物
資

輸
送

拠
点

：
都

城
ト

ラ
ッ

ク
団

地

協
同

組
合

）
 

【
県

】
拠

点
施

設
の

管
理

者
及

び
物

流
関

係
団

体
に

対

し
、

拠
点

業
務

の
支

援
を

要
請
 

【
県

】
広

域
物

資
輸

送
拠

点
を

運
営

す
る

た
め

緊
急

物

資
対

策
チ

ー
ム

を
編

成
 

【
県

】
市

町
村

配
分

計
画

に
基

づ
き

、
被

災
状

況
に

応

じ
た

配
分

量
を

設
定
 

【
県

】
県

内
の

水
道
事

業
者

間
の

調
整
 

【
県

】
各

保
健

所
等
に

よ
り

水
質

検
査
を

実
施
 

【
水

道
事
業

者
】
応
急

給
水

の
開

始
 

【
県

】
県

外
か

ら
の
応

援
が

必
要

と
判
断

さ
れ
る

場
合

、

厚
生

労
働

省
か

ら
の

支
援

に
つ

い
て
要

請
 

【
県

】
広

域
物

資
輸

送
拠

点
開

設
 

【
県

】
追

加
物

資
調

達
要

請
 

 
【

県
】
地

域
内

輸
送
拠

点
、
避

難
所

ま
で

物
資

を
輸

送
（

協
定

に
基

づ

き
、
宮
崎

県
ト

ラ
ッ

ク
協

会
に

輸
送

を
依

頼
）

 

【
県

】
市

か
ら

の
輸

送
手

段
確

保
の

要
請

に
基

づ
き

、
自

衛
隊

等
に

対
し

て
支

援
を

要
請
 

【
県

】
国

等
に

対

す
る

物
資

の
プ

ル

型
支

援
の
要

請
 

【
県

】
被

害
が

比

較
的

小
さ

く
物

資

の
支

援
が

可
能

な

市
町

村
に

対
し

て

支
援

を
要
請

 

 
 

 

 
沿

岸
部
３

市
 

【
市

】
給

水
用

資
機

材
の

確
保
 

【
市

】
食

料
、

生
活

必
需

品
の
調

達
 

【
市

】
応
急

給
水
の

開
始

 

【
市

】
食

料
､
生

活
必

需
品

の
供

給
及

び
避

難
者

へ
提

供
 

【
市

】
食
料

、
生

活
必

需
品

の
供

給

活
動

 

【
市

】
地

域
内

輸
送

拠
点

か
ら

各
避

難
所

ま
で

物
資

を
輸

送
（

輸
送

手
段

が
確

保
で

き
な

い
場
合

は
県

災
害

対
策
本

部
に

対
し

て
手

段
確

保
を
要

請
）
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■
沿

岸
部

３
市

（
宮

崎
市

・
日

南
市

・
串

間
市

）
の

対
策

活
動

シ
ナ

リ
オ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
【
検

討
シ

ー
ト
２
（4

/
4
）】

 
時 期

 

区
分
１
（

県
被
害

想
定

） 
被

災
直

後
～
 

被
災

１
日

後
～
 

被
災
４
日

後
～

 
被

災
１

週
間
後
～
 

区
分
２
（

大
分
県

参
照

） 
0
h
～
 

1
2
h～

 
2
4
h～

 
4
8
h～

 
7
2
h～

 
9
6
h～

 
1
W
～
 

2
W
～
 

1
M
～
 

4
M
～
 

《 燃 料 供 給 》 

国
 

【
経

済
産

業
省
】

災
害

時
石

油
供
給

連
携

計
画

の
発

動
 

【
資

源
エ

ネ
ル
ギ

ー
庁

】
系

列
BC

P
及
び

連
携

計
画

に

よ
る

安
定

供
給
体

制
構

築
 

【
資

源
エ

ネ
ル

ギ
ー

庁
】

製
油

所
・

油
槽

所
、

中
核

給

油
所

の
稼

働
状

況
確

認
（

東
西

オ
イ

ル
タ

ー
ミ

ナ
ル

宮

崎
油

槽
所

、
E
MG

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
宮

崎
油

槽
所
）

 

【
緊

急
災

害
対

策
本

部
、
資

源
エ

ネ
ル

ギ
ー

庁
】
重

点
継

続
供

給
の

施
設

指
定
、
供

給

体
制

の
確

保
 

【
緊

急
災

害
対

策
本

部
、
資

源
エ

ネ
ル

ギ
ー

庁
】
燃

料
輸

送
・

供
給

体
制

の
確

保
 

【
緊

急
災

害
対

策
本

部
】

優
先

供
給

施
設

の
特

定
、

需
要

把
握
 

【
緊

急
災

害
対

策
本

部
】

優
先

供
給

施
設

へ
の

供
給

開
始

 

●
重

点
継

続
供

給
と

優
先

供
給

を

含
む

供
給

対
応

を
継

続
 

 
 

 
 

県
 

【
県

】
道

路
管

理
者

に
よ

る
製

油
所

・
油

槽
所

へ
の

ア

ク
セ

ス
道

路
の
優

先
的

道
路

啓
開
 

【
県

】
必

要
に
応

じ
た

交
通

規
制
の

実
施

 

【
県

】
中

核
給
油

所
等

の
被

災
状
況

の
確

認
 

【
県

】
中

核
給

油
所

等
の

備
蓄

に
よ

る
緊

急
車

両
等

へ

の
対

応
 

 

【
県

】
優

先
供
給

施
設

の
燃

料
需

要
状

況
の

と
り

ま
と

め
 

【
県

】
優

先
供

給
施

設
の

燃
料

確
保
 

【
県

】
優

先
供

給
施

設
へ

の
優

先
供

給
の

要
請
 

【
県

】
臨
時

の
給

油
取

り
扱

い
設

備
の

設
置

（
ド
ラ

ム

缶
等

を
利

用
）

 

【
県

】
港
湾

管
理

者
に

よ
る

製
油

所
・

油
槽

所
に
通

じ

る
航

路
の

優
先

的
航

路
啓

開
 

【
県

】
燃

料
供

給
施

設
へ

の
燃

料
供

給
開

始
 

【
県

】
県
内

に
お

け
る

優
先

供
給

施
設

へ
の

燃
料
供

給

が
逼

迫
し
た

場
合

は
緊

急
災

害
対

策
本

部
に

対
し
て

支

援
を

要
請

 

 
 

 
 

 参
考

資
料

：
①

「
宮

崎
市
地

域
防
災

計
画
」
（

平
成

2
7
年

5
月

 
宮

崎
市

）
、「

日
南

市
地

域
防

災
計

画
」（

平
成

2
6
年

6
月

 
日

南
市

）
、「

串
間

市
地

域
防
災
計

画
」
（
平

成
2
7
年

3
月
 
串
間
市
）
、「

宮
崎

市
業

務
継

続
計

画
（

B
C
P
）」

【
地

震
・

津
波
編

】
（

平
成

2
5
年

3
月

 
宮

崎
市

）
 

 
 

 
 

 
②

「
宮

崎
県
地

域
防
災

計
画
 

津
波
災
害

対
策
編

」（
平

成
2
6
年

3
月

 
宮

崎
県

）
 

③
「「

南
海
ト

ラ
フ

地
震
に
お

け
る
具

体
的
な
応

急
対

策
活

動
に

関
す

る
計

画
」

に
基

づ
く

宮
崎

県
実

施
計

画
」（

平
成

2
8
年

3
月

 
宮

崎
県
）

 

 
 

 
 

 
④

「
南

海
ト
ラ

フ
地
震

に
お
け
る

具
体
的

な
応
急
対

策
活

動
に

関
す

る
計

画
」（

平
成

2
7
年

3
月

 
中

央
防

災
会

議
幹

事
会

）
 

⑤
「

災
害

初
動
期

指
揮
心
得

」（
平

成
2
5
年

3
月

 
国

土
交

通
省

 
東

北
地

方
整

備
局

）
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■
都

城
市

に
よ

る
後

方
支

援
活

動
シ

ナ
リ
オ

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
【
検

討
シ

ー
ト
３
（
1
/
3
）
】
 

時 期
 

区
分
１
（
県
被
害
想
定
）
 

被
災
直
後
～
 

被
災
１
日
後
～
 

被
災
４
日
後
～
 

被
災
１
週
間
後
～
 

被
災
１
ヶ
月

後
～
 

区
分
２
（
大
分
県
参
照
）
 

0
h～

 
1
2
h
～
 

2
4
h
～
 

4
8h
～
 

7
2
h
～
 

9
6
h
～
 

1
W
～
 

2
W
～
 

1
M
～
 

2
M
～
 

3
M
～
 

4
M～

 

災
害
・
被
害
概
況
 

宮
崎

市
：

死
者
数

 3
,1
0
0
人
、

負
傷
者

数
 8
,
28
0
人

、
建
物

倒
壊
に

伴
う
自

力
脱
出

困
難

者
 
5,
4
00

人
、

津
波
に

よ
る

要
救

助
者
 
6,
4
0
0
人
、

建
物

全
壊

・
焼
失

 2
9,
0
00

棟
、
建

物
半
壊

 4
4,
0
00

棟
 

日
南

市
：

死
者
数

 5
,1
0
0
人
、

負
傷
者

数
 2
,
80
0
人

、
建
物

倒
壊
に

伴
う
自

力
脱
出

困
難

者
 
 
1
90

人
、

津
波
に

よ
る

要
救

助
者
 
 
 

0
人
、

建
物

全
壊

・
焼
失

  
4,
6
00

棟
、
建

物
半
壊

  
8,
4
00

棟
 

串
間

市
：

死
者
数

  
82

0
人
、

負
傷
者

数
  

97
0
人

、
建
物

倒
壊
に

伴
う
自

力
脱
出

困
難

者
 
 
 
10

人
、

津
波
に

よ
る

要
救

助
者
 
 
4
40

人
、

建
物

全
壊

・
焼
失

  
 2

70
棟

、
建

物
半
壊

  
1,
5
00

棟
 

沿
岸
部
活
動
概
況
 

●
被

害
状

況
の
情

報
収
集

 
●

避
難
誘

導
 

●
避

難
所

開
設

 

●
県

を
通

じ
他

自
治

体
へ

応
援

派

遣
要

請
 

●
避

難
者

へ
食
料

等
の
配

給
 

●
道

路
啓

開
の

実

施
 

●
行

方
不

明
者

の

捜
索

 
●

廃
棄

物
集

積
場

所
の

検
討

 

●
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア

の
受

入
れ

 
●

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

の

応
急
復

旧
本
格

化
 

●
救

出
救

助
活

動
の

収
束

⇒
遺

体
捜

索
へ

移
行

 

 
●

徐
々

に
一

般
車

両

の
通
行

が
可
能

 
●

県
、

国
へ

復
旧

支

援
要
請

 

 
●

災
害

復
興

本

部
設

置
 

●
ラ

イ
フ

ラ
イ

ン
が

お
お

む
ね

復
旧

 

●
仮

設
住

宅
入

居
開

始
 

 
 

国 ・ 県 ・ 関 係 機 関 

国
 

 
 

 
 

 
 

●
内
閣

府
よ
り

後
方

支
援
基

地
と
し

て
食

料
の
提

供
開
始

 

 
 

 
 

 

県
 

●
県

土
整

備
部

に
対

策
本

部
を

設

置
 

●
沿

岸
部

３
市

の
避

難
者

の
受

入

れ
依

頼
 

 
●

沿
岸

部
３

市
の

避
難

者
の

受
入

れ

要
請

 
●

宮
崎

県
か

ら
沿

岸
部

３
市

の
遺

体

の
安

置
・
受
入

れ
要

請
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

警
察
・
消
防
・
自
衛
隊
 

●
宮

崎
県

警
機

動
隊

が
高

城
運

動

公
園

に
到

着
 

●
陸

上
自

衛
隊

が
高

城
運

動
公

園

に
到

着
 

●
県

外
消

防
救

助

隊
が

高
城

運
動

公

園
へ

到
着

 

 
●

警
察
・
消
防
・
自

衛

隊
の
増

援
部
隊

到
着

 
 

 
 

 
 

 

そ
の
他
 

 
 

 
●

県
建

設
業

協
会

か
ら

通
行

止
看

板

設
置
・
燃

料
供
給

に

つ
い

て
支

援
要
請

 
●

県
外

医
師

会
が

都
城
市

に
到
着

 
●

大
学

の
医

療
チ

ー

ム
は

都
城

市
か

ら
被

災
地
の

拠
点

へ
移

動
  

 
 

 
 

都 城 市 

後 方 支 援 に 関 す る 本 部 機 能 

(
1)

後
方

支
援

活
動

対
策

本
部

の
設
置
・
運
営
と
行

政
支

援
 

 

●
地

震
発

生
と
同

時
に
後

方
支
援

活
動

対
策

本
部
を

災
害
対

策
本
部

内
に

設
置

 
●

参
集
状

況
を
確

認
の
う

え
、

配

備
体

制
を

指
示

 
●

後
方
支

援
活
動

拠
点
の

開
設

を

指
示

 

 
●

連
絡
調

整
員
を

指
名

し
、
沿
岸

部
３

市
の

受
援

本
部

(仮
)

へ
派

遣
 

●
沿

岸
部

３
市
か

ら
派

遣
さ

れ
た
連

絡
調

整
員

を
本
部

に
受

入
れ

 

 
●

行
政

機
能
回

復
に

係
る
人

的
支
援

ニ
ー

ズ
を
踏

ま
え
、
内

陸
部

市
町
か

ら
の
派

遣
可

能
職
員

を
リ
ス

ト
ア

ッ
プ
し

、
沿

岸
部

３
市

に
派
遣

 
 

 
 

 
 

 
●
後

方
支
援

に

関
わ

る
職
員

の

従
事

体
制
の

縮

小
を

指
示

 
●
職

員
に
人

事

異
動

辞
令
を

発

令
 

●
後

方
支

援

本
部

の
廃

止
 

●
後

方
支

援

連
携

調
整

会

議
(仮

)を
新
た

に
発

足
、
継

続

活
動

を
関

係

機
関

で
共

有
 

 
(
2)
情
報
収
集
・
伝
達
と

広
報

活
動
 

●
情

報
通

信
機
能

の
応
急

対
策

・

復
旧

を
指

示
 

●
情

報
通

信
機
能

の
復
旧

ま
で

紙

媒
体

（
情

報
処
理

票
等
）

で
対

応

状
況

を
把

握
 

●
全

職
員

集
会
の

実
施

 
●

沿
岸
部

３
市
か

ら
の
避

難
者
受

入
れ

を
指

示
 

●
物

資
集

積
・
配

送
拠
点

、
被

災

地
ま

で
の

輸
送
ﾙ
ｰﾄ
確

保
を
指

示
 

●
物

資
セ

ン
タ
ー

の
選
定

し
、

設

置
を

指
示

 
●

炊
き
出

し
活
動

の
実
施

を
指

示
 

●
後

方
支

援
活
動

に
つ
い

て
の

広

報
活

動
及

び
情
報

提
供
を

開
始

(広
報

車
、

防
災

行
政
無

線
、

C
A

T
V
、
マ

ス
コ

ミ
等

) 
●

後
方
支

援
に
関

す
る
記

録
活

動

の
開

始
 

●
拠

点
病

院
等
へ

の
患
者

の
輸
送

体
制

確
保

を
指
示

 
●

後
方
支

援
対
応

の
ボ
ラ

ン
テ
ィ

ア
セ

ン
タ

ー
設
置

を
指
示

 
●

広
域
応

援
部
隊

の
割
り

当
て
等

を
計

画
し

、
連
絡

 

●
庁

内
、

支
援
隊

、

内
陸

部
市

町
、
沿
岸

部
３

市
の

応
援
調

整
体

制
を

確
立

 
●

仮
設
住

宅
建
設

に
関

わ
る

調
査
を

指
示

 
●

沿
岸
部

３
市
の

避
難

者
の

収
容
状

況
等

の
情

報
収
集

を
指

示
 

●
沿

岸
部

３
市
に

派
遣

さ
れ

た
連
絡

調
整

員
よ

り
、
後

方

支
援

活
動

の
状
況

を
本

部
に

報
告

 
●

避
難
者

の
入
浴

支
援

を
指

示
 

●
支

援
隊

に
提
供

可
能

な
事

務
所
、
宿

泊
場

所
等

の
調
査

を
指

示
 

 

●
安
否

相
談
窓

口
を

設
置
し

、
問

合
せ

へ
の

対
応
人

員
を
配

備
 

●
沿
岸

部
３
市

の
ニ

ー
ズ
を

踏
ま
え

、
H

P
更

新
代

行
を
実

施
 

●
ボ
ラ

ン
テ
ィ

ア
、
支

援
隊
の

宿
泊
等

に
関

す
る
受

入
窓
口

を
設

置
（
一

本
化
）

 
●

施
設

管
理
者

と
受

入
（

貸
出
）
ル
ー

ル
を

明
確
化

 

●
各
避

難
所
等

よ

り
避
難

者
名
簿

を

収
集

 
●

安
否

相
談
者

へ

の
対
応

、
行
方
不

明

者
の
整

理
 

●
ボ
ラ

ン
テ
ィ

ア

セ
ン
タ

ー
、
支
援

隊

か
ら
の

受
入
要

請

に
基
づ

き
、
受

付
、

案
内
を

実
施

 
 

●
安
否

不
明
者

名
簿

の
閲
覧

環
境
を

整
備

 
●

み
な

し
仮
設

住
宅

の
確
保

を
指
示

 
 

 
 

●
安

否
不
明

者

名
簿

の
閲
覧

を

終
了

、
沿
岸

部

３
市

へ
移
管

 

 
 

 
赤
字

：
シ
ー

ト
１

の
災

害
シ
ナ

リ
オ
か

ら
引
用

 
 

青
字

：
遠
野

市
後

方
支
援

活
動
を

も
と
に

設
定

 
 

緑
字

：
追
加

項
目
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■
都

城
市

に
よ

る
後

方
支

援
活

動
シ

ナ
リ
オ

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
【
検

討
シ

ー
ト
３
（
2
/
3
）
】
 

時 期
 

区
分
１
（
県
被
害
想
定
）
 

被
災
直
後
～
 

被
災
１
日
後
～
 

被
災
４
日
後
～
 

被
災
１
週
間
後
～
 

被
災
１
ヶ
月

後
～
 

区
分
２
（
大
分
県
参
照
）
 

0
h～

 
1
2
h
～
 

2
4
h
～
 

4
8h
～
 

7
2
h
～
 

9
6
h
～
 

1
W
～
 

2
W
～
 

1
M
～
 

2
M
～
 

3
M
～
 

4
M～

 

 
沿 岸 部 ３ 市 か ら の 避 難 者 受 入 ・ 支 援 機 能 

(
1)

避
難

者
の

受
入

・
避

難
所

運
営
 

 

●
沿

岸
部

３
市
の

避
難
者

に
関
す

る
調

査
を

実
施

 
●

安
全
な

施
設
か

ら
開
設

し
、

避

難
所

連
絡

員
を
派

遣
 

●
避

難
者

を
受
入

れ
可
能

な
人
数

を
本

部
へ

連
絡

 
(避

難
所

毎
に
対

応
) 

 
●

沿
岸
部

３
市
か

ら
の

避
難

者
受
入

れ
準

備
開

始
 

 

●
沿
岸
部
３
市
か
ら

の
避
難
者
受
入
れ

 
●

沿
岸
部

３
市
か

ら
の

避
難

者
の
名

簿
を

作
成

 
●

沿
岸
部

３
市
か

ら
の

避
難

者
の
状

況
を

後
方

支
援
活

動
本

部
へ

集
約

 
●

自
主
運

営
組
織

を
設

立
 

●
不
足

す
る
物

資
を

対
策
本

部
に
要

望
 

 
●

沿
岸

部
３
市

か
ら

の
避
難

者
へ
ア

ン
ケ

ー
ト
を

実
施
し

、
個

人
カ
ル

テ
を
作

成
 

●
ア

ン
ケ
ー

ト
後

の

意
向

の
変
化

に
つ

い

て
追

跡
調
査
（

フ
ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ
）

の
開

始

●
全

国
避
難

者
情

報

シ
ス

テ
ム
を

利
用

し
、

避
難

元
市
町

村
へ

安

否
情

報
を
ﾌ
ｨｰ
ﾄ
ﾞﾊ
ﾞ
ｯｸ

 ●
避

難
所

を
統

合
及

び
閉

鎖
 

 
●
避

難
者
の

仮

設
住

宅
入
居

に

伴
い

避
難
所

を

閉
鎖

 

 

 
(
2)
炊
き
出
し
活
動
 

 
 

●
炊

き
出

し
用
の

用
具
と

材
料
の

確
保

 
●

炊
き
出

し
人
員

の
確
保
（
地

元
女

性
団

体
）

 

●
沿

岸
部

３
市
か

ら
の

避
難

者
へ
の

炊
き

出
し

開
始

 
●

沿
岸
部

３
市
へ

お
に

ぎ
り

の
差
し

入
れ

開
始

 

●
救

援
部

隊
等
へ

お
に

ぎ
り

の
差
し

入
れ

開
始

 

 
 

 
●
炊

き
出
し

規
模

の

縮
小

 
 

●
沿

岸
部
３

市

か
ら

の
避
難

者

へ
の

炊
き
出

し

終
了

 
●
救

援
部
隊

等

へ
お

に
ぎ
り

の

差
し

入
れ
終

了

 
 

 
(
3)
入
浴
支
援
 

 
 

 
 

●
市

内
入

浴
施
設

へ
協

力
要

請
 

 
●

避
難

者
を
市

内

入
浴
施

設
へ
輸

送

す
る
バ

ス
の
手

配

（
宮
崎

交
通
㈱

）
 

●
避
難

者
を
市

内
入

浴
施
設

へ
バ
ス

で
輸

送
 

●
ボ
ラ

ン
テ
ィ

ア
、

支
援
隊

の
入
浴

施
設

へ
の
受

入
れ

を
開

始

 
●
ラ

イ
フ

ラ
イ

ン
の

復
旧

に
伴

い
入

浴
支

援
を

終
了

 

 
 

 

 
(
4)
仮
設
住
宅
の
提
供
 

 
 

 
 

 
 

 
●

仮
設

住
宅
へ

の
入

居
希
望

調
査
を

実
施

●
仮
設

住
宅
建

設
候

補
地
の

用
地
確

保
 

●
み
な

し
仮
設

住
宅

の
空
き

部
屋
の

確
保

  

●
県

が
仮
設

住
宅

を

建
設

 
●
仮

設
住
宅

へ
の

入

居
希

望
者
を

募
集

し
、

説
明

会
を
実

施
 

●
み

な
し
仮

設
住

宅

の
修

繕
を
開

始
 

●
災

害
ボ
ラ

ン
テ

ィ

ア
が

み
な
し

仮
設

住

宅
の

清
掃
を

実
施

 

●
選

考
委

員
会

を
設

置
し

、
み

な
し

仮
設

住
宅

の
入

居
者

を
選

定
 

●
み

な
し

仮
設

住
宅

へ
の

入
居

を
開

始
 

 

●
選

考
委
員

会

を
設

置
し
、

仮

設
住

宅
の
入

居

者
を

選
定

 

●
仮

設
住
宅

完

成
、

入
居
開

始
 

●
仮

設
住
宅

入

居
者

へ
支
援

物

資
を

配
布

 
●
仮

設
住
宅

の

周
辺

環
境
整

備
 

●
全

国
避
難

者

情
報

シ
ス
テ

ム

に
仮

設
住
宅

へ

の
入

居
者
の

情

報
を

登
録
し

、

避
難

元
市
町

村

へ
安

否
情
報

を

ﾌｨ
ｰ
ﾄﾞ
ﾊ
ﾞｯ
ｸ
 

●
サ

ポ
ー

ト

セ
ン

タ
ー

を

設
置

し
、
巡

回

相
談

等
を

実

施
 

●
地

域
社

会

づ
く

り
の

た

め
集

会
施

設

を
設

置
 

 

 
救 援 物 資 の 受 入 ・ 仕 分 け ・ 配 送 機 能 

(
1)

物
資

セ
ン

タ
ー

の
設

置
運

営
 

 

●
物

資
セ

ン
タ
ー

の
開
設

 
●

市
内
業

者
か
ら

物
資
購

入
開

始
 

●
市

内
の

住
民
・

団
体
・

企
業

か

ら
の

物
資

受
入
れ

開
始

 
●

物
流
・

交
通
事

業
者
に

輸
送

協

力
を

要
請

 
●

協
定
に

基
づ
き

関
係
業

者
に

物

資
供

給
を

要
請

 

●
物

資
配

送
車
両

の
確
保

 
 

●
沿

岸
部

３
市
に

物
資

の
ニ

ー
ズ
を

確
認

 
●

沿
岸
部

３
市
へ

物
資

輸
送

開
始

 
●

救
援
物

資
の
仕

分
け

及
び

在
庫
管

理
を

実
施

 

●
市

民
ボ

ラ
ン
テ

ィ
ア

の
受

入
れ
開

始
 

 

●
避
難

所
へ
物

資
輸

送
の
開

始
 

 
●

市
内

高
校
生

、
一

般
ボ
ラ

ン
テ
ィ

ア
の

受
入
れ

開
始

 
●

市
外

か
ら
の

物
資

受
入
れ

開
始

 

●
食

料
以
外

の
物

資

品
目

の
受
入

れ
拡
大

 
 

●
物

流
セ
ン

タ

ー
の

廃
止

 
 

 
(
2)
給
水
活
動
 

 
●

浄
水
場

等
の
被

害
状
況

・
水

質

の
調

査
 

●
給

水
支

援
等
に

つ
い
て

日
本
水

道
協

会
県

支
部
若

し
く
は

九
州
地

方
支

部
と

連
絡
・

調
整

 

 
 

●
仮
設

給
水
栓

の
設

置
 

●
支
援

隊
の
給

水
タ

ン
ク
車

へ
の
給

水
場

所
を
指

示
 

●
沿
岸

部
３
市

の
避

難
所
で

給
水
を

開
始

 

 
 

 
 

 
 

 

 
赤
字

：
シ
ー

ト
１

の
災

害
シ
ナ

リ
オ
か

ら
引
用

 
 

青
字

：
遠
野

市
後

方
支
援

活
動
を

も
と
に

設
定

 
 

緑
字

：
追
加

項
目
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■

都
城

市
に

よ
る

後
方

支
援

活
動

シ
ナ

リ
オ

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
【
検

討
シ

ー
ト
３
（
3
/
3
）
】
 

時 期
 

区
分
１
（
県
被
害
想
定
）
 

被
災
直
後
～
 

被
災
１
日
後
～
 

被
災
４
日
後
～
 

被
災
１
週
間
後
～
 

被
災
１
ヶ
月

後
～
 

区
分
２
（
大
分
県
参
照
）
 

0
h～

 
1
2
h
～
 

2
4
h
～
 

4
8h
～
 

7
2
h
～
 

9
6
h
～
 

1
W
～
 

2
W
～
 

1
M
～
 

2
M
～
 

3
M
～
 

4
M～

 

 
 

(
3)

燃
料

の
確

保
及

び
供

給
活

動
 

●
市

内
ガ

ソ
リ
ン

ス
タ
ン

ド
で

燃

料
の

確
保

 
●

燃
料
の

残
量
確

認
、
保

有
車

両
の

使
用

量
確

認
 

●
燃

料
の

使
用
計

画
策
定

 
●

被
災
地

へ
燃
料

運
搬
開

始
 

●
市

内
ス

タ
ン
ド

の
燃

料
在

庫
状
況

調
査

 

●
県

外
の

自
治
体

よ
り

燃
料

の
受
入

れ
開

始
 

●
民

間
企

業
よ
り

燃
料

の
受

入
れ
開

始
 

●
災

害
対

応
協
定

の
企

業
よ

り
燃
料

の
提

供
開

始
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
医 療 活 動 機 能 

(
1)

医
療

・
救

護
支

援
活

動
 

●
都

城
市

医
師
会

、
保
健

師
等

に

よ
る

市
内

避
難
所

の
巡
回

を
開

始
 

●
保

健
師

・
助
産

師
・
看

護
師

等

が
避

難
所

を
巡
回
（

被
災

日
の
夜

） 
 

●
救

護
所

の
開
設

 
●

医
療
関

係
物
資

等
の
供

給
を
要

請
 

●
医

療
活

動
に
必

要
な
資

機
材
の

支
給

 
●

死
亡
診

断
書
の

作
成
開

始
 

 
●

日
本
赤

十
字
社

の
医

療
チ

ー
ム
が

、

都
城

市
を

拠
点
に

被
災

地
支

援
活
動

を
開

始
 

 
 

 
●
避

難
所
に

お
い

て

歯
科

医
療
を

実
施

 
●
沿

岸
部
３

市
に
お

け
る

在
宅
被

災
者

の

健
康

観
察
を

実
施

 

●
保

健
師

・
助

産
師

・
看

護
師

等
に

よ
る

市
内

避
難

所
に

お
け

る
健

康
管

理
活

動
を

終
了

 
 

 
 

 

 
衛 生 活 動 機 能 

(
1)

遺
体

安
置

受
入

れ
・

遺
体

の
火
葬
受
入
れ
 

 

●
市

斎
場

の
施
設

点
検
を

実
施

 
●

市
斎
場

の
稼
動

を
再
開

し
、
火

葬

受
入

れ
を

開
始

 
 

●
遺

体
管

理
に
必

要
な

資
機

材
の
調

達
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
(
2)

防
疫

・
保

健
衛

生
対

策
 

 
 

 
●

保
健
衛

生
対
策

の
実

施
を

行
う

 
 

●
沿
岸

部
３
市

の
避

難
所
で

健
康
相

談
・
栄

養
相
談

を
実
施

 

 
●

感
染

症
予
防

の
た

め
、
臨

時
予
防

接
種

及
び
予

防
教
育

を
実

施
 

 

 
 

 
 

 

 
(
3)

し
尿

・
ゴ

ミ
処

理
対

策
 

 
●

備
蓄
品

、
救

援
物
資

に
つ
い

て
食

品
衛

生
管

理
を
行

う
 

 

●
被

災
地

の
し
尿

汲
み

取
り

の
協
力

 
●

沿
岸
部

３
市
の

被
災

地
に

仮
設
ト

イ
レ

を
設

置
 

 

●
処

分
場

の
残
余

容
量

を
把

握
し
、
沿

岸
部

３
市

の
ゴ
ミ

の
受

入
を

実
施

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
ボ ラ ン テ ィ ア ・ 支 援 隊 ・ 広 域 応 援 部 隊 の 受 入 ・ 活 動 支 援 機 能 

(
1)

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
受

入
・

活
動
支
援
 

●
本

部
の

指
示
を

受
け
、

被
災

地

状
況

や
支

援
ニ
ー

ズ
を
確

認
 

 
●

ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

セ
ン

タ
ー

の
設
置

を
要

請
 

●
災

害
ボ

ラ
ン
テ

ィ
ア

を
送

迎
 

  

●
ボ

ラ
ン

テ
ィ
ア

の
募

集
・
受

付
等

の

運
営

を
支

援
 

●
必
要

な
物
資

等
を

調
達
し

、
提
供

 
●

受
入

施
設
（

入
浴
、

宿
泊
等

）
リ

ス
ト

を
作

成
 

 
●

ボ
ラ

ン
テ
ィ

ア
情

報
セ
ン

タ
ー
（

S
A
）

で
活
動

場
所
・

内
容

等
を
提

供
 

 
 

 
 

 

 
(
2)

支
援

隊
の

受
入

・
活

動
支

援
 

 
 

●
受

入
体

制
等
を

協
議

・
決

定
 

●
受

入
施

設
の
被

災
状

況
を

確
認

 
●

受
入
施

設
リ
ス

ト
を

作
成

 
 

●
支
援

隊
等
の

受
入

窓
口
を

設
置
し

、
広

報
 

●
受
入

施
設
へ

の
案

内
、施

設
利

用
ル

ー
ル

等
を
説

明
 

  

 
●

入
浴

サ
ー
ビ

ス
の

提
供
（

施
設
以

外
）

 ●
自

治
会
等

に
よ

る

支
援

活
動
、
交

流
活
動

を
実

施
 

 
 

 
 

 
(
3)

広
域

応
援

部
隊

（
消

防
）
の
受
入
・
活
動
支
援

 
●

広
域
応

援
部
隊

へ
の
駐

車
場
や

休
憩

場
所

の
割
り

当
て
等

を
計
画

●
県

の
指

示
を
受

け
、
広

域
応

援
部

隊
を

誘
導

 

●
車

両
の

駐
車
及

び
給

油
、
隊
員

の
休

憩
等

の
必

要
な
支

援
を

実
施

 
●

県
の
情

報
収
集

等
を

支
援

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
赤
字

：
シ
ー

ト
１

の
災

害
シ
ナ

リ
オ
か

ら
引
用

 
 

青
字

：
遠
野

市
後

方
支
援

活
動
を

も
と
に

設
定

 
 

緑
字

：
追
加

項
目
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 後方支援活動に必要な機能は、宮崎県市町村防災相互応援協定（平成８年８月）の応援項目をベース

に、東日本大震災における活動事例や国・具体計画及び県・実施計画、地域防災計画に定める災害応

急対策を考慮し、６機能を選定した。 

■後方支援活動機能の体系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 後方支援活動機能及び具体的内容 

４．１ 後方支援活動機能 

1 後方支援に関する本部機能 

(1) 後方支援活動対策本部の設置・運営と行政支援 

(2) 情報収集・伝達と広報活動 

2) 沿岸部３市への人的支援 

1) 後方支援活動対策本部の設置(廃止)・運営

2) 広報活動 

1) 各種後方支援活動との連絡調整 

2 避難者の受入・支援機能 

(1) 避難者の受入・避難所運営 

(2) 炊き出し活動 

(3) 入浴支援 

(4) 仮設住宅の提供 

2) みなし仮設住宅の入居者の募集 

1) 仮設住宅の入居者の募集、管理 

2) 入浴支援の実施 

1) 入浴支援の体制の確保 

2) 炊き出し活動の支援 

1) 炊き出し活動の体制の確保 

2) 避難者の受入れ、避難所の運営 

1) 避難者の受入体制の確保 

3) 個人宅への避難者の状況把握、支援 

3 救援物資の受入・仕分け・配送機能 

(1) 救援物資の受入・仕分け・配送 

2) 給水活動 

1) 物資センター（後方支援対応）の設置・運営 

3) 燃料の確保・供給活動 

2) 救護所の医療活動の支援 

4 救出救助・消火・医療救護活動機能 

(2) 医療救護活動 

1) 医療救護体制の確保 

3) 沿岸部３市における医療活動の支援 

2) 沿岸部３市における救出救助活動 

(1) 救出救助・消火活動 

1) 資機材の調達・運搬 

3) 沿岸部３市における消火活動 

5 保健・衛生活動機能 

(1) 遺体安置受入れ・遺体の火葬受入れ 

(2) 防疫・保健衛生対策 

(3) し尿・ゴミ処理対策 

1) 遺体受入体制の確保 

2) 遺体安置所の運営 

3) 遺体の火葬受入れ 

1) 感染症対策 

2) 保健衛生対策 

1) し尿処理対策 

2) ゴミ処理対策 

3) 防疫対策 

6

3) 災害ボランティアの活動支援 

ボランティア・支援隊・広域応援部隊の受入・活動支援機能 

(1) ボランティアの受入・活動支援 

(2) 支援隊の受入・活動支援 

1) 各種情報の収集・提供 

2) 災害ボランティアセンターの運営支援 

1) 支援隊の受入体制の確保 

2) 支援隊の活動支援 

(3) 広域応援部隊（消防）の受入・活動支援 

1) 広域応援部隊（消防）の受入体制の確保 

2) 広域応援部隊（消防）の活動支援 



 

４ 後方支援活動機能及び具体的内容 
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 後方支援活動の中枢を担う本部機能として、都城市役所本庁に「後方支援活動対策本部（本部班・支

援活動連絡調整班）」を設置するとともに、移転予定の北消防署（以下、新北消防署）に「支援活動

連絡調整所」を設置する。後方支援活動対策本部と支援活動連絡調整所は、互いに連携し、活動する。 

 後方支援活動対策本部（本部班）は、意思決定と支援活動連絡調整班への指示伝達を行い、支援活動

調整班は後方支援活動対策本部の指示のもとで現場における各種調整、具体的な活動の実施及び本部

への報告を行うものとする。 

 なお、この組織体制については、都城市地域防災計画に準拠している。 

■都城市後方支援活動対策本部の組織体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 都城市を４つのエリアに区分し、後方支援活動を想定した場合のエリア特性、都城 IC を起点とした

後方支援活動を想定した場合のアクセス特性を整理すると、次頁に示すとおりである。 

４．２ 後方支援に関する本部機能の前提 

４．３ 後方支援を想定したエリア特性及びアクセス特性 

注）後方支援活動対策本部は、必要に応じて設置するものとし、 
班員は必要な支援内容に応じて関係する課員で構成する。 班長 危機管理課長 

副班長 危機管理課参事 

本部班 

支援活動連絡調整班 

本部長 
市長 

副本部長 
副市長（総括担当） 
副市長（事業担当） 
教育長 

防災監 
総務部長 

班長 危機管理課長 
副班長 危機管理課参事 

総務対策部

総合政策対策部

市民生活対策部

環境森林対策部

福祉対策部

健康対策部

農政対策部

商工観光対策部

土木対策部

議会対策部

水道対策部

文教対策部

消防対策部

消防水利対策部

山之口総合支所対策部

高城総合支所対策部

山田総合支所対策部

高崎総合支所対策部

都城市災害対策本部 

本部長 
市長 

副本部長 
副市長（総括担当） 
副市長（事業担当） 
教育長 

防災監 
総務部長 

本部会議

対策本部幹事会 

総務部長 
総合政策部長 
市民生活部長 
福祉部長 
健康部長 
土木部長 
消防局長 

本部班 

都城市後方支援活動対策本部 
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 ６つの後方支援活動機能別に、宮崎県、沿岸部３市、都城市の各地域防災計画における後方支援活動

機能の位置づけ、事例等にみる後方支援活動の考え方等を整理・参照し、具体的内容の計画条件とし

た（別冊）。 

 これらの計画条件を踏まえ、次の手順により機能別の後方支援活動内容を検討した。 

 

■後方支援活動内容の検討の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．４ 後方支援活動の具体的内容 

■基本的な考え方・活動拠点・活動事務の設定

［活動の基本的な考え方の整理］ 

計画条件等を踏まえ、後方支援活動機能別に

活動に当たっての基本的な考え方を整理した。 

［活動拠点の設定］ 

活動の基本的な考え方を踏まえ、後方支援活

動に当たって拠点となる候補施設（場所）を選定し

た。選定の際は、後方支援活動機能に求められる

要件を整理した上で、要件を満たす候補施設等を

抽出し、その活用ポテンシャルを分析した。 

［基本的な活動事務の設定］ 

活動の基本的な考え方や活動拠点を踏まえ、後

方支援活動における基本的な事務を設定した。 

■活動主体・具体的活動内容の設定 

基本的な活動事務を基本として、活動主体、関係する機関・部署、具体的活動内容、活動場所、各活動

の実施時期を検討、設定した（検討シート４）。 

■実施手順の設定 

具体的活動内容及び各活動の実施時期に基づ

き、活動の実施手順を検討、設定した（検討シート

５・抜粋集約版）。 

※本概要では、活動拠点、人や物資、各種サービ

スの動きを地図上に視覚化した「展開イメージ」

は省略している。 

活動主体、関係する機関・部署、具体的活動内

容等に基づき、後方支援活動に当たって県や市町

等ととるべき手続きを検討、整理した。 

■後方支援活動に必要なリソースの算定 

後方支援活動に必要なリソースを場所・施設、人、物に区分し、それぞれついて沿岸部３市の支援必要

量、本市の支援可能量を算定した。 

■後方支援活動の拠点候補施設及び活動

内容の全体像 

■後方支援活動機能別の拠点候補施設及

び関連計画における位置づけ 

■活動手続きの設定 
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■後方支援活動機能別の基本的な考え方・活動拠点・活動事務 

1 後方支援に関する本部機能 

(1) 後方支援活動対策本部の設置・運営と行政支援 

(2) 情報収集・伝達と広報活動 

□沿岸部３市の行政機能回復支援を目的とした行政支援職員を派遣 

1) 後方支援活動対策本部の設置(廃止)・運営 

2) 広報活動 

1) 各種後方支援活動との連絡調整 

□後方支援活動をとりまとめる拠点（後方支援活動対策本部及び支援活動連絡調整所）を構築
し、人員配備体制を確立 

□沿岸部３市の情報収集及び伝達を円滑に実施するための連絡調整員を派遣 
□連絡調整員を通じて沿岸部３市の被災地の状況やニーズを把握 

2) 沿岸部３市への人的支援 

＜基本的な考え方＞ 
○後方支援活動のための要員等への指示や活動調整、沿岸部３市の行政機能回復のための人的

支援を実施することを基本とする。 
＜活動拠点＞ 

○本庁舎（後方支援活動対策本部）・・・・・・意思決定を行う本部機能 
○新北消防署（支援活動連絡調整所）・・・・関係機関との連絡調整等を行う連絡調整機能 

□各種後方支援活動拠点との連絡体制を確立し、支援活動の実施状況やニーズについて情報
収集・伝達を実施 

□各種後方支援活動拠点のニーズを踏まえ、各部班や民間施設への指示事項を伝達 

□広報活動体制を確立し、後方支援活動に関する情報を住民に周知 
□各種後方支援活動の実施状況の記録体制を確立し、情報収集・記録活動を実施 
□沿岸部３市を対象とした安否相談窓口を設置、安否情報を集約し、閲覧環境を整備 

＜基本的な考え方＞ 
○連絡調整員による情報収集、情報等に基づく指示伝達及び連絡調整を実施するとともに、都城市

で受入れた避難者に沿岸部３市の情報等を広報することを基本とする。 
＜活動拠点＞ 

○本庁舎（後方支援活動対策本部）・・・・・・意思決定や通常の活動 
○新北消防署（支援活動連絡調整所）・・・・関係機関等との被災地情報の収集等 

<

基
本
的
な
事
務>

 
<

基
本
的
な
事
務>
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2 避難者の受入・支援機能 

(1) 避難者の受入・避難所運営 

＜基本的な考え方＞ 
○沿岸部３市の収容力の不足数である24,791人を収容するための避難所を確保することを基本とす

る。 
＜活動拠点＞ 

○アクセス性等を考慮し、都城市の東部エリアまたは南部エリアから選定し、避難者数等の状況に応
じて北部エリアや西部エリアから選定する。 

(2) 炊き出し活動 

2) 炊き出し活動の支援 

1) 炊き出し活動の体制の確保 

2) 避難者の受入れ、避難所の運営 

1) 避難者の受入体制の確保 

<

基
本
的
な
事
務>

 

□受入予定施設の被災状況を確認し、安全性を確認できた施設から開設を指示 
□受入予定施設を避難所として開設し、収容可能な人数を本部へ報告 

□沿岸部３市の避難者を受入れ、避難者名簿を作成し、避難収容班に報告 
□避難所生活に必要な間仕切り用パーティション等を調達し、環境を整備 
□避難所に配送される物資等を受入、保管、配分 

3) 個人宅への避難者の状況把握、支援 

□指定避難所を通じ、個人宅への避難者に関する所在地等の調査を依頼 
□個人宅への避難者に支援物資を配布 
□個人宅への避難者に今後の避難生活に関するアンケート調査を実施 

＜基本的な考え方＞ 
○自治会、ボランティアや赤十字奉仕団による炊き出し活動を支援することを基本とする。 

＜活動拠点＞ 
○避難所に調理施設がある場合は当該避難所や公民館、調理施設がない場合は近隣の学校とす

る。 

<

基
本
的
な
事
務>

 

□あらかじめ定めた施設等の被災状況を確認し、学校教育班及び本部へ報告 
□炊き出し用具を確認し、食材等を調達・配送要請 
□炊き出しに必要な人員の協力を要請し、炊き出しスケジュール等の活動計画を作成 

□活動計画に基づき炊き出し活動の支援（適宜、衛生管理）を実施 
□炊き出し品を配送 

(3) 入浴支援 

＜基本的な考え方＞ 
○輸送支援のためのバスの手配を含めた入浴支援サービスを提供することを基本とする。 

＜活動拠点＞ 
○県の緊急輸送道路や都城市の防災道路からのアクセス性を考慮し、「かかしの里 やまだ温泉」、

「かかしの里 ゆぽっぽ」、「青井岳荘」、「ラスパたかざき」とすることが考えられる。 

2) 入浴支援の実施 

1) 入浴支援の体制の確保 <

基
本
的
な
事
務>

 

□市内入浴施設に受け入れに関しての協力を要請 
□避難者を市内入浴施設に輸送するバスの手配、運転手を確保 

□避難者を市内入浴施設にバスで輸送 
□避難者、ボランティア、支援隊の入浴施設への受入れ 
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(4) 仮設住宅の提供 

2) みなし仮設住宅の入居者の募集 

1) 仮設住宅の入居者の募集、管理 

＜基本的な考え方＞ 
○沿岸部３市において仮設住宅地が不足する場合を念頭に仮設住宅の建設候補地を確保し、入

居、管理に関する支援を行うことを基本とする。 
＜活動拠点＞ 

○都城 IC への近接性から、高崎前田市民広場、高崎東霧島市民広場、高崎示野原市民広場とする
ことが考えられる。 

<

基
本
的
な
事
務>

 

□仮設住宅への入居希望調査を実施し、必要な戸数を本部班に伝達 
□選考委員会を設置し、入居者を募集、選定 
□仮設住宅への入居者の受入れを開始 
□地域社会づくりのための自治組織等の育成を促進 

□みなし仮設住宅として、市営住宅の空き部屋を確保、民間賃貸住宅を借上 
□選考委員会を設置し、入居者を募集、選定 

3 救援物資の受入・仕分け・配送機能 

(1) 救援物資の受入・仕分け・配送 

＜基本的な考え方＞ 
○国からの救援物資が流通するまで、国からの救援物資で不足している物資を沿岸部３市に供給す

るとともに、後方支援活動に関わる支援隊やボランティアに救援物資供給を支援することを基本と
する。 

＜活動拠点＞ 
○物資の運搬や立地特性を考慮し、高城運動公園屋内競技場とすることが考えられる。 

2) 給水活動 

1) 物資センター（後方支援対応）の設置・運営 

3) 燃料の確保・供給活動 

<

基
本
的
な
事
務>

 

□高城運動公園屋内競技場に物資センターを設置し、救援物資の受入・仕分けを実施 
□沿岸部３市の要請や避難者のニーズにあわせ、救援物資の配送を実施 
□国の救援物資が不足しているものについて、物資提供を実施 

□浄水場等の水質調査を実施し、仮設給水栓を設置し、後方支援に関わる支援隊やボランティ
アへ給水ポイントを連絡 

□沿岸部３市と連携し、被災地において給水車両による応急給水活動を実施 

□市内の提携給油所に在庫状況を確認し、後方支援活動に関わる燃料使用計画を作成 
□後方支援活動に関わる支援隊やボランティアへ燃料供給を実施 
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2) 救護所の医療活動の支援 

4 救出救助・消火・医療救護活動機能 

(2) 医療救護活動 

1) 医療救護体制の確保 

3) 沿岸部３市における医療活動の支援 

(1) 救出救助・消火活動 

1) 資機材の調達・運搬 

＜基本的な考え方＞ 
○救出救助活動については、宮崎県緊急消防援助隊応援等実施計画に準じ、消防局職員は宮崎

県隊として活動することとする。また、都城市独自の活動として、沿岸部３市より救出救助に必要な
資機材の提供要請があれば、沿岸部３市の災害対策本部へ資機材の輸送を行うことを基本とす
る。 

○消火活動については、宮崎県消防相互応援協定及び知事の指示があった場合に、消防隊の派遣
を行うことを基本とする。 

○ただし、救出救助・消火活動は都城市の活動を優先事項とし、余力を後方支援活動へ充てるもの
とする。 

＜活動拠点＞ 
○活動拠点は、代表消防機関代行に位置づけられ、かつ消防隊が待機している都城市消防局（本

部）とし、資機材等の提供の調整及び他部隊等との連絡調整は、支援活動連絡調整所として位置
づける新北消防署を活用することが考えられる。 

<

基
本
的
な
事
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□救出救助活動に必要な資機材を防災備蓄庫や協定締結企業から調達 
□都城市が保有する車両を使用し、沿岸部３市へ資機材を運搬 

＜基本的な考え方＞ 
○派遣した医療関係団体との密接な連携体制により、沿岸部３市の避難者の救護を実施することを

基本とする。 
＜活動拠点＞ 

○活動場所は、基本的には避難所や救護所（都城市及び沿岸部３市）となるが、後方医療施設とし
ては医療関係団体との連携や立地特性を考慮し、都城市郡医師会病院とすることが考えられる。 

○医療関係者の宿泊施設として、都城市郡医師会病院の近傍に位置する地場産業振興センター等
の公共的施設の協力を得て宿泊スペースを提供することが考えられる。 

<

基
本
的
な
事
務>

 

□医療関係団体との連携を効果的に実施する連絡調整拠点を構築し、関連企業等から輸送手
段や医薬品等を調達・供給する体制を確立 

□派遣された医療関係団体の受入れ施設（宿泊・滞在拠点）を確保 

□沿岸部３市の避難者を受入れている各避難施設に救護所を設置し、医師会や保健師等の巡
回医療を支援（巡回ルート構築、移動手段の提供、優先訪問箇所の確認・伝達等） 

□沿岸部３市の医療活動ニーズを把握し、医療チームの派遣や医薬品等の供給を実施 

2) 沿岸部３市における救出救助活動 

□宮崎県隊として、国と連携して救出救助活動を実施 
□現場の医療機関、警察、その他関係者と連絡を密に実施し、負傷者を発見・救助した場合は

現地の医療機関へ連絡 

3) 沿岸部３市における消火活動 

□宮崎県消防相互応援協定及び知事の指示により、緊急消防援助隊として消防隊を被災地に
派遣 

□沿岸部３市の消防活動を応援 
□避難誘導を実施するとともに、避難場所や避難道路の確保・支援 
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5 保健・衛生活動機能 

(1) 遺体安置受入れ・遺体の火葬受入れ 

(2) 防疫・保健衛生対策 

＜基本的な考え方＞ 
○沿岸部３市において遺体安置所が不足した場合に遺体の受入れを実施し、火葬受入れは沿岸部

３市の死者数が火葬場の処理能力を上回る場合に市町村防災相互応援協力に基づき実施す
る。 

＜活動拠点＞ 
○遺体を受け入れる安置所は、火葬場との距離や遺体確認のために訪れる親族等の交通の利便性

を考慮し、都城市武道館とすることが考えられる。 
○火葬場については都城市内に 1 箇所しかないため、遺体火葬受入れは都城市斎場とすることが考え

られる。 

＜基本的な考え方＞ 
○沿岸部３市に対して「感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律」に基づき消毒

その他の措置等を支援するとともに、物資センターにおいて食品の衛生管理を実施することを基本
とする。 

＜活動拠点＞ 
○防疫・保健衛生対策の活動場所は、各対策ともに避難所や救護所（都城市及び沿岸部３市）とな

り、食品衛生管理や消毒については物資センターとなる。 
○感染症対策、保健衛生対策及び防疫対策については都城保健所（保健師、栄養士等）とすること

が考えられる。 

1) 遺体受入体制の確保 

<

基
本
的
な
事
務>

 

□県からの要請を受け、受入予定施設の被災状況を確認し、遺体安置所の開設を指示 
□遺体安置所を開設し、受入可能人数を本部へ報告のうえ、運営に必要な人員を派遣 

2) 遺体安置所の運営 

□遺体安置所を開設し、遺体管理に必要な資機材を関係業者の協力を得て手配 
□遺体処置票・遺留品処理票の作成及び遺族等への対応 
□死体検案書の作成を医師に要請し、身元確認が終わった遺体について埋火葬許可証を発行

し本部へ報告 
□身元判明遺体を、遺留品とともに遺族又は親族に引き渡し（警察の指示による） 

3) 遺体の火葬受入れ 

□県からの要請を受け、火葬場の稼動状況を確認し、火葬受入可能人数を本部に報告 
□沿岸部３市の遺体について、火葬受入れを実施 
□身元判明遺体について、遺族又は親族の要請に基づき火葬受入れを実施 

1) 感染症対策 

<

基
本
的
な
事
務>

 

□沿岸部３市の被災地、避難所における感染症の発生状況等の情報を収集し、県や関係機関
に情報提供 

□都城市避難所において、インフルエンザや赤痢等の予防措置のため、健康診断及び臨時予防
接種を医師会に要請 

□感染症患者又は保菌者の診断を医師会に要請し、指定医療機関へ入院をあっせん 

2) 保健衛生対策 

□都城市避難所において、保健師による健康相談、栄養士による栄養相談を保健所に依頼 
□都城市避難所及び物資センターにおいて、食品衛生管理の調査を保健所及び食品衛生協会

に依頼 

3) 防疫対策 

□都城市避難所及び物資センターにおいて、ねずみや害虫の発生状況を保健所に報告し、消
毒方法等を協議 

□対象施設の消毒を協定企業に要請 
□必要に応じて薬剤を保健所、医薬分業支援センター、医薬品メーカー及び卸売業者から調達
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(3) し尿・ゴミ処理対策 

＜基本的な考え方＞ 
○沿岸部３市において下水道管路が被災、停電により浄化槽が停止した場合に、し尿の収集・運搬、

処理活動を支援すること、緊急性の高いごみ処理を支援することを基本とする。 
＜活動拠点＞ 

○立地特性から一般廃棄物（可燃物）の受入れは都城市クリーンセンター、一般廃棄物（最終処分）の
受入れは志和池処分場、し尿処理受入れは都城市清浄館、し尿収集運搬は都城北諸地区清掃公
社とすることが考えられる。 

1) し尿処理対策 

2) ゴミ処理対策 

<

基
本
的
な
事
務>

 

□県の要請を受け、応急汲み取りを応援協定企業に依頼 
□水洗トイレが使用できない避難所に対し、仮設トイレの設置を検討 
□都城市内及び市内近郊のリース会社に仮設トイレの設置を要請 

□県または沿岸部３市の要請を受け、ゴミ処理施設の処理能力の余力を確認し、本部へ報告 
□受入れた廃棄物を仮置き場で分別区分 
□仮置き場で分別したゴミのゴミ処理施設までの運搬作業を市内産業廃棄物収集運搬業者に依

頼 
□ゴミの焼却をゴミ焼却処理施設で、埋め立てを最終処分場で実施 

※上記の「避難所」は、沿岸部３市から避難者を受入れた都城市の避難所のこと。
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6 ボランティア・支援隊・広域応援部隊の受入・活動支援機能 

＜基本的な考え方＞ 
○全国から参集する支援隊に対して、沿岸部３市では不足することが懸念される応援活動施設（事

務、宿泊）や被災地情報等を提供し、その活動を支援することを基本とする。 
＜活動拠点＞ 

○参集や沿岸部３市へのアクセスの容易性、関係機関との連絡調整機能を担う新北消防署との連
携を考慮し、高城健康増進センター観音さくらの里とすることが考えられる。 

<

基
本
的
な
事
務>

 

＜基本的な考え方＞ 
○各社協等のリソースでは不足することも想定される情報、人員、物資、輸送・宿泊サービスの各方

面から災害ボランティアセンターの運営を支援することを基本とする。 
＜活動拠点＞ 

○都城市社会福祉協議会・本所との役割分担や立地特性を考慮し、都城市社会福祉協議会・山之
口支所（山之口ふれあいの館）とすることが考えられる。 

<

基
本
的
な
事
務>

 

(3) 広域応援部隊（消防）の受入・活動支援 

＜基本的な考え方＞ 
○都城市の「進出拠点」を移動目標として派遣される広域応援部隊（消防）に対して、駐車場、給油、

休憩場所等を提供し、その活動を支援することを基本とする。 
＜活動拠点＞ 

○国・具体計画で「進出拠点」として定められている都城市公設地方卸売市場とする。 

<

基
本
的
な
事
務>

 

1) 各種情報の収集・提供 

□沿岸部３市の災害対策本部、災害ボランティアセンター等の被災現場へ出向き情報を収集 
□収集した情報を都城市災害ボランティアセンターへ伝達 
□高速道路 SA 等において受入状況、活動内容等を災害ボランティアに提供 

2) 災害ボランティアセンターの運営支援 

□都城市職員を災害ボランティアセンター（都城市後方支援対応）に派遣し、運営を支援 
□各種備蓄物資、支援物資等を災害ボランティアセンターに提供 

3) 災害ボランティアの活動支援 

□災害ボランティアセンターと被災現場等とを連絡する輸送サービスを実施 
□災害ボランティアに対して宿泊（入浴）サービスを実施 

1) 支援隊の受入体制の確保 

□沿岸部３市の災害対策本部と協議・調整し、支援隊に対する受入（後方支援）内容を広報 
□応援活動施設の被災状況を調査し、施設管理者や自治会に受入協力を要請 

2) 支援隊の活動支援 

□支援隊に対して応援活動施設（事務、宿泊に係るスペース・資機材等）を提供 
□沿岸部３市の被災状況、応援活動内容等に関する情報交換を実施 
□支援隊に対して食事・入浴サービスを実施 

1) 広域応援部隊（消防）の受入体制の確保 

□進出拠点（都城市公設地方卸売市場）の開設を指示し、連絡調整員を派遣 
□県と協議・調整し、駐車場、休憩場所等の割り当てを計画 

2) 広域応援部隊（消防）の活動支援 

□県の指示を受け、広域応援部隊（消防）を施設内へ誘導 
□広域応援部隊（消防）の要請に基づき、駐車、給油、休憩等の必要な支援を実施 
□県が実施する情報収集等を支援 

(1) ボランティアの受入・活動支援 

(2) 支援隊の受入・活動支援 
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M

 

後 方 支 援 に 関 す る 本 部 機 能 

後 方 支 援 活 動 対 策 本 部 の 設 置 ・ 運 営 と 行 政 支 援 

1
)後

方
支

援
活

動
対

策
本

部
の

設
置

(廃
止

)・
運

営
 

本
部

長
 

本
部

班
 

後
方

支
援

活
動

対
策

本
部

を
設

置
 

本
庁

舎
 

●
 

本
部

長
 

本
部

班
、

人
事

班
 

後
方

支
援

活
動

対
策

部
員

を
動

員
し

、
参

集
状

況
を

確
認

の
う

え
、

配
備

体
制

を
指

示
（
沿

岸
部

３
市

・
内

陸
部

市
町

の
情

報

収
集

・
分

析
、

指
示

及
び

伝
達

、
被

害
状

況
・
避

難
者

数
・
需

給
調

整
等

の
記

録
作

成
・
編

集
・
保

存
、

総
合

窓
口

の
設

置
、

市

内
広

報
活

動
等

）
 

本
庁

舎
 

●
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

本
部

長
 

本
部

班
、

情
報

政
策

班
、

管
財

調
達

班
 

庁
内

、
沿

岸
部

３
市

・
内

陸
部

市
町

、
支

援
隊

等
と

の
通

信
・
連

絡
体

制
を

確
認

し
、
情

報
通

信
機

能
の

応
急

復
旧

を
指

示
（
通

信
機

器
類

、
無

線
機

、
衛

星
携

帯
電

話
、

記
録

伝
達

用
の

紙
媒

体
等

）
 

本
庁

舎
 

●
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

本
部

長
 

本
部

班
、

管
財

調
達

班
、

県
、

N
T
T
、
通

信
会

社
 

情
報

通
信

機
器

が
不

足
す

る
場

合
は

通
信

会
社

等
へ

貸
与

を
要

請
 

本
庁

舎
 

●
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

本
部

長
 

本
部

班
、

人
事

班
 

後
方

支
援

活
動

対
策

本
部

か
ら

沿
岸

部
３

市
へ

派
遣

す
る

連
絡

調
整

員
を

指
名

し
、

派
遣

を
指

示
 

本
庁

舎
 

●

本
部

長
 

本
部

班
、

人
事

班
 

沿
岸

部
３
市

か
ら

派
遣

さ
れ

た
連

絡
調

整
員

を
本

部
に

受
入

れ
 

本
庁

舎
 

●

本
部

長
 

本
部

班
 

後
方

支
援

活
動

に
関

わ
る

職
員

の
従

事
体

制
の

縮
小

を
指

示
 

本
庁

舎
 

●
 

本
部

長
 

本
部

班
 

後
方

支
援

活
動

対
策

本
部

を
廃

止
（活

動
事

務
を

縮
小

し
、

(仮
)連

携
調

整
会

議
へ

移
行

）
 

本
庁

舎
 

●
 

本
部

長
 

内
陸

部
市

町
・
沿

岸
部

３

市
、

関
係

機
関

・
団

体
等

 

後
方

支
援

活
動

対
策

本
部

廃
止

後
も

活
動

を
継

続
す

る
た

め
、

本
部

班
を

中
心

と
し

た
連

絡
会

議
を

実
施

 
本

庁
舎

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

●
 

2
)沿

岸
部

３
市

へ
の

人
的

支

援
 

※
沿

岸
部

３
市

の
行

政
機

能
回

復
を

支
援

す
る

た
め

の
職

員
等

派
遣

 

本
部

班
 

支
援

活
動

連
絡

調
整

班
、

沿
岸

部
３

市
 

沿
岸

部
３
市

の
行

政
機

能
を

回
復

す
る

た
め

の
人

的
支

援
ニ

ー
ズ

（
職

務
内

容
、

支
援

期
間

、
人

数
、

実
施

場
所

等
）
を

確
認

 
新

北
消

防
署

 
 

 
 

 
●

 
 

 
 

 
 

 
 

本
部

班
 

支
援

活
動

連
絡

調
整

班
、

沿
岸

部
３

市
、
人

事
班

 

人
的

支
援

ニ
ー

ズ
を

踏
ま

え
、

内
陸

部
市

町
か

ら
派

遣
可

能
な

職
員

を
リ
ス

ト
ア

ッ
プ

 
新

北
消

防
署

 
 

 
 

 
●

 
 

 
 

 
 

 
 

本
部

班
 

支
援

活
動

連
絡

調
整

班
、

沿
岸

部
３

市
 

沿
岸

部
３

市
の

要
請

を
受

け
、

内
陸

部
市

町
か

ら
派

遣
可

能
な

職
員

を
新

北
消

防
署

（
支

援
活

動
連

絡
調

整
所

）
に

招
集

、
支

援
内

容
を

説
明

し
、

沿
岸

部
３

市
へ

派
遣

を
指

示
 

新
北

消
防

署
 

 
 

 
 

●
 

 
 

 
 

 
 

 

情 報 収 集 ・ 伝 達 と 広 報 活 動 

1
)各

種
後

方
支

援
活

動
と

の

連
絡

調
整

 
本

部
班

 
市

職
員

 
情

報
通

信
機

能
の

復
旧

ま
で

紙
媒

体
（
情

報
処

理
票

等
）
で

対
応

状
況

を
把

握
し

、
市

職
員

全
体

で
共

有
す

る
た

め
の

本
部

会

議
を

実
施

 
本

庁
舎

 
●

 
⇒

⇒
⇒

 
 

 
 

 
 

 
 

本
部

班
 

国
、

県
、
内

陸
部

市
町

、
沿

岸
部

３
市

 

後
方

支
援

活
動

対
策

本
部

、
支

援
隊

、
沿

岸
部

３
市

・
内

陸
部

市
町

間
の

連
絡

調
整

体
制

を
確

立
（
連

絡
調

整
員

等
の

人
員

配
備

、
定

例
会

議
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
を

設
定

・
実

施
）
 

本
庁

舎
 

 
 

●
 

 
 

 
 

 
 

 
 

連
絡

調
整

員
 

総
合

政
策

総
括

班
、

総
務

総
括

班
 

沿
岸

部
３
市

に
お

け
る

後
方

支
援

活
動

の
状

況
を

本
部

に
報

告
 

本
庁

舎
 

 
 

 
●

⇒
 

⇒
 

⇒
 

⇒
⇒

⇒
 

⇒
 

■
 

本
部

班
 

総
合

政
策

総
括

班
、

総
務

総
括

班
 

後
方

支
援

活
動

の
状

況
報

告
を

受
け

、
支

援
優

先
順

位
等

を
決

定
の

う
え

、
必

要
な

対
応

を
関

係
班

等
に

伝
達

・指
示

 
本

庁
舎

 
 

 
 

●
⇒

 
⇒

 
⇒

 
⇒

⇒
⇒

 
⇒

 
■

 

2
)広

報
活

動
 

本
部

長
 

内
陸

部
市

町
、

ラ
ジ

オ
・

C
A
T
V

局
等

 

内
陸

部
市

町
内

の
住

民
に

対
し

、
後

方
支

援
活

動
へ

の
協

力
を

要
請

す
る

た
め

広
報

活
動

を
指

示
（
ラ

ジ
オ

、
C
A

T
V
、

防
災

行

政
無

線
、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト
中

継
等

） 
本

庁
舎

 
●

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

秘
書

広
報

班
 

 
後

方
支

援
活

動
実

施
状

況
の

記
録

写
真

撮
影

に
必

要
な

人
員

、
機

材
、

方
法

（
記

録
に

専
従

、
若

し
く
は

本
部

班
や

連
絡

調
整

員
に

よ
る

兼
務

等
）
を

指
示

 

内
陸

部
市

町
・
沿

岸

部
３

市
各

地
 

 
 

 
●

 
 

 
 

 
 

 
 

秘
書

広
報

班
 

沿
岸

部
３

市
、

支
援

活
動

連
絡

調
整

班
 

後
方

支
援

活
動

に
関

す
る

広
報

内
容

・
情

報
を

整
理

し
、

伝
達

（
被

災
状

況
、

避
難

所
や

物
資

等
の

情
報

、
輸

送
ル

ー
ト
・
交

通

網
の

状
況

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
情

報
、

沿
岸

部
３
市

の
避

難
者

の
安

否
情

報
等

）
 

内
陸

部
市

町
・
沿

岸

部
３

市
各

地
 

 
 

 
●

 
 

 
 

 
 

 
 

秘
書

広
報

班
、

マ
ス

メ
デ

ィ
ア

 
 

後
方

支
援

活
動

の
実

施
状

況
や

体
制

に
関

す
る

情
報

を
マ

ス
メ

デ
ィ

ア
に

提
供

し
、

発
信

を
依

頼
 

本
庁

舎
 

●
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

秘
書

広
報

班
 

 
沿

岸
部

３
市

の
ニ

ー
ズ

を
踏

ま
え

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

更
新

代
行

を
実

施
 

総
合

政
策

対
策

部
 

●
 

⇒
 

⇒
 

⇒

秘
書

広
報

班
、

人
事

班
 

 
沿

岸
部

３
市

に
対

応
し

た
安

否
相

談
窓

口
を

後
方

支
援

活
動

対
策

本
部

内
に

設
置

し
、

問
合

せ
へ

の
対

応
人

員
を

配
備

 
本

庁
舎

 
 

 
 

 
●

 
 

 
 

 
 

 
 

本
部

班
 

沿
岸

部
３

市
 

沿
岸

部
３
市

の
避

難
所

に
お

け
る

避
難

者
の

情
報

を
把

握
す

る
た

め
、

避
難

者
名

簿
を

収
集

 
本

庁
舎

 
●

 
⇒

 
⇒

⇒

本
部

班
、

秘
書

広
報

班
 

 

収
集

し
た

避
難

者
名

簿
を

も
と

に
安

否
相

談
者

か
ら

の
問

合
せ

に
対

応
し

、
名

簿
に

な
い

問
合

せ
対

象
者

を
安

否
不

明
者

名
簿

と
し

て
整

理
（
後

日
、

安
否

相
談

者
へ

の
電

話
連

絡
で

そ
の

後
の

状
況

を
確

認
し

た
う

え
、

行
方

不
明

者
の

絞
込

み
を

実
施

） 
安

否
相

談
窓

口
 

 
 

 
 

 
●

 
⇒

 
⇒

⇒
 

 
 

本
部

班
、

秘
書

広
報

班
 

 

安
否

不
明

者
名

簿
の

閲
覧

環
境

を
整

備
（
名

簿
一

覧
を

各
避

難
所

に
掲

示
等

）
 

安
否

相
談

窓
口

 
 

 
 

 
 

 
●

 
⇒

⇒
 

 
 

本
部

班
、

秘
書

広
報

班
 

沿
岸

部
３

市
 

安
否

不
明

者
名

簿
の

閲
覧

及
び

更
新

を
終

了
し

、
安

否
相

談
窓

口
を

廃
止

（
沿

岸
部

３
市

へ
移

管
） 

安
否

相
談

窓
口

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

●
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■
後

方
支

援
活

動
機

能
別

の
活

動
主

体
・
具

体
的

活
動

内
容

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
【
検

討
シ

ー
ト

4
（
2
/
6
）
】
 

項
目

 
活

動
事

務
 

（何
を

）
 

活
動

主
体

 

（
誰

が
）
 

具
体

的
活

動
内

容
 

活
動

時
期

（い
つ

）
 

関
係

す
る

 

機
関

・部
署

 

具
体

的
活

動
内

容
 

（ど
の

よ
う
に

活
動

す
る

）
 

場
所

 

（
ど

こ
で

）
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2
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2
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1
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2
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4
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避 難 者 の 受 入 ・ 支 援 機 能 

避 難 者 の 受 入 ・ 避 難 所 運 営 

1
)避

難
者

の
受

入
体

制
の

確

保
 

本
部

長
 

本
部

班
、

避
難

収
容

班
 

沿
岸

部
３
市

の
状

況
等

を
踏

ま
え

、
沿

岸
部

３
市

か
ら

の
避

難
者

（
市

内
に

と
ど

ま
る

帰
宅

困
難

者
を

含
む

）
の

受
入

、
避

難
所

の
開

設
を

指
示

 
本

庁
舎

 
●

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

避
難

収
容

班
 

避
難

所
要

員
、

施
設

管
理

者
 

避
難

所
の

被
災

状
況

を
確

認
す

る
た

め
、

避
難

所
要

員
の

中
か

ら
連

絡
員

を
派

遣
 

各
避

難
所

 
●

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

避
難

収
容

班
 

避
難

所
要

員
、

施
設

管
理

者
 

安
全

性
を

確
認

で
き

た
施

設
を

沿
岸

部
３
市

か
ら

の
避

難
者

の
た

め
の

避
難

所
と

し
て

開
設

し
、

収
容

可
能

な
人

数
を

本
部

へ

報
告

 
各

避
難

所
 

●
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

2
)避

難
者

の
受

入
れ

、
避

難

所
の

運
営

 

避
難

所
要

員
、

施
設

管
理

者
 

避
難

収
容

班
 

沿
岸

部
３
市

か
ら

の
避

難
者

の
受

入
れ

に
際

し
て

避
難

者
カ

ー
ド
へ

の
記

入
を

依
頼

、
避

難
者

名
簿

を
作

成
し

、
避

難
収

容
班

に
報

告
 

各
避

難
所

 
 

●
 

⇒
⇒

 
⇒

 
⇒

⇒
 

⇒
 

⇒
 

⇒
■

 
 

避
難

収
容

班
 

本
部

班
 

各
避

難
所

か
ら

報
告

さ
れ

た
沿

岸
部

３
市

か
ら

の
避

難
者

数
等

の
情

報
を

集
計

し
て

、
本

部
班

に
伝

達
 

本
庁

舎
 

●
 

⇒
⇒

 
⇒

 
⇒

⇒
 

⇒
 

⇒
 

⇒
■

 

避
難

収
容

班
、

管
財

調
達

班
 

避
難

所
要

員
、

施
設

管
理

者
 

避
難

所
生

活
に

不
足

し
て

い
る

設
備

や
備

品
等

（
間

仕
切

り
用

パ
ー

テ
ィ

シ
ョ
ン

、
仮

設
ト
イ

レ
、
シ

ャ
ワ

ー
、
冷

暖
房

機
器

等
）を

調
達

し
、

避
難

所
生

活
の

長
期

化
に

対
応

し
た

環
境

を
整

備
 

各
避

難
所

 
 

 
●

⇒
 

⇒
 

⇒
⇒

 
⇒

 
⇒

 
⇒

■
 

 

福
祉

・
救

護
班

 

災
害

救
援

ボ
ラ

ン
テ

ィ
セ

ン

タ
ー

（市
社

協
）等

、
避

難

収
容

班
 

避
難

所
の

運
営

に
必

要
な

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

等
の

派
遣

を
要

請
 

各
避

難
所

 
 

 
 

●
 

⇒
 

⇒
⇒

 
⇒

 
⇒

 
⇒

■
 

 

避
難

収
容

班
 

施
設

管
理

者
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ

ア
等

 

施
設

管
理

者
や

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

等
と

連
携

し
、

避
難

者
を

中
心

と
し

た
自

主
運

営
組

織
の

設
立

、
運

営
ル

ー
ル

の
作

成
等

を
支

援
 

各
避

難
所

 
 

 
 

●
 

⇒
 

⇒
⇒

 
⇒

 
⇒

 
⇒

■
 

 

物
資

補
給

班
 

避
難

収
容

班
 

避
難

所
生

活
に

必
要

な
飲

料
、

食
料

等
の

物
資

、
資

機
材

等
を

本
部

に
要

請
 

各
避

難
所

 
●

 
⇒

⇒
 

⇒
 

⇒
⇒

 
⇒

 
⇒

 
⇒

■
 

避
難

所
要

員
、

施
設

管
理

者
 

自
主

運
営

組
織

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
、

福
祉

・救
護

班
、

物
資

補
給

班
 

避
難

所
に

配
送

さ
れ

る
物

資
等

を
受

入
れ

、
保

管
、
配

分
（物

資
等

の
配

布
、
用

法
の

提
供

、
食

事
の

提
供

等
に

際
し

て
は

要

配
慮

者
に

配
慮

）
 

各
避

難
所

 
 

 
●

⇒
 

⇒
 

⇒
⇒

 
⇒

 
⇒

 
⇒

■
 

 

避
難

収
容

班
 

避
難

所
要

員
、

施
設

管
理

者
等

 

避
難

所
を

縮
小

、
統

合
ま

た
は

閉
鎖

 
各

避
難

所
 

 
 

 
 

 
 

 
 

●
 

⇒
■

 
 

3
)個

人
宅

へ
の

避
難

者
の

状

況
把

握
、
支

援
 

本
部

長
 

本
部

班
、

避
難

収
容

班
 

沿
岸

部
３
市

か
ら

の
個

人
宅

へ
の

避
難

者
の

収
容

状
況

等
の

情
報

収
集

を
指

示
 

本
庁

舎
 

 
 

 
 

 
 

●
 

 
 

 
 

 

避
難

収
容

班
 

公
民

館
長

、
民

生
児

童
委

員
 

沿
岸

部
３
市

か
ら

の
個

人
宅

へ
の

避
難

者
に

関
す

る
調

査
に

つ
い

て
、

避
難

所
を

通
じ

、
各

公
民

館
長

や
民

生
児

童
委

員
に

依
頼

 
各

避
難

所
 

 
 

 
 

 
 

●
 

 
 

 
 

 

各
公

民
館

長
、

 

民
生

児
童

委
員

 避
難

収
容

班
 

沿
岸

部
３
市

か
ら

の
個

人
宅

へ
の

避
難

者
に

関
す

る
情

報
を

収
集

・集
約

し
、
避

難
収

容
班

に
報

告
 

各
避

難
所

 
 

 
 

 
 

 
 

●
 

⇒
 

⇒
■

 
 

避
難

収
容

班
 

本
部

班
 

個
人

宅
等

へ
の

避
難

者
の

名
簿

を
作

成
、
状

況
を

と
り
ま

と
め

て
、
本

部
へ

報
告

 
本

庁
舎

 
 

 
 

 
 

 
 

●
 

⇒
 

⇒
■

 
 

本
部

班
 

物
資

補
給

班
 

個
人

宅
等

へ
の

避
難

者
の

状
況

を
踏

ま
え

、
支

援
物

資
の

配
布

を
指

示
 

本
庁

舎
 

 
 

 
 

 
 

 
●

 
 

 
 

 

物
資

補
給

班
 

施
設

管
理

者
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ

ア
等

 

個
人

宅
等

へ
の

避
難

者
に

支
援

物
資

を
配

布
 

沿
岸

部
３
市

か
ら

の
避

難
者

の
避

難
先

 
 

 
 

 
 

 
 

●
 

⇒
 

⇒
⇒

 
⇒

 

物
資

補
給

班
 

施
設

管
理

者
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ

ア
等

 

個
人

宅
等

へ
の

避
難

者
の

現
状

と
今

後
の

意
向

を
把

握
す

る
た

め
に

ア
ン

ケ
ー

ト調
査

を
実

施
 

沿
岸

部
３
市

か
ら

の
避

難
者

の
避

難
先

 
 

 
 

 
 

 
 

●
 

 
 

 
 

避
難

収
容

班
 

施
設

管
理

者
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ

ア
等

 

ア
ン

ケ
ー

ト調
査

の
結

果
を

も
と

に
避

難
者

の
意

向
を

整
理

し
、

追
跡

調
査

（フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
）
を

実
施

 
沿

岸
部

３
市

か
ら

の
避

難
者

の
避

難
先

 
 

 
 

 
 

 
 

●
 

⇒
 

⇒
⇒

 
⇒

 

本
部

班
 

避
難

収
容

班
 

個
人

宅
等

へ
の

避
難

者
の

情
報

を
全

国
避

難
者

情
報

シ
ス

テ
ム

に
登

録
し

、
避

難
元

市
町

村
へ

安
否

情
報

を
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

 
本

庁
舎

 
 

 
 

 
 

 
 

●
 

⇒
 

⇒
⇒

 
⇒

 

炊 き 出 し 活 動 

1
)炊

き
出

し
活

動
の

体
制

の

確
保

 
本

部
長

 
本

部
班

、
学

校
教

育
班

 
避

難
所

等
の

状
況

を
踏

ま
え

、
炊

き
出

し
活

動
の

実
施

を
指

示
 

本
庁

舎
 

●

避
難

収
容

班
 

学
校

教
育

班
 

調
理

施
設

の
あ

る
避

難
所

等
の

被
災

状
況

を
確

認
し

、
学

校
教

育
班

及
び

本
部

へ
報

告
 

学
校

、
保

育
所

、
学

校

給
食

セ
ン

タ
ー

等
 

●
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

学
校

教
育

班
 

物
資

補
給

班
、
食

料
等

に

係
る

協
定

先
等

 

安
全

性
を

確
保

で
き

た
施

設
等

を
対

象
に

炊
き

出
し

用
具

を
確

認
し

、
食

材
等

を
調

達
・配

送
要

請
 

学
校

、
保

育
所

、
学

校

給
食

セ
ン

タ
ー

等
 

 
●

 
 

●
 

 
 

 
 

 
 

 
 

学
校

教
育

班
 

災
害

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

セ
ン

タ
ー

、

自
主

防
災

組
織

等
 

炊
き

出
し

に
必

要
な

人
員

の
派

遣
を

要
請

し
、
炊

き
出

し
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
等

の
活

動
計

画
を

作
成

 
学

校
、
保

育
所

、
学

校

給
食

セ
ン

タ
ー

等
 

 
●

 
 

●
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■
後

方
支

援
活

動
機

能
別

の
活

動
主

体
・
具

体
的

活
動

内
容

 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
【
検

討
シ

ー
ト

4
（3

/
6
）】

 

項
目

 
活

動
事

務
 

（
何

を
） 

活
動

主
体

 

（
誰

が
）
 

具
体

的
活

動
内

容
 

活
動

時
期

（
い

つ
）
 

関
係

す
る

 

機
関

・
部

署
 

具
体

的
活

動
内

容
 

（
ど

の
よ

う
に

活
動

す
る

） 

場
所

 

（
ど

こ
で

） 
0
h 

1
2
h 

2
4
h

4
8
h 

7
2
h

9
6
h 

1
W

 
2
W

1
M

 
2
M

 
3
M

 
4
M

 

避 難 者 の 受 入 ・ 支 援 機 能 

炊 き 出 し 活 動 

2
)炊

き
出

し
活

動
の

支
援

 
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
、

自
主

防
災

組

織
等

 

学
校

教
育

班
、
保

健
・
救

護
班

 

活
動

計
画

に
基

づ
き

炊
き

出
し

活
動

、
適

宜
、

衛
生

管
理

を
実

施
 

学
校

、
保

育
所

、
学

校

給
食

セ
ン

タ
ー

等
 

 
 

●
 

⇒
 

⇒
 

⇒
 

⇒
 

⇒
 

⇒
 

■
 

 
 

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

、

輸
送

業
者

 
学

校
教

育
班

 
炊

き
出

し
品

を
配

送
 

学
校

、
保

育
所

、
学

校

給
食

セ
ン

タ
ー

 
 

 
●

 
⇒

 
⇒

 
⇒

 
⇒

 
⇒

 
⇒

 
■

 
 

 

学
校

教
育

班
 

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

、
自

主
防

災

組
織

等
 

炊
き

出
し

活
動

の
規

模
を

縮
小

、
終

了
 

学
校

、
保

育
所

、
学

校

給
食

セ
ン

タ
ー

 
 

 
 

 
 

 
 

●
 

⇒
 

■
 

 
 

入 浴 支 援 

1
)入

浴
支

援
の

体
制

の
確

保
 

本
部

長
 

本
部

班
、
福

祉
・
救

護
班

 
避

難
所

等
の

状
況

を
踏

ま
え

、
入

浴
支

援
を

指
示

 
本

庁
舎

 
●

 

福
祉

・
救

護
班

 
入

浴
施

設
管

理
者

 
入

浴
施

設
に

対
し

て
受

入
れ

へ
の

協
力

を
要

請
 

入
浴

施
設

 
●

 
⇒

 
⇒

 
⇒

 

管
財

調
達

班
 

入
浴

施
設

管
理

者
等

 
沿

岸
部

３
市

か
ら

の
避

難
者

等
を

入
浴

施
設

に
輸

送
す

る
バ

ス
、

運
転

手
を

手
配

、
確

保
 

入
浴

施
設

 
●

 
⇒

 
⇒

 

2
)入

浴
支

援
の

実
施

 
入

浴
施

設
管

理
者

等
、
管

財

調
達

班
 

 

沿
岸

部
３

市
か

ら
の

避
難

者
等

を
バ

ス
で

入
浴

施
設

に
輸

送
 

入
浴

施
設

 
 

 
 

 
●

 
⇒

 
⇒

 
⇒

 
■

 
 

 
 

入
浴

施
設

管

理
者

 
 

沿
岸

部
３

市
か

ら
の

避
難

者
等

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
、

支
援

隊
の

入
浴

施
設

へ
の

受
入

れ
を

開
始

 
入

浴
施

設
 

 
 

 
 

●
 

⇒
 

⇒
 

⇒
 

■
 

 
 

 

仮 設 住 宅 の 提 供 

1
)仮

設
住

宅
の

入
居

者
の

募

集
、
管

理
 

※
応

急
仮

設
住

宅
の

建
設

は
、
知

事
が

行
う
。
 

応
急

仮
設

住
宅

へ
の

入
居

に
関

す
る

事
務

は
建

築
班

が
行

う
。
 

本
部

長
 

本
部

班
、
建

築
班

 
避

難
所

等
の

状
況

を
踏

ま
え

、
仮

設
住

宅
の

建
設

に
関

わ
る

調
査

を
指

示
 

本
庁

舎
 

●
 

建
築

班
 

本
部

班
 

仮
設

住
宅

へ
の

入
居

希
望

調
査

を
実

施
し

、
必

要
な

戸
数

を
本

部
班

に
報

告
 

本
庁

舎
 

●
 

本
部

班
 

県
 

県
に

応
急

仮
設

住
宅

の
建

設
を

要
請

 
本

庁
舎

 
●

 

建
築

班
 

管
財

調
達

班
 

仮
設

住
宅

建
設

候
補

地
の

状
況

を
確

認
、
安

全
性

を
確

保
し

、
用

地
が

不
足

す
る

場
合

は
、

公
有

地
の

利
用

、
企

業
等

の
所

有
地

の
賃

貸
借

を
実

施
 

仮
設

住
宅

建
設

候
補

地
 

 
 

 
 

 
 

●
 

■
 

 
 

 
 

県
 

仮
設

住
宅

を
建

設
 

仮
設

住
宅

建
設

候
補

地
 

●
 

⇒
 

⇒
 

■
 

建
築

班
 

入
居

申
込

窓
口

を
設

置
し

、
仮

設
住

宅
へ

の
入

居
希

望
者

を
募

集
し

、
入

居
希

望
者

に
対

し
て

説
明

会
を

実
施

 
避

難
所

等
 

●
 

■
 

建
築

班
 

選
考

委
員

会
を

設
置

し
、
入

居
者

を
選

定
 

本
庁

舎
 

●
 

建
築

班
 

仮
設

住
宅

へ
の

入
居

者
の

受
入

れ
を

開
始

 
仮

設
住

宅
 

●
 

⇒
 

避
難

収
容

班
 

仮
設

住
宅

へ
の

入
居

者
の

情
報

を
全

国
避

難
者

情
報

シ
ス

テ
ム

に
登

録
し

、
避

難
元

市
町

村
へ

安
否

情
報

を
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

 
本

庁
舎

 
●

 
⇒

 

建
築

班
 

サ
ポ

ー
ト
セ

ン
タ

ー
を

設
置

し
、
維

持
管

理
体

制
の

構
築

、
巡

回
相

談
・
見

守
り
活

動
等

の
実

施
を

支
援

、
イ

ベ
ン

ト
支

援
 

仮
設

住
宅

 
●

 
⇒

 

建
築

班
 

仮
設

住
宅

の
状

況
を

把
握

し
、

周
辺

環
境

を
整

備
（
駐

車
場

、
防

犯
灯

、
バ

リ
ア

フ
リ
ー

化
等

）
 

仮
設

住
宅

 
●

 
⇒

 

建
築

班
 

地
域

社
会

づ
く
り
の

た
め

の
集

会
施

設
を

設
置

し
、
自

治
組

織
等

の
育

成
を

促
進

（
交

流
会

の
開

催
等

） 
仮

設
住

宅
 

●
 

⇒
 

建
築

班
 

応
急

仮
設

住
宅

の
早

期
解

消
の

た
め

、
恒

久
住

宅
需

要
を

把
握

し
、

住
宅

再
建

の
融

資
等

支
援

策
を

周
知

 
仮

設
住

宅
 

●
 

⇒
 

2
)み

な
し

仮
設

住
宅

の
入

居

者
の

募
集

 

※
み

な
し

仮
設

住
宅

：
民

間
事

業

者
の

賃
貸

住
宅

を
仮

の
住

ま
い

の

こ
と

。
国

や
自

治
体

が
提

供
す

る

「
仮

設
住

宅
」
（応

急
仮

設
住

宅
）

に
準

じ
る

も
の

と
見

な
す

。
 

本
部

長
 

本
部

班
、
建

築
班

 
避

難
所

等
の

状
況

を
踏

ま
え

、
み

な
し

仮
設

住
宅

の
確

保
を

指
示

 
本

庁
舎

 
●

 

建
築

班
 

み
な

し
仮

設
住

宅
と

し
て

、
市

営
住

宅
の

空
き

部
屋

を
確

保
、
民

間
賃

貸
住

宅
を

借
上

 
み

な
し

仮
設

住
宅

 
●

 

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

 
建

築
班

 
み

な
し

仮
設

住
宅

の
清

掃
を

実
施

 
み

な
し

仮
設

住
宅

 
●

 

建
築

班
 

入
居

申
込

窓
口

を
設

置
し

、
み

な
し

仮
設

住
宅

へ
の

入
居

希
望

者
を

募
集

し
、
入

居
希

望
者

に
対

し
て

説
明

会
を

実
施

 
み

な
し

仮
設

住
宅

 
●

 

建
築

班
 

選
考

委
員

会
を

設
置

し
、
入

居
者

を
選

定
 

本
庁

舎
 

●
 

建
築

班
 

み
な

し
仮

設
住

宅
へ

の
入

居
者

の
受

入
を

開
始

 
み

な
し

仮
設

住
宅

 
●

 
⇒

 
⇒

 
⇒

 

救 援 物 資 の 受 入 ・ 仕 分 け ・ 配 送 機

能 

救 援 物 資 の 受 入 ・ 仕 分 け ・ 配 送 

1
)物

資
セ

ン
タ

ー
（
後

方
支

援

対
応

）
の

設
置

・
運

営
 

本
部

長
 

本
部

班
、
土

木
班

 
緊

急
輸

送
道

路
か

ら
物

資
セ

ン
タ

ー
（
高

城
運

動
公

園
屋

内
競

技
場

）
ま

で
の

ル
ー

ト
及

び
被

災
地

ま
で

の
ル

ー
ト
確

保
を

指

示
 

本
庁

舎
 

●
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

本
部

長
 

本
部

班
、
物

資
補

給
班

 
広

域
輸

送
拠

点
や

被
災

地
ま

で
の

ル
ー

ト
の

状
況

を
踏

ま
え

、
物

資
セ

ン
タ

ー
を

設
置

す
る

こ
と

を
指

示
 

本
庁

舎
 

●
 

本
部

長
 

本
部

班
、

管
財

調
達

班
、

物
資

補
給

班
、
関

係
業

者
 

物
流

事
業

者
、
交

通
事

業
者

に
物

資
輸

送
の

協
力

及
び

協
定

に
基

づ
く
物

資
の

供
給

を
要

請
 

本
庁

舎
 

 
●

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

管
財

調
達

班
 

施
設

管
理

者
、

物
資

補
給

班
 

物
資

セ
ン

タ
ー

（
後

方
支

援
対

応
）
の

開
設

に
必

要
な

人
材

、
資

機
材

及
び

配
送

車
両

を
調

達
 

本
庁

舎
、

物
資

セ
ン

タ

ー
 

●
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

物
資

補
給

班
 

施
設

管
理

者
 

物
資

の
仕

分
け

や
配

送
効

率
を

考
慮

し
、
救

援
物

資
の

一
元

管
理

体
制

を
確

立
 

物
資

セ
ン

タ
ー

 
●

 

物
資

補
給

班
 

施
設

管
理

者
 

物
資

セ
ン

タ
ー

（
後

方
支

援
対

応
）
の

場
所

を
選

定
し

、
開

設
 

物
資

セ
ン

タ
ー

 
●

 
⇒

⇒
 

⇒
 

⇒
 

⇒
 

⇒
 

⇒
 

⇒
 

⇒
 

■
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■
後

方
支

援
活

動
機

能
別

の
活

動
主

体
・
具

体
的

活
動

内
容

 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
【
検

討
シ

ー
ト

4
（4

/
6
）】

 

項
目

 
活

動
事

務
 

（何
を

）
 

活
動

主
体

 

（
誰

が
）
 

具
体

的
活

動
内

容
 

活
動

時
期

（い
つ

）
 

関
係

す
る

 

機
関

・部
署

 

具
体

的
活

動
内

容
 

（ど
の

よ
う
に

活
動

す
る

）
 

場
所

 

（
ど

こ
で

）
 

0
h 

1
2
h

2
4
h 

4
8
h

7
2
h 

9
6
h 

1
W

2
W

 
1
M

 
2
M

 
3
M

4
M

 

救 援 物 資 の 受 入 ・ 仕 分 け ・ 配 送 機 能 

救 援 物 資 の 受 入 ・ 仕 分 け ・ 配 送 

1
)物

資
セ

ン
タ

ー
（
後

方
支

援

対
応

）
の

設
置

・運
営

 

本
部

班
、

 

福
祉

・
救

護
班

 
物

資
補

給
班

 
避

難
所

等
の

状
況

を
踏

ま
え

、
支

援
物

資
の

分
配

計
画

を
立

案
し

、
配

布
を

指
示

 
本

庁
舎

 
 

●
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

管
財

調
達

班
 

物
資

補
給

班
、

出
納

班
、

企
業

等
 

市
内

の
小

売
店

、
卸

売
業

者
、

メ
ー

カ
ー

等
か

ら
必

要
な

食
料

及
び

資
機

材
を

購
入

 
 

物
資

セ
ン

タ
ー

 
●

⇒
 

⇒
⇒

 
⇒

 
■

 
 

 
 

 
 

管
財

調
達

班
 

施
設

管
理

者
、
物

資
補

給
班

 
義

援
物

資
の

受
付

窓
口

を
設

置
し

、
住

民
・団

体
・
企

業
か

ら
物

資
の

受
入

れ
を

開
始

 
物

資
セ

ン
タ

ー
 

●
⇒

 
⇒

⇒
 

⇒
 

⇒
⇒

 
⇒

 
⇒

 
⇒

■
 

 

本
部

班
 

物
流

事
業

者
、

交
通

事
業

者
、
物

資
補

給
班

 

沿
岸

部
３
市

に
供

給
物

資
の

ニ
ー

ズ
を

確
認

 
物

資
セ

ン
タ

ー
 

 
 

●
⇒

 
⇒

 
⇒

⇒
 

⇒
 

⇒
 

⇒
■

 
 

物
資

補
給

班
 

施
設

管
理

者
、

ﾎ
ﾞﾗ

ﾝ
ﾃ

ｨｱ
 受

入
れ

た
物

資
の

仕
分

け
及

び
在

庫
管

理
を

実
施

 
物

資
セ

ン
タ

ー
 

●
⇒

 
⇒

 
⇒

⇒
 

⇒
 

⇒
 

⇒
■

 

物
資

補
給

班
 

避
難

収
容

班
、

物
流

事
業

者
、
交

通
事

業
者

 

物
資

の
ニ

ー
ズ

を
踏

ま
え

、
物

資
の

配
送

を
開

始
（
沿

岸
部

３
市

の
避

難
所

、
沿

岸
部

３
市

か
ら

の
避

難
者

を
受

入
れ

て
い

る
避

難
所

） 
物

資
セ

ン
タ

ー
 

 
 

●
⇒

 
⇒

 
⇒

⇒
 

⇒
 

⇒
 

⇒
■

 
 

物
資

補
給

班
 

本
部

班
 

救
援

物
資

の
受

入
れ

及
び

仕
分

け
量

の
増

加
を

踏
ま

え
、

本
部

班
へ

応
援

を
要

請
（
職

員
・
市

内
高

校
生

・
一

般
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
等

の
受

入
等

）
 

物
資

セ
ン

タ
ー

 
 

 
 

 
 

 
●

 
⇒

 
⇒

 
⇒

■
 

 

物
資

補
給

班
 

本
部

班
、

施
設

管
理

者
 

避
難

者
の

仮
設

住
宅

へ
の

移
動

に
伴

い
、

食
料

品
以

外
の

ニ
ー

ズ
を

把
握

し
、
受

入
品

目
の

拡
大

を
本

部
班

に
要

請
 

物
資

セ
ン

タ
ー

 
●

 
⇒

 
⇒

■
 

2
)給

水
活

動
 

給
水

班
 

施
設

管
理

者
 

浄
水

場
、

配
水

施
設

、
給

水
管

等
の

被
害

状
況

調
査

及
び

水
質

検
査

を
実

施
 

各
施

設
 

●
■

 

本
部

班
 

給
水

班
 

日
本

水
道

協
会

県
支

部
若

し
く
は

九
州

地
方

支
部

と
給

水
支

援
等

に
関

す
る

連
絡

・
調

整
を

実
施

 
本

庁
舎

 
●

 

給
水

班
 

施
設

管
理

者
 

水
道

管
に

仮
設

給
水

栓
を

設
置

し
、
支

援
隊

の
給

水
タ

ン
ク

車
へ

の
給

水
場

所
を

指
示

 
各

給
水

地
点

 
●

 
⇒

⇒
 

⇒
 

⇒
 

⇒
■

 

給
水

班
 

沿
岸

部
３
市

 
沿

岸
部

３
市

の
避

難
所

で
給

水
を

開
始

 
被

災
地

避
難

所
 

●
 

⇒
⇒

 
⇒

 
⇒

 
⇒

■
 

3
)燃

料
の

確
保

・供
給

活
動

 
管

財
調

達
班

 
市

内
ガ

ソ
リ
ン

ス
タ

ン
ド
 

市
内

ガ
ソ

リ
ン

ス
タ

ン
ド
の

在
庫

状
況

を
調

査
し

、
燃

料
を

確
保

し
、
支

援
隊

に
連

絡
 

本
庁

舎
 

●

管
財

調
達

班
 

関
係

各
部

署
 

備
蓄

さ
れ

て
い

る
燃

料
の

在
庫

を
確

認
し

、
保

有
車

両
の

燃
料

使
用

計
画

を
作

成
 

本
庁

舎
 

●
 

管
財

調
達

班
 

沿
岸

部
３

市
、

配
送

業
者

 
燃

料
使

用
計

画
に

基
づ

き
、
被

災
地

等
に

燃
料

の
運

搬
を

開
始

 
被

災
地

等
 

●
 

⇒
⇒

 
⇒

 
⇒

⇒
 

⇒
 

■
 

管
財

調
達

班
 

出
納

班
 

災
害

対
応

協
力

企
業

か
ら

燃
料

の
受

入
れ

を
実

施
 

物
資

セ
ン

タ
ー

 
●

 
⇒

 
⇒

⇒
 

⇒
 

■
 

管
財

調
達

班
 

出
納

班
 

県
外

の
自

治
体

、
民

間
企

業
か

ら
燃

料
の

受
入

れ
を

実
施

 
物

資
セ

ン
タ

ー
 

●
 

⇒
 

⇒
⇒

 
⇒

 
■

 

救 出 救 助 ・ 消 火 ・ 医 療 救 護 活 動 機 能 

救 出 救 助 ・ 消 火 活 動 

1
)資

機
材

の
調

達
・
運

搬
 

消
防

本
部

班
 

協
定

企
業

 
救

出
・救

助
活

動
に

必
要

な
資

機
材

（
ス

コ
ッ

プ
・
バ

ー
ル

、
チ

ェ
ー

ン
ソ

ー
、

ハ
ン

マ
ー

等
）
を

防
災

備
蓄

庫
や

応
援

協
定

を
締

結
し

て
い

る
企

業
よ

り
調

達
 

物
資

セ
ン

タ
ー

 
●

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

消
防

本
部

班
 

協
定

企
業

 
本

市
が

保
有

す
る

車
両

を
使

用
し

、
沿

岸
部

３
市

へ
資

機
材

を
運

搬
 

物
資

セ
ン

タ
ー

 
●

2
)沿

岸
部

３
市

に
お

け
る

救
出

救
助

活
動

 

消
防

本
部

班
 

国
、
県

、
自

衛
隊

、
警

察
 

沿
岸

部
３
市

に
本

市
職

員
を

派
遣

し
、
国

・県
と

連
携

し
て

救
出

・救
助

活
動

（
3

日
間

）
を

実
施

 
救

護
所

 
●

⇒
 

⇒
⇒

 
■

 

消
防

本
部

班
 

現
地

派
遣

医
療

班
 

負
傷

者
を

発
見

・救
助

し
た

場
合

は
、
現

地
の

医
療

機
関

へ
連

絡
 

救
護

所
 

●
⇒

 
⇒

⇒
 

■
 

3
)沿

岸
部

３
市

に
お

け
る

消
火

活
動

 

本
部

班
 

消
防

本
部

班
 

沿
岸

部
３
市

か
ら

の
消

火
活

動
の

応
援

要
請

を
受

け
、
消

防
本

部
に

被
災

地
に

お
け

る
消

火
活

動
の

実
施

を
要

請
 

本
庁

舎
 

●

消
防

本
部

班
 

沿
岸

部
３
市

、
消

防
局

 
沿

岸
部

３
市

の
消

防
局

と
連

携
し

、
消

火
活

動
を

実
施

 
被

災
地

等
 

●

医 療 救 護 活 動 

1
)医

療
救

護
体

制
の

確
保

 
本

部
長

 
本

部
班

、
保

健
・救

護
班

 
沿

岸
部

３
市

か
ら

の
避

難
者

の
応

急
処

置
を

行
う
た

め
、
救

護
所

を
開

設
 

本
庁

舎
 

 
●

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

保
健

・
救

護
班

 
都

城
市

北
諸

県
郡

医
師

会
、

都
城

市
北

諸
県

郡
薬

剤
師

会
 

薬
剤

及
び

治
療

材
料

の
供

給
を

要
請

 
本

庁
舎

 
 

●
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

本
部

班
 

保
健

・
救

護
班

、
消

防
本

部
班

、
消

防
署

班
、

後
方

医
療

機
関

 

拠
点

病
院

等
に

患
者

の
輸

送
を

行
う
た

め
の

体
制

を
確

保
 

本
庁

舎
 

 
●

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

2
)救

護
所

の
医

療
活

動
の

支

援
 

※
現

地
派

遣
医

療
班

（市
郡

医
師

会
現

地
派

遣
医

療
班

）
 

構
成

：
独

立
行

政
法

人
国

立
病

院
機

構
都

城
医

療
セ

ン
タ

ー
、

市
郡

医
師

会
病

院
、

日
本

赤
十

字
現

地
派

遣
医

療
班

 

現
地

派
遣

医
療

班
、

医
療

救
護

班
（
県

） 
保

健
・
救

護
班

 
救

護
所

に
て

避
難

者
の

診
断

、
応

急
処

置
を

実
施

し
、

必
要

に
応

じ
て

災
害

拠
点

病
院

等
へ

の
輸

送
の

要
否

を
判

断
 

救
護

所
 

 
●

 
⇒

⇒
 

⇒
 

⇒
⇒

 
⇒

 
⇒

 
⇒

⇒
 

■
 

現
地

派
遣

医
療

班
、

医
療

救
護

班
（
県

） 
保

健
・
救

護
班

 
沿

岸
部

３
市

に
お

け
る

医
療

活
動

に
必

要
な

薬
剤

及
び

治
療

材
料

を
支

給
 

救
護

所
 

 
●

 
⇒

⇒
 

⇒
 

⇒
⇒

 
⇒

 
■

 
 

 
 

現
地

派
遣

医
療

班
、

医
療

救
護

班
（
県

） 
福

祉
・
救

護
班

 
死

亡
診

断
書

を
作

成
 

救
護

所
 

 
●

 
⇒

⇒
 

⇒
 

⇒
⇒

 
⇒

 
⇒

 
⇒

⇒
 

■
 

現
地

派
遣

医
療

班
、

医
療

救
護

班
（
県

） 
保

健
・
救

護
班

 
沿

岸
部

３
市

か
ら

の
避

難
者

を
受

入
れ

て
い

る
避

難
所

に
お

い
て

巡
回

診
察

を
実

施
 

各
避

難
所

 
 

 
●

⇒
 

⇒
 

⇒
⇒

 
⇒

 
■
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■
後

方
支

援
活

動
機

能
別

の
活

動
主

体
・
具

体
的

活
動

内
容

 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
【
検

討
シ

ー
ト

4
（5

/
6
）】

 

項
目

 
活

動
事

務
 

（何
を

）
 

活
動

主
体

 

（
誰

が
）
 

具
体

的
活

動
内

容
 

活
動

時
期

（い
つ

）
 

関
係

す
る

 

機
関

・部
署

 

具
体

的
活

動
内

容
 

（ど
の

よ
う
に

活
動

す
る

）
 

場
所

 

（
ど

こ
で

）
 

0
h 

1
2
h

2
4
h 

4
8
h

7
2
h 

9
6
h 

1
W

2
W

 
1
M

 
2
M

 
3
M

4
M

 

救 出 救 助 ・ 消 火 ・ 医

療 救 護 活 動 機 能 

医 療 救 護 活 動 

3
)沿

岸
部

３
市

に
お

け
る

医
療

活
動

の
支

援
 

現
地

派
遣

医
療

班
、

医
療

救
護

班
（
県

） 
保

健
・
救

護
班

 
沿

岸
部

３
市

の
避

難
所

に
お

い
て

巡
回

診
察

を
実

施
 

被
災

地
避

難
所

 
 

 
 

●
 

⇒
 

⇒
⇒

 
⇒

 
■

 
 

 
 

現
地

派
遣

医
療

班
、

医
療

救
護

班
（
県

） 
保

健
・
救

護
班

 
沿

岸
部

３
市

に
お

い
て

在
宅

避
難

者
の

健
康

観
察

を
実

施
 

被
災

地
等

 
 

 
 

 
 

 
 

●
 

⇒
 

⇒
⇒

 
■

 

保 健 ・ 衛 生 活 動 機 能 

遺 体 安 置 受 入 れ ・ 遺 体 の 火 葬 受 入 れ 

1
)遺

体
受

入
体

制
の

確
保

 
本

部
班

 
環

境
政

策
班

、
施

設
管

理

者
 

県
か

ら
の

要
請

を
受

け
、
遺

体
安

置
所

の
開

設
を

指
示

 
本

庁
舎

 
 

 
●

 
 

 
 

 
 

 
 

 

環
境

政
策

班
 

施
設

管
理

者
 

遺
体

安
置

所
の

開
設

に
必

要
な

資
機

材
を

調
達

し
、
遺

体
安

置
所

を
開

設
 

遺
体

安
置

所
 

●

2
)遺

体
安

置
所

の
運

営
 

環
境

政
策

班
 

施
設

管
理

者
 

本
部

の
指

示
を

受
け

、
遺

体
受

入
施

設
の

点
検

、
遺

体
安

置
所

を
開

設
し

、
沿

岸
部

３
市

か
ら

の
遺

体
受

入
を

準
備

 
遺

体
安

置
所

 
●

 

環
境

政
策

班
 

施
設

管
理

者
、

関
係

業
者

 
遺

体
管

理
に

必
要

な
資

機
材

（
棺

、
ド
ラ

イ
ア

イ
ス

等
）
を

手
配

し
、
遺

体
を

管
理

 
遺

体
安

置
所

 
●

⇒
 

⇒
 

⇒
⇒

 
⇒

 
⇒

 
⇒

⇒
 

■
 

環
境

政
策

班
 

遺
体

処
理

票
・遺

留
品

処
理

票
を

作
成

 
遺

体
安

置
所

 
●

⇒
 

⇒
 

⇒
⇒

 
⇒

 
⇒

 
⇒

⇒
 

■
 

環
境

政
策

班
 

福
祉

・
救

護
班

、
医

師
 

医
師

に
死

体
検

案
書

の
作

成
を

要
請

 
本

庁
舎

 
●

⇒
 

⇒
 

⇒
⇒

 
⇒

 
⇒

 
⇒

⇒
 

■
 

環
境

政
策

班
 

施
設

管
理

者
、

関
係

業
者

 
身

元
確

認
が

終
わ

っ
た

遺
体

に
埋

火
葬

許
可

証
を

発
行

し
、
火

葬
場

へ
運

搬
 

遺
体

安
置

所
 

●
⇒

 
⇒

 
⇒

⇒
 

⇒
 

⇒
 

⇒
⇒

 
■

 

3
)遺

体
の

火
葬

受
入

れ
 

本
部

班
 

施
設

管
理

者
、

関
係

業
者

 
市

斎
場

の
施

設
点

検
を

実
施

し
、

稼
動

再
開

を
指

示
 

本
庁

舎
 

●

環
境

政
策

班
 

施
設

管
理

者
、

関
係

業
者

 
県

か
ら

の
要

請
を

受
け

、
沿

岸
部

３
市

の
遺

体
を

受
入

れ
、
火

葬
を

実
施

 
火

葬
場

 
●

 
⇒

 
⇒

⇒
 

⇒
 

⇒
 

⇒
⇒

 
■

 

環
境

政
策

班
 

施
設

管
理

者
、

関
係

業
者

 
遺

体
安

置
所

か
ら

遺
体

を
受

入
れ

、
火

葬
を

実
施

 
火

葬
場

 
●

 
⇒

 
⇒

⇒
 

⇒
 

⇒
 

⇒
⇒

 
■

 

防 疫 ・ 保 健 衛 生 対 策 

1
)感

染
症

対
策

 
保

健
・
救

護
班

 
現

地
派

遣
医

療
班

、
医

療

救
護

班
（
県

）
 

沿
岸

部
３
市

に
お

い
て

検
病

調
査

及
び

健
康

診
断

を
実

施
し

、
感

染
症

の
発

生
状

況
、
動

向
及

び
原

因
を

調
査

 
被

災
地

等
 

 
 

 
●

 
⇒

 
⇒

⇒
 

⇒
 

■
 

 
 

 

保
健

・
救

護
班

 
現

地
派

遣
医

療
班

、
医

療

救
護

班
（
県

）
 

感
染

症
を

予
防

す
る

た
め

、
臨

時
予

防
接

種
（
冬

季
に

お
け

る
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

等
）
及

び
予

防
教

育
を

実
施

 
各

避
難

所
、

被
災

地

避
難

所
 

 
 

 
 

 
 

●
 

⇒
 

■
 

 
 

 

2
)保

健
衛

生
対

策
 

保
健

・
救

護
班

 
現

地
派

遣
医

療
班

、
栄

養

士
 

沿
岸

部
３
市

の
避

難
所

に
お

い
て

健
康

相
談

や
栄

養
相

談
を

実
施

 
被

災
地

避
難

所
 

 
 

 
●

 
⇒

 
⇒

⇒
 

⇒
 

■
 

 
 

 

環
境

政
策

班
 

秘
書

広
報

班
 

備
蓄

品
、

救
援

物
資

の
品

質
を

調
査

し
食

中
毒

を
未

然
に

防
止

す
る

と
と

も
に

、
沿

岸
部

３
市

に
お

い
て

食
品

衛
生

に
関

す
る

広
報

を
実

施
 

各
避

難
所

、
被

災
地

避
難

所
 

 
●

 
⇒

⇒
 

⇒
 

⇒
⇒

 
⇒

 
⇒

 
⇒

⇒
 

■
 

3
)防

疫
対

策
 

環
境

政
策

班
 

協
定

企
業

 
ね

ず
み

や
害

虫
が

発
生

し
た

避
難

所
を

対
象

に
、

応
援

協
力

に
基

づ
く
消

毒
を

協
定

企
業

へ
要

請
・
実

施
 

各
避

難
所

、
被

災
地

避
難

所
 

 
 

 
 

 
 

●
 

⇒
 

⇒
 

⇒
⇒

 
■

 

環
境

政
策

班
 

協
定

企
業

 
消

毒
に

必
要

な
薬

剤
を

調
達

 
協

定
企

業
 

●
 

⇒
 

⇒
 

⇒
⇒

 
■

 

し 尿 ・ ゴ ミ 処 理 対 策 

1
)し

尿
処

理
対

策
 

本
部

班
 

環
境

政
策

班
、

施
設

管
理

者
 

沿
岸

部
３
市

に
お

け
る

し
尿

汲
み

取
り
、

内
陸

部
市

町
に

お
け

る
し

尿
処

理
施

設
で

の
受

入
れ

を
指

示
 

本
庁

舎
 

 
●

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

環
境

政
策

班
 

都
城

一
般

廃
棄

物
処

理

事
業

協
同

組
合

 

沿
岸

部
３
市

に
お

け
る

し
尿

汲
み

取
り
の

協
力

を
開

始
 

被
災

地
等

 
 

 
●

⇒
 

⇒
 

⇒
■

 
 

 
 

 
 

環
境

業
務

班
 

土
木

班
 

沿
岸

部
３
市

の
避

難
所

等
に

仮
設

トイ
レ

を
設

置
 

被
災

地
避

難
所

 
 

●
■

 

2
)ゴ

ミ
処

理
対

策
 

環
境

業
務

班
 

 

県
か

ら
の

要
請

を
受

け
、

廃
棄

物
処

理
施

設
等

の
処

理
能

力
（
余

力
）
及

び
災

害
ゴ

ミ
集

積
場

所
の

状
況

を
確

認
し

、
廃

棄
物

処
理

計
画

を
作

成
 

本
庁

舎
 

 
 

 
●

 
 

 
 

 
 

 
 

 

環
境

業
務

班
 

施
設

管
理

者
 

廃
棄

物
処

理
計

画
を

踏
ま

え
、

廃
棄

物
処

理
施

設
へ

の
ゴ

ミ
の

受
入

れ
を

実
施

 
廃

棄
物

処
理

施
設

等
 

●
 

⇒
⇒

 
⇒

 
⇒

 
⇒

⇒
 

⇒
 

ボ ラ ン テ ィ ア ・ 支 援 隊 ・ 広 域 応 援

部 隊 の 受 入 ・ 活 動 支 援 機 能 

ボ ラ ン テ ィ ア の 受 入 ・ 活 動 支 援

1
)各

種
情

報
の

収
集

・提
供

 
本

部
長

 
福

祉
・
救

護
班

 
被

災
地

の
状

況
を

把
握

す
る

た
め

、
沿

岸
部

３
市

に
職

員
を

派
遣

 
被

災
地

等
 

●

福
祉

・
救

護
班

 
本

部
班

、
沿

岸
部

３
市

、

県
社

会
福

祉
協

議
会

 

沿
岸

部
３

市
の

対
策

本
部

及
び

市
・
県

社
会

福
祉

協
議

会
（
災

害
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
セ

ン
タ

ー
）
等

に
出

向
き

、
被

災
状

況
、

支
援

ニ
ー

ズ
を

把
握

 
被

災
地

等
 

●
⇒

 
⇒

⇒
 

⇒
 

⇒
⇒

 
⇒

 
⇒

 
⇒

⇒
 

⇒
 

本
部

長
 

市
社

協
 

被
災

状
況

等
を

踏
ま

え
、
災

害
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
セ

ン
タ

ー
（
本

市
後

方
支

援
対

応
）の

設
置

を
要

請
 

本
庁

舎
 

●
 

福
祉

・
救

護
班

 
市

社
協

 
被

災
状

況
等

を
も

と
に

支
援

ニ
ー

ズ
を

分
析

し
、

活
動

場
所

や
内

容
を

災
害

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

セ
ン

タ
ー

（
後

方
支

援
対

応
）
に

伝

達
 

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

セ
ン

タ
ー

 
 

 
●

⇒
 

⇒
 

⇒
⇒

 
⇒

 
⇒

 
⇒

⇒
 

⇒
 

福
祉

・
救

護
班

 
秘

書
広

報
班

、
市

社
協

 
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
の

状
況

を
確

認
し

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

受
入

状
況

や
活

動
内

容
等

を
（
仮

称
）
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
情

報
セ

ン
タ

ー

（Ｓ
Ａ

）で
提

供
 

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

情
報

セ

ン
タ

ー
（Ｓ

Ａ
）
 

 
 

 
 

 
 

 
●

 
⇒

 
⇒

⇒
 

⇒
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■
後

方
支

援
活

動
機

能
別

の
活

動
主

体
・
具

体
的

活
動

内
容

 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
【
検

討
シ

ー
ト

4
（6

/
6
）】

 

項
目

 
活

動
事

務
 

（
何

を
） 

活
動

主
体

 

（
誰

が
）
 

具
体

的
活

動
内

容
 

活
動

時
期

（
い

つ
）
 

関
係

す
る

 

機
関

・
部

署
 

具
体

的
活

動
内

容
 

（
ど

の
よ

う
に

活
動

す
る

） 

場
所

 

（
ど

こ
で

） 
0
h 

1
2
h 

2
4
h

4
8
h 

7
2
h

9
6
h 

1
W

 
2
W

1
M

 
2
M

 
3
M

 
4
M

 

ボ ラ ン テ ィ ア ・ 支 援 隊 ・ 広 域 応 援 部 隊 の 受 入 ・ 活 動 支 援 機 能 

ボ ラ ン テ ィ ア の 受 入 ・ 活 動 支 援 

2
)災

害
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
セ

ン
タ

ー
の

運
営

支
援

 

福
祉

・
救

護
班

 
市

社
協

 
災

害
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
セ

ン
タ

ー
（
本

市
後

方
支

援
対

応
）
に

職
員

を
派

遣
し

、
受

入
等

の
運

営
準

備
を

支
援

 
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
セ

ン
タ

ー
●

 

福
祉

・
救

護
班

 
市

社
協

 
派

遣
し

た
職

員
に

よ
り
災

害
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
セ

ン
タ

ー
の

運
営

を
支

援
（
活

動
計

画
・
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
作

成
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
広

報
・
募

集
、

受
付

・
登

録
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

保
険

の
加

入
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

の
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

等
）
 

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

セ
ン

タ
ー

 
 

 
●

 
⇒

 
⇒

 
⇒

 
⇒

 
⇒

 
⇒

 
⇒

 
⇒

 

管
財

調
達

班
 

物
資

補
給

班
、
市

社
協

 
災

害
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
セ

ン
タ

ー
（
本

市
後

方
支

援
対

応
）
の

活
動

に
必

要
な

物
資

等
を

調
達

し
、
提

供
 

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

セ
ン

タ
ー

●
 

⇒
 

⇒
 

⇒
 

⇒
 

⇒
 

⇒
 

⇒
 

3
)災

害
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

活
動

支
援

 
福

祉
・
救

護
班

 
施

設
を

所
管

す
る

班
、

本

部
班

 

宿
泊

・
入

浴
施

設
の

被
災

状
況

を
確

認
し

、
収

容
人

員
・
設

備
等

を
整

理
し

た
施

設
リ
ス

ト
を

作
成

 
本

庁
舎

、
各

施
設

 
 

 
 

 
●

 
⇒

 
⇒

 
 

 
 

 
 

管
財

調
達

班
 

福
祉

・
救

護
班

 
輸

送
車

両
の

被
災

状
況

を
確

認
し

、
不

足
す

る
場

合
は

調
達

 
本

庁
舎

 
●

 
⇒

 
⇒

 

管
財

調
達

班
 

福
祉

・
救

護
班

 

災
害

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

セ
ン

タ
ー

（
本

市
後

方
支

援
対

応
）
と

沿
岸

部
３
市

の
被

災
現

場
等

と
の

間
で

災
害

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
送

迎
を

実
施

（
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

送
迎

バ
ス

を
利

用
し

て
被

災
者

を
内

陸
部

市
町

の
支

援
場

所
等

へ
送

迎
し

、
食

事
、

入
浴

、
宿

泊
等

の
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

）
 

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

セ
ン

タ

ー
、

被
災

地
等

 
 

 
●

 
⇒

 
⇒

 
⇒

 
⇒

 
⇒

 
⇒

 
⇒

 
⇒

 
⇒

 

福
祉

・
救

護
班

 
市

社
協

 
災

害
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
に

対
し

て
宿

泊
・
入

浴
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

・
あ

っ
せ

ん
 

各
施

設
 

●
 

⇒
 

⇒
 

⇒
 

⇒
 

⇒
 

⇒
 

⇒
 

⇒
 

⇒
 

支 援 隊 の 受 入 ・ 活 動 支 援 

1
)支

援
隊

の
受

入
体

制
の

確

保
 

本
部

長
 

本
部

班
 

被
災

地
の

状
況

を
把

握
す

る
た

め
、

沿
岸

部
３

市
に

職
員

を
派

遣
 

被
災

地
等

 
●

 

本
部

班
 

沿
岸

部
３
市

 
沿

岸
部

３
市

の
対

策
本

部
と

協
議

し
、

受
入

体
制

・
役

割
分

担
等

を
協

議
し

、
決

定
 

本
庁

舎
 

●
 

⇒
 

⇒
 

⇒
 

⇒
 

⇒
 

⇒
 

⇒
 

⇒
 

⇒
 

本
部

班
 

施
設

を
所

管
す

る
班

 
応

援
活

動
施

設
（
事

務
、

宿
泊

）
の

被
災

状
況

を
確

認
し

、
収

容
人

員
・
設

備
等

を
整

理
し

た
施

設
リ
ス

ト
を

作
成

 
本

庁
舎

、
各

施
設

 
●

 

管
財

調
達

班
 

本
部

班
 

輸
送

車
両

の
被

災
状

況
を

確
認

し
、

不
足

す
る

場
合

は
調

達
 

本
庁

舎
 

●
 

本
部

班
 

施
設

を
所

管
す

る
班

、
秘

書
広

報
班

 

支
援

隊
の

受
入

窓
口

を
設

置
し

、
受

入
内

容
（
後

方
支

援
）
内

容
を

広
報

 
本

庁
舎

、
各

施
設

 
 

 
 

 
●

 
⇒

 
⇒

 
⇒

 
 

 
 

 

本
部

班
 

施
設

を
所

管
す

る
班

、
各

総
合

支
所

総
務

班
、

施
設

管
理

者
 

応
援

活
動

施
設

（
事

務
、

宿
泊

）
の

管
理

者
、
関

係
自

治
会

等
に

対
し

て
、

支
援

隊
の

受
入

れ
に

関
す

る
協

力
等

を
要

請
 

本
庁

舎
 

 
 

 
 

●
 

 
 

 
 

 
 

 

本
部

班
 

施
設

を
所

管
す

る
班

、
施

設
管

理
者

 

施
設

管
理

者
と

協
議

・
調

整
を

図
り
、
当

該
施

設
に

お
け

る
受

入
（
貸

出
）
ル

ー
ル

を
明

確
化

 
各

施
設

 
 

 
 

 
●

 
 

 
 

 
 

 
 

2
)支

援
隊

の
活

動
支

援
 

施
設

を
所

管
す

る
班

 
施

設
管

理
者

 
支

援
隊

か
ら

の
受

入
要

請
に

基
づ

き
、

受
付

、
応

援
活

動
施

設
へ

の
案

内
、

施
設

利
用

ル
ー

ル
等

を
説

明
 

各
施

設
 

 
 

 
 

●
 

⇒
 

⇒
 

⇒
 

⇒
 

⇒
 

⇒
 

⇒
 

施
設

を
所

管
す

る
班

 
施

設
管

理
者

 
支

援
隊

に
対

し
て

入
浴

サ
ー

ビ
ス

（
当

該
施

設
以

外
の

入
浴

施
設

へ
の

送
迎

）
を

提
供

 
各

施
設

 
 

 
 

 
 

 
●

 
⇒

 
⇒

 
⇒

 
⇒

 
⇒

 

自
治

会
等

 
各

総
合

支
所

総
務

班
 

支
援

隊
へ

の
炊

き
出

し
な

ど
の

食
事

サ
ー

ビ
ス

、
交

流
活

動
な

ど
を

実
施

 
各

施
設

 
●

 
⇒

 
⇒

 
⇒

 
⇒

 

広 域 応 援 部 隊 （ 消 防 ） の 受 入 ・ 活 動 支 援 

1
)広

域
応

援
部

隊
（
消

防
）
の

受
入

体
制

の
確

保
 

 

本
部

長
 

本
部

班
、

施
設

を
所

管
す

る
班

、
施

設
管

理
者

 

広
域

応
援

部
隊

（
消

防
）
の

派
遣

方
針

等
を

踏
ま

え
、

進
出

拠
点

（
都

城
市

公
設

地
方

卸
売

市
場

）
の

開
設

等
を

指
示

 
本

庁
舎

 
 

●
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

本
部

班
 

施
設

を
所

管
す

る
班

、
連

絡
調

整
員

、
施

設
管

理
者

 

広
域

応
援

部
隊

（
消

防
）
・
県

（
拠

点
対

応
要

員
）
と

の
連

絡
調

整
員

を
指

名
し

、
当

該
施

設
へ

派
遣

 
本

庁
舎

 
 

●
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

施
設

を
所

管
す

る
班

 

連
絡

調
整

員
、

施
設

管
理

者
 

県
（
拠

点
対

応
要

員
）と

協
議

・
調

整
を

図
り
、
広

域
応

援
部

隊
（
消

防
）
へ

の
駐

車
場

や
休

憩
場

所
の

割
り
当

て
等

を
計

画
 

本
庁

舎
、

各
施

設
 

 
●

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

2
)広

域
応

援
部

隊
（
消

防
）
の

活
動

支
援

 

施
設

を
所

管
す

る
班

 

施
設

管
理

者
、

連
絡

調
整

員
 

県
（
拠

点
対

応
要

員
）
の

指
示

を
受

け
、
施

設
を

開
門

し
、
広

域
応

援
部

隊
（消

防
）
を

施
設

内
へ

誘
導

 
各

施
設

 
 

●
⇒

 
⇒

 
⇒

 
⇒

 
⇒

 
⇒

 
⇒

 
⇒

 
⇒

 
⇒

 

施
設

を
所

管
す

る
班

 

施
設

管
理

者
、

連
絡

調
整

員
、

管
財

調
達

班
 

広
域

応
援

部
隊

（
消

防
）
・
県

（
拠

点
対

応
要

員
）
の

要
請

等
に

基
づ

き
、

車
両

の
駐

車
及

び
給

油
、

隊
員

の
休

憩
等

の
必

要

な
支

援
を

実
施

 
各

施
設

 
 

 
●

 
⇒

 
⇒

 
⇒

 
⇒

 
⇒

 
⇒

 
⇒

 
⇒

 
⇒

 

連
絡

調
整

員
 

本
部

班
、

施
設

を
所

管
す

る
班

 

県
（
拠

点
対

応
要

員
）が

実
施

す
る

情
報

収
集

（
被

害
状

況
、

緊
急

輸
送

ル
ー

ト
）
等

を
支

援
 

本
庁

舎
、

各
施

設
 

 
 

●
 

⇒
 

⇒
 

⇒
 

⇒
 

⇒
 

⇒
 

⇒
 

⇒
 

⇒
 

連
絡

調
整

員
 

本
部

班
、

施
設

を
所

管
す

る
班

 

部
隊

の
情

報
等

を
本

部
へ

報
告

 
各

施
設

 
 

 
●

 
⇒

 
⇒

 
⇒

 
⇒

 
⇒

 
⇒

 
⇒

 
⇒

 
⇒
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■後方支援活動の実施手順の全体像 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4M 

3M 

2M 

1M 

2W 

1W 

96h 

(5 日目) 

 

72h 

(4 日目) 

 

 

48h 

(3 日目) 

 

24h 

(2 日目) 

 

時 

期 

12h 

0h 

１．後方支援に関する本部機能 ２．避難者の受入・支援機能 

1)後方支援活動対策本部

の設置(廃止)・運営 

2) 沿岸部３市への人的支

援 ※行政機能回復の

ための支援 

(1) 後方支援活動対策本部の配備・運営と行政支援 

1)避難者の受入体制の

確保 

2)避難者の受入れ、避

難所の運営 

3)個人宅への避難

者の状況把握、

支援 

(1) 避難者の受入・避難所運営 

1)各種後方支援活動との

連絡調整 

2)広報活動 

(2) 情報収集・伝達と広報活動 

物資補給班

避難収容班

本部長 

□後方支援活動対策本部を廃止 

□応援調整体制を確立 

□各種後方支援活動拠点の

情報収集 

□職員等人材（行政支援職

員）を支援活動連絡調整所

に参集し、沿岸部３市へ派

遣 

□沿岸部３市へ移管 

受援本部で連絡調整員の受入れ 

□各種後方支援活動拠点と

の連絡体制を確立 

沿岸部３市に受援本部(仮)を設置 

人員配備、定例会議スケジュール等を設定 

支援活動 

連絡調整班 

本部長 

本部長 

避難収容班

避難収容班

□物資等を本部に要請 

□施設の被災状況を確

認 

□自主運営組織の設立

を支援 

□避難所を閉鎖 

避難所を開設 
避難者の受入、名簿を

作成 

施設の被災状況を回答 

□避難所の開設を指示

□避難所要員を派遣

収容可能人数を本部へ

報告 

避難状況を報告 □避難状況の収集、集

計 

避難収容班

順次、避難所環境を 

整備 

□避難所運営に必要な

ボランティア等の派遣を

要請 

避難収容班 

避難収容班 

物資の受入、保管、 

配分 

避難収容班 

避難収容班 

避難収容班 

□各種後方支援活動拠点

のニーズを踏まえ、各部班

や施設への指示事項を連

絡調整所に伝達 

□沿岸部３市の

安否相談窓口を

設置 

□安否不明者名

簿の閲覧環境を

整備 

□沿岸部３市へ

移管 

□各種後方支援活動の情

報収集・伝達・指示 

□各種後方支援活動拠点

との連絡体制を確立 

秘書広報班

□広報活動の実施体制を

確立（人員、機材、方法）

本部班

秘書広報班

□後方支援に関する広報

内容を整理し、広報を実施

（協力依頼、沿岸部３市の

被災状況等） 

□後方支援活動に関する

情報を報道機関へ提供 

□支援ニーズを

踏まえた協力依

頼等について広

報を実施 

本部班

本部班

秘書広報班

本部班

本部班

災害対策本部を設置 

□本庁舎に後方支援活動対策本部を設置 

□新北消防署に支援活動連絡調整所を設置 

本部長 

 

□連絡調整員を指名・派遣 

□沿岸部３市の状況を後方支援活動対策本部に報告 

(仮)連絡調整会議へ移行 

連絡調整員 

沿岸部３市のニーズを踏

まえ、以下の活動を実施 

 

＜後方支援活動対策本

部にて＞ 

□HP 更新代行 

 

＜沿岸部３市にて＞ 

□業務資機材の確保支

援 

□被害状況の調査支援 

□救助法の様式に基づく

被害報告支援 

□各種通常業務の復旧

支援 

□り災証明の発行支援 

□市民からの問合せ対

応支援 

□報道機関との連絡調

整支援 

□個人宅への避難者

について調査を依頼

□沿岸地域避難者の

名簿を作成 

沿岸部３市で行政支援職員

の受入れ 

支援ニーズを踏まえた後方支援活動の実施 

□支援物資を配布 

□今後の避難生活に

関するアンケート調査を

実施 

避難収容班

□避難所を縮小 
□全国避難者情報シ

ステムに情報登録 

上下水道、通信回線がおおむね復旧 

ライフラインがおおむね復旧 

電力が徐々に復旧 

道路が徐々に開通 

継続（～1 年） 

(仮)連絡調整会議にて活動を共有（～○○） 

避難収容班

物資補給班

秘書広報班
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【検討シート５・抜粋集約版】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

継続（～2 年 3 ヶ月）

３．救援物資の受入・仕分け・配送機能 

1)入浴 支援の

体制の確保 

2) 入 浴 支 援 の

実施 

□入浴支援を終

了 

管財調達班 

□ 市 内 入 浴 施

設へ受入の協力

を要請 

福祉・救護班 

(3) 入浴支援 

福祉・救護班 

建築班・避難収容班

□選考委員会を設置、入

居者を選定 

□仮設住宅の建設を要請

□入居者の受入を開始□入居希望者を募集 

□説明会を実施 

建築班

本部班

□建設候補地の状況の確

認と安全性を確保 

建築班

建築班

建築班

仮設住宅を建設完了 

建築班

建築班

建築班

1)仮設住宅の入居者の

募集、管理 

2)みなし仮設住宅の入居

者の募集 

(4) 仮設住宅の提供 

□自治組織等の育成を促

進 

1)炊き出し活動

の体制の確保 
2)炊き出し活動

の支援 

学校教育班 

学校教育班 

本部班 

(2) 炊き出し活動 

□炊き出し活動

を終了 

炊き出し活動を実施 

（必要に応じて配送） 

□活動計画を

作成 

学校教育班 

□食材等を調

達・配送要請 

□人員の協力

を要請 

学校教育班 

学校教育班 

閉鎖 

燃料供給を廃止 

物資補給班 

1)物資センター（後方

支援対応）の設置・

運営 

2)給水活動 3)燃料の確保・供

給活動 

(1) 救援物資の受入・仕分け・配送 

□物流事業者等へ協

力要請 

□救援物資の受入・仕

分け 

□救援物資の配送開

始 

国の救援物資が 

被災地、避難所まで 

流通 

□浄水場の水質調査

を実施 

□物資センターの設置 

□国の救援物資の補

完 

□支援等について関係

機関と連絡・調整 

閉鎖 

□要請により被災

地へ燃料の運搬を

開始 

提携する企業などから

救援物資の供給開始 □ 沿岸部３ 市と連 携

し、応急給水活動を実

施 

□施設等の被

災状況を確認

し、炊き出しを

指示 

□物資ニーズを収集・

分析 

□適宜、物資ニーズを

伝達 

□仮設給水栓の設置

□支援隊の給水タンク

車への給水場所を指示

□提携給油所の在

庫確認 

２．避難者の受入・支援機能 

□炊き出し活動

の規模を縮小 

みなし仮設住宅を清掃

□入居希望者を募集、説

明会を実施 

□選考委員会を設置し、

入居者を選定 仮設住宅を建設開始 

□入居者の受入を開始

□全国避難者情報システ

ムに情報登録 

市内入浴施設へバスで輸送 

入浴サービスを開始 

□市営住宅の空き部屋確

保 

□民間賃貸住宅を借上

□入居希望調査を実施

□食料品以外のニーズ

を把握し、受入品目の

拡大要請 

□輸送用のバス

の手配、運転手

を確保 

物資補給班 

本部班 

給水班

本部班

給水班

管財調達班

管財調達班

□燃料使用計画を

作成 

管財調達班

給水班

運行計画を作成 
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時 

期 

４．救出救助・消火・医療救護活動機能

1)資機材の調達・ 

 運搬 

2)沿岸部３市におけ

る救出救助活動 

3)沿岸部３市にお

ける消火活動 

(1) 救出救助・消火活動 

（沿岸部３市より資

機材提供要請） 

□宮崎県隊として、被

災地に隊員を派遣 

（本市の救出・救助が

優先） 

□沿岸部３市の消防

本部と連携し、消火

活動を実施 

消防本部班 

□消防本部に被災

地への消火隊派遣

要請（本市の消火活

動が優先） 

本部班 

火災発生 

（消防相互応援協定

及び知事の指示によ

り応援協力） 

消防本部班 

□沿岸部３市の救

出救助活動現場へ

資機材を運搬 

□防災備蓄庫から

資機材を調達 

□応援企業から資

機材を調達 

□国・県と連携し救出

救助活動を開始 

□傷病者の救出・救

護活動を最優先に活

動を実施 

□負傷者を発見・救

助した際は現地医療

機関へ連絡 

活動終了 

消防本部班 

1)遺体受入体制 

 の確保 

2)遺体安置所 

 の運営 

3)遺体の火葬 

 受入れ 

(1) 遺体安置受入れ・遺体の火葬受入れ 

□運営に必要な

人員を派遣

□遺体受入れ施

設の点検 

□本部へ報告

□遺体の受入れ

可能人数を把握

し、本部に報告

□火葬場施設を

点検し、稼動再開

を指示

□本部は県へ報

告

環境政策班 

本部班 

環境政策班 

環境政策班 

遺族・親族の 

要請 

県から遺体受入れの要請 

県から遺体の

火葬要請

1)医療救護体制の

確保 

2)救護所の医療

活動の支援

3)沿岸部３市にお

ける医療活動の

支援 

(2) 医療救護活動 

□各避難所に救

護所を設置

□沿岸部３市の避

難者受入れ避難

所を開設 

□地域医療搬送を

実施 

□医療関係団体の

受入れ施設（宿泊・

滞在）を確保、あっ

せん 

□医療チームの派

遣を要請 

□患者の輸送体制

を確立 

□医薬品等を調達

DMAT 出動 

災害拠点病院、SCU 等での活動開始 

広域医療搬送開始 

活動拠点を 

都城市消防局（本部）

に設置 

５．保健・衛生活動機能 

上下水道、通信回線がおおむね復旧 

ライフラインがおおむね復旧 

電力が徐々に復旧 

道路が徐々に開通 

遺体受入れを終了 

遺体安置所の閉鎖 

継続継続 継続

避難所を縮小 

□避難所・救護所

での医療活動・巡

回医療を縮小 

□沿岸部３市

で の 医 療 活

動・巡回医療

を縮小 

□在宅避難

者の健康観

察を実施

遺体の火葬受入れ

を終了 

□遺体安置所の

開設 

□遺体安置に必

要な資機材を関

係業者の協力によ

り手配 

□遺体の管理 

□遺族・親族への

対応 

□遺体処置票の

作成 

□遺留品処理票

の作成 

□医師に死亡診

断書作成を要請 

□遺体・遺留品の

引渡し 

□身元不明遺体

について警察へ連

絡 

消防本部班 

消防本部班 

保健・救護班

□医薬品等のニー

ズを踏まえ、調達・

供給 

環境政策班

□遺体の火葬受

入れを開始 

□遺体の火葬を

実施 

環境政策班

本部班

□各避難所(救護

所)の巡回医療支

援を実施 

□沿岸部３市の医

療班と連携し、医療

活動・巡回医療支

援を実施 

JMAT、日本赤十字社、医療チーム等による医療活動の実施

4M 

3M 

2M 

1M 

2W 

1W 

96h 

(5 日目) 

 

72h 

(4 日目) 

 

 

48h 

(3 日目) 

 

24h 

(2 日目) 

 

12h 

0h 
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施設所管者

派遣方針等 

本部班

施設管理者
施設管理者

６．ボランティア・支援隊・広域応援部隊の受入・活動支援機能 

(2) 防疫・保健衛生対策 

1)感染症 

 対策 

2)保健衛生 

 対策 
3)防疫対策 

保健・救護班 

1)し尿処理 

 対策 

2)ゴミ処理

 対策 

(3) し尿・ゴミ処理対策 

災害ボランティアセンター（受援側・本市の各社協）を

設置 

□本市社協に対して災害ボランティアセンターの設置

を要請 

災害ボランティアの本格的な受入・活動の開始 

本部班

1)支援ニーズ、活

動状況等の各種

情報の収集・提供

2)災害ボランテ

ィアセンター

の運営支援

3)災害ボラン

テ ィア の 活

動支援 

(1) ボランティアの受入・活動支援 

1)支援隊の受

入体制の確

保 

2)支援隊の 

 活動支援 

(2) 支援隊の受入・活動支援 

本部班 

□被災現場等

へ職員を派遣 

沿岸部３市における受援本部の

設置・受入体制の確保 

本部班 

□保健所に健

康相談を依頼 

□保健所に栄

養相談を依頼 

□保健所及び

食品衛生協会

に食中毒の調

査を依頼 

□被災現場等

へ職員を派遣

□支援ニーズを

収集・分析

□適宜、支援ニ

ーズを伝達
□運営支援 

□応援活動施

設の被災状況

を調査 

□車両等の状況

確認 

□ 受 援側 と 受

入体制・分担等

を協議 

1)広域応援部隊

(消防)の受入

体制の確保

2)広域応援部隊

（消防）の活動

支援 

(3) 広域応援部隊(消防)の受入・活動支援

□進出拠点の

開設を指示、職

員を派遣 

□県と協議・調

整し、駐車場等

の割り当て等を

計画 □広域応援部隊

を施設内へ誘導

□車両の駐車及

び給油、隊員の

休憩等を支援

□県が実施する

情報収集等を支

援 

□部隊の情報等

を本部へ報告

本部班（本部長）

福祉・救護班

福祉・救護班

福祉・救護班
福祉・救護班 本部班 

管財調達班 

５．保健・衛生活動機能 

□ 職 員 を 各 社

協へ派遣 

□ 運 営 準 備 を

支援 

継続 

避難所の閉鎖

に伴い活動を

終了 

避難所に 

ねずみや害虫

が発生 

避難所の閉鎖

に伴い活動を

終了 

避難所の閉鎖

に伴い活動を

終了 

保健・救護班 

インフラの復

旧に伴い 

し尿処理活動

を終了 

□ 物 資 等 を 提

供 

□ 職 員 を 追 加

派遣 

継続 

□職員を撤収

継続 

本部班 

秘書広報班 

継続 

本部班 

施設を所管する班 

□車両・施設

等の状況確認

□支援隊の受

入窓口を設置 

□支援隊に対

する受入（後方

支援）内容を広

報 
管財調達班

福祉・救護班

福祉・救護班

管財調達班

□医師会に健

康診断、臨時

予防接種（冬

季）及び予防

教育の実施を

要請 

保健・救護班 

□保健所に報

告 

□保健所と消

毒方法の打合

せ 

□ 協 定 企 業

へ避難所の消

毒の協力要請

□消毒に必要

な薬剤の調達

環境政策班

□ゴミ処理施

設の余力確認

□ゴミの仮置

き場を選定

□ゴミの仮置

き場へ分別に

必要な人員を

派遣 

□ゴミの分類

を実施 

□ゴミ処理施

設までのゴミの

運搬を業者へ

依頼 

□ゴミ焼却処

理施設にてゴミ

の焼却、最終

処分場にて埋

め立てを実施

県から 

ごみ処理の

協力要請

□輸送サービ

スを開始 

□宿泊・入浴

サ ー ビ ス を 開

始 

□施設管理者・

自治会等に協

力を要請 

□ 適 宜 、 受 援

側と受入体制・

分担等を協議 

□ 食 事 （ 炊

き出し）サー

ビスを開始 

□入浴サー

ビスを開始 

管財調達班

福祉・救護班

本部班 

地元自治会等 

継続 

□ボランティア

情報センターを

開設し、情報提

供 

継続 

□適宜、活動状

況等を確認

福祉・救護班

福祉・救護班

環境業務班

感染症の発生 

□医師会に感

染症患者及び

保菌者の診断

を要請 

□感染症患者

及び保菌者に

指定医療機関

に入院あっせ

ん 
保健・救護班 

県からし尿処

理応援要請 

□応援企業に

し尿汲み取りを

依頼 

□ 避 難 所 の

仮設トイレを検

討 

□業者へ仮設

トイレの設置を

依頼 

環境業務班 

□支援隊に

応援活動施

設を提供 

□適宜、受

入、情報交

換を実施 

□感染症に係

る情報収集 

□県や関係機

関に情報提供 

□支援隊の

受入要請に

対する受付

等の開始 

施設を所管する班 

施設を所管する班 
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■後方支援活動の手続き 

沿岸部３市 
その他の 

自治体 
都城市 

 
都
府 
県 

 
 
 
 
 
 
 
市
町 

団
体
等 

現
場 
等 

 

備
考 

 
都
府 
県 

 
 
 
市
町 

 
 
 
団
体
等 

 
現
場 
等 

 

備
考 

後方支援活動対策本部 
（都城市） 

受援本部 
（各市） 

災害対策本部 
（宮崎県） 

災害対策本部 
（他自治体） 

協力依頼 2 

支援活動連絡調整所 
（都城市 新北消防署） 

職員派遣 職員派遣・参集

支援要請 3 支援要請 1

連絡調整員派遣 2受入指示 
支援内容伝達 4 

54 

災害対策本部 
（各市町） 

災害対策本部 
（各市町） 

支援要請 3 支援要請 2 支援要請 1

後方支援活動対策本部 
（都城市） 

受援本部 
（各市） 

災害対策本部 
（宮崎県） 

3

4 3

災害対策本部地方支部 
（北諸県地方支部） 
（西諸県地方支部）

災害対策本部地方支部 
（中部地方支部） 
(南那珂地方支部) 

県出先機関 

情報収集 
・伝達 

1 

情報収集 
・伝達 

2 

34

5 

活動拠点・ 
被災現場等

情報収集
・伝達 

情報収集
・伝達 

情報収集
・伝達 

情報収集
・伝達 

情報収集
・伝達 

情報収集・伝達 

報道機関等 

活動拠点・ 
被災現場等 

情報提供・
記録活動 6

1 情報収集・伝達 

4 情報提供・ 
記録活動 

放送要請 
6 

7 広報 

7 広報 

1-1 後方支援活動対策本部の設置・運営と行政支援 

1-2 情報収集・伝達と広報活動 

都城市以外

の関係市町 

沿岸部３市 
その他の 

自治体 
都城市 

都城市以外

の関係市町 
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後方支援活動対策本部 
（都城市） 

開設要請

避難所 
(施設管理者) 

災害対策本部 
（宮崎県） 

災害対策本部 
（他自治体） 

協力依頼 

応援要請 

 
都
府 
県 

 
 
市
町 

 
施
設
管
理
者
・
団
体
等 

2

1

2 
応援要請 1

 
現
場 
等 

災害対策本部 
（各市町） 

 

応援要請 2 

備
考 

避難所 
(バックアップ施設) 

開設要請 3

職員派遣 

情報収集・協議調整 

職員派遣 

被災現場等 

被災者 

後方支援活動対策本部 
（都城市） 

避難所 
(施設管理者) 

災害対策本部 
（他自治体） 

 
都
府 
県 

 
 
市
町 

 
施
設
管
理
者
・
団
体
等 

1

 
現
場 
等 

災害対策本部 
（各市町） 

 

備
考 

避難所 
(バックアップ施設) 

職員派遣 職員派遣 

自治会・赤十字奉仕団等 

炊き出し支援 

炊き出し支援 

協力要請

協力依頼 2

炊き出し支援 

2-1 避難者の受入・避難所運営 

2-2 炊き出し活動 

社会福祉協議会 
（他自治体） 支援隊応援活動施設 

災害ボランティアセンター（後方支援） 

社会福祉協議会 
（他自治体） 

支援隊 
応援活動施設 

災害ボランティア 
センター（後方支援） 

受援本部 
（各市） 

沿岸部３市 
その他の 

自治体 
都城市 

都城市以外

の関係市町 

沿岸部３市 
その他の 

自治体 
都城市 

都城市以外

の関係市町 
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後方支援活動対策本部 
（都城市） 

受援本部 
（各市） 

 
都
府 
県 

 
 
市
町 

 
施
設
管
理
者
・
団
体
等 

 
現
場 
等 

災害対策本部 
（各市町） 

 

備
考 

避難所 
(バックアップ施設) 

避難所 
（施設管理者） 

輸送サービス 

連絡 1

宿泊・入浴施設
(施設管理者) 

支援要請 2 

避難所 
(施設管理者) 

入浴サービス 

連絡 1

輸送サービス 

 
都
府 
県 

 
 
 
 
市
町 

 
 
団
体
等 

 
現
場 
等 

 

備
考 

後方支援活動対策本部 
（都城市） 

受援本部 
（各市） 

住宅需要の把握 
設置戸数の協議 4

災害対策本部 
（宮崎県） 

受入れ避難者の入居希望
調査支援を要請 1

避難所 

2 
入居希望調査
を実施 

入居希望調査結果を伝達3

住宅提供等に関する応援
を要請（必要に応じて） 5 

災害対策本部 
（他自治体） 

用地提供を要請5 

用地提供 6 

応急仮設住宅を建設 8

（社団法人プレハブ建築協会） 
（社団法人宮崎県建築業協会） 

建設資材の調達 7

避難所 

2 
入居希望調査
を実施 

入居開始 9 入居開始 9

地域社会 
づくり支援

10

2-4 仮設住宅の提供 

2-3 入浴支援 

沿岸部３市 
その他の 

自治体 
都城市 

都城市以外

の関係市町 

沿岸部３市 
その他の 

自治体 
都城市 

都城市以外

の関係市町 
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後方支援活動対策本部 
（都城市） 

開設要請

物資センター 
(高城運動公園屋内競技場) 

受援本部 
（各市） 

災害対策本部 
（宮崎県） 

災害対策本部 
（他自治体） 

協力依頼 

応援要請 

 
都
府 
県 

 
 
市
町 

 
施
設
管
理
者
・
団
体
等 

2

3 
応援要請 1

 
現
場 
等 

災害対策本部 
（各市町） 

 

応援要請 3 

備
考 

物資センター 
 (バックアップ施設) 

開設要請 4

職員派遣 職員派遣 

被災現場等 

避難所

開設要請1 

地域内輸送拠点 
(？) 

広域物資輸送拠点 
(都城トラック団地協同組合)
(九州西濃運輸㈱宮崎支店) 

物資輸送 

物資輸送 

物資 

1 開設要請

地域内輸送拠点 
(早水公園) 

1 開設要請

支援隊応援活動施設
災害ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｾﾝﾀｰ 

1

避難所

後方支援活動対策本部 
（都城市） 

給水活動要請 

浄水場 
(川東浄水場) 
(菖蒲原浄水場) 
(一万城浄水場) 

受援本部 
（各市） 

災害対策本部 
（宮崎県） 

応援要請 

 
都
府 
県 

 
 
市
町 

 
施
設
管
理
者
・
団
体
等 

1

応援要請 1

 
現
場 
等 

災害対策本部 
（各市町） 

 

応援要請 3 

備
考 

浄水場 
(バックアップ施設) 

4

職員派遣 

避難所 

支援隊応援活動施設
災害ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｾﾝﾀｰ 

2

避難所 
（沿岸地域避難者を受入れている避難所）

職員派遣 

給水活動要請 

2 応援要請 

3-1-1 救援物資の受入・仕分け・配送（物資センター（後方支援対応）の設置・運営） 

3-1-2 救援物資の受入・仕分け・配送（給水活動） 

沿岸部３市 
その他の 

自治体 
都城市 

都城市以外

の関係市町 

沿岸部３市 
その他の 

自治体 
都城市 

都城市以外

の関係市町 
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後方支援活動対策本部 
（都城市） 

燃料確保要請 

提携給油所 
（民間企業） 

災害対策本部 
（宮崎県） 

応援要請 

 
都
府 
県 

 
 
市
町 

 
施
設
管
理
者
・
団
体
等 

1

応援要請 1

 
現
場 
等 

災害対策本部 
（各市町） 

 

応援要請 3 

備
考 

提携給油所 
(バックアップ施設) 

4 

支援隊応援活動施設
災害ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｾﾝﾀｰ 

2 燃料確保要請 給油ポイント

の連絡 

3

給油 

※運搬はしない

給油 ※運搬はしない 

3-1-3 救援物資の受入・仕分け・配送（燃料の確保・供給活動） 

後方支援活動対策本部 
（都城市） 

資機材調達要請 

防災備蓄庫 
 

災害対策本部 
（宮崎県） 

災害対策本部 
（他自治体） 

協力依頼 

応援要請 

 
都
府 
県 

 
 
市
町 

 
施
設
管
理
者
・
団
体
等 

2

3 
応援要請 1

 
現
場 
等 

災害対策本部 
（各市町） 

 

応援要請 3 

備
考 

防災倉庫 
(バックアップ施設) 

資機材 

調達要請 
4 

職員派遣 職員派遣 

被災現場等 

設置要請1

後方支援本部[消防] 
（都城市消防局） 

職員派遣 

1 

コメリ災害対策センター 
（民間企業） 

資機材の提供

資機材の提供

職員派遣 

4-1 救出救助・消火活動 

沿岸部３市 
その他の 

自治体 
都城市 

都城市以外

の関係市町 

沿岸部３市 
その他の 

自治体 
都城市 

都城市以外

の関係市町 

受援本部 
（各市） 

受援本部 
（各市） 
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都
府 
県 

 
 
市
町 

 
施
設
管
理
者
・
団
体
等 

 
現
場 
等 

 

備
考 

後方支援活動対策本部 
（都城市） 

受援本部 
（各市） 

災害対策本部
（宮崎県） 

避難所・救護所 

地域災害拠点病院・DMAT 医療活動拠点

（都城市郡医師会病院） 

地区医師会、歯科医師会、日赤県市部、

薬剤師会、看護協会、医薬品卸業協会 

宿泊スペース 
（地場産業振興センター）
（民間宿泊施設等の協力）

厚生労働省 
（国） 

他の都道府県
九州・山口各県

医療救護班の派遣要請3 

医療救護班の派遣要請3 医療救護班の派遣要請 2

避難所・救護所

地区医師会 

出動要請2 

被災地域病院等 

支援要請 
状況報告 

1

出動要請3 

医療救護
班の派遣

4 

※県内のみで対応が困難と 

 判断された場合 

DMAT の派遣 4 

DMAT・医療救護班の派遣
医薬品等の供給 5

宿泊スペース
の提供要請 

5

医療救護
班の派遣

5 

宿泊スペースの利用7

宿泊スペース
のあっせん 

6 

4-2 医療救護活動 

後方支援活動対策本部 
（都城市） 

受援本部 
（各市） 

災害対策本部 
（宮崎県） 

応援要請 

 
都
府 
県 

 
 
市
町 

 
施
設
管
理
者
・
団
体
等 

2

応援要請 1

 
現
場 
等 

災害対策本部 
（各市町） 

 

応援要請 3 

備
考 

開設要請 4

職員派遣 職員派遣 

被災現場等 

4 開設要請3

遺体安置所 
(都城市武道館) 

遺体火葬場 
(都城市斎場) 

遺体輸送
指示 

身元が判明して
いる遺体 

身元が不明な遺体 

遺体安置所 
(バックアップ施設) 

5-1 遺体安置受入れ・遺体の火葬受入れ 

沿岸部３市 
その他の 

自治体 
都城市 

都城市以外

の関係市町 

沿岸部３市 
その他の 

自治体 
都城市 

都城市以外

の関係市町 
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後方支援活動対策本部 
（都城市） 

保健衛生活動要請 

都城保健所 

災害対策本部 
（宮崎県） 

応援要請 

 
都
府 
県 

 
 
市
町 

 
施
設
管
理
者
・
団
体
等 

1

1

 
現
場 
等 

 

備
考 

避難所 支援隊応援活動施設 
災害ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｾﾝﾀｰ 

2 

避難所 
（沿岸地域避難者を受入れている避難所）

医療機関等 

感染者 感染者 感染者 

情報提供 

健康相談等 

巡回診察 巡回診察 

消毒方法 
の指示 

民間企業 

物資センター等 

消毒 

消毒 

消毒 

健康相談等 

健康相談等 

5-2 防疫・保健衛生対策 

後方支援活動対策本部 
（都城市） 

処理能力の 

余力確認 

ゴミ焼却施設 
（都城市クリーンセンター） 

災害対策本部 
（宮崎県） 

 
都
府 
県 

 
 
市
町 

 
施
設
管
理
者
・
団
体
等 

応援要請 1

 
現
場 
等 

災害対策本部 
（各市町） 

 

応援要請 4

備
考 

ゴミ処理施設 
(バックアップ施設) 

5 3 

2 応援要請 

一般廃棄物 

避難所（し尿） 

最終処分場 
（志和池処分場） 

廃棄物の仮置き場 

分別 

廃棄物の運搬 

可燃物 
埋立ゴミ 

し尿処理施設 
（都城市清浄館） 

し尿収集運搬企業 
（都城北諸地区清掃公社） 

受入れ要請 3
処理能力の 

余力確認 

5-3 し尿・ゴミ処理対策 

応援要請 2

沿岸部３市 
その他の 

自治体 
都城市 

都城市以外

の関係市町 

沿岸部３市 
その他の 

自治体 
都城市 

都城市以外

の関係市町 

受援本部 
（各市） 

医療機関 
または救護所 

受援本部 
（各市） 
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後方支援活動対策本部 
（都城市） 

設置依頼

災害ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｾﾝﾀｰ（後方支援） 
（都城市社会福祉協議会） 

派遣要請 

設置依頼

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ派遣 

災害対策本部 
（宮崎県） 

災害対策本部 
（他自治体） 

支援要請 

支援要請 

設置依頼

職員派遣
派遣要請 派遣要請

職員派遣

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ支援（救援対策）本部 
（宮崎県社会福祉協議会） 

支援要請 

社会福祉協議会 
（他自治体） 

職員派遣 

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ派遣 

 
都
府 
県 

 
 
市
町 

 
施
設
管
理
者
・
団
体
等 

1 

2

3

2

3 

4 

2

支援要請 2

 
現
場 
等 

災害対策本部 
（各市町） 

 

1

4

支援要請 3 

職員派遣 
職員派遣
情報提供

職員派遣 
情報提供 

備
考 

活動拠点 活動拠点・被災現場等

後方支援活動対策本部 
（都城市） 

開設要請

支援隊応援活動施設 
(施設管理者) 

災害対策本部 
（宮崎県） 

災害対策本部 
（他自治体） 

応援要請 

応援要請 

 
都
府 
県 

 
 
市
町 

 
施
設
管
理
者
・
団
体
等 

2

1

2 
応援要請 1

 
現
場 
等 

災害対策本部 
（各市町） 

 

応援要請 2 

備
考 

活動拠点 活動拠点・被災現場等

支援隊応援活動施設 
(バックアップ施設) 

開設要請 3

人員派遣 

人員派遣 

人員派遣 職員派遣 

情報収集・協議調整 

職員派遣 

人員派遣 

6-1 ボランティアの受入・活動支援 

6-2 支援隊の受入・活動支援 

沿岸部３市 
その他の 

自治体 
都城市 

都城市以外

の関係市町 

沿岸部３市 
その他の 

自治体 
都城市 

都城市以外

の関係市町 

受援本部 
（各市） 

受援本部 
（各市） 

災害ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｾﾝﾀｰ 
（各市社会福祉協議会） 
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都
府 
県 

 
 
市
町 

 
施
設
管
理
者
・
団
体
等 

 
現
場 
等 

 

備
考 

6-3 広域応援部隊（消防）の受入・活動支援 

後方支援活動対策本部 
（都城市） 

開設指示

進出拠点（都城市公設地方卸売市場）
（施設管理者） 

災害対策本部 
（宮崎県） 

開設・支援要請 

2 

1
災害対策本部 
（各市町） 

支援要請 2 

活動拠点・被災現場等 

人員派遣 職員派遣 

職員派遣 

災害対策本部 
（他自治体） 

広域応援部隊 
(消防) 

広域応援部隊 
(消防) 

調整所（北消防署） 

拠点対応要員派遣 

3 

沿岸部３市 
その他の 

自治体 
都城市 

都城市以外

の関係市町 
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 後方支援活動は、都城市が主体的役割を果たすか否か等の特性によって、その活動内容を分類でき、

また、活動に必要なリソースは場所・施設、人、物に区分することができる。 

 タイプ別活動内容・リソース区分毎に、沿岸部３市の被害量及び保有リソースから「支援必要量」（沿

岸部３市の不足量）を、これに対して本市が保有するリソースから「支援可能量」を算定した。 

 ただし、被害等の想定が困難なこと、データが揃っていないこと、活動の性格から算定の必要性がな

いこと等により、活動に必要なリソース別に検討の考え方が異なる。 

 

■後方支援活動のタイプ別特性と活動内容の分類 

タイプ 特性 活動内容 
タイプⅠ 
主体的活動 

○都城市が主体的に実施する活
動。 

■支援活動連絡調整所の設置・運営 
■沿岸部３市の行政回復のための人的支援 
■救出救助・消火活動 
■避難者の受入・支援 
■支援隊の受入・活動支援 
■広域応援部隊の受入・活動支援 
■給水活動 

タイプⅡ 
要請対応型 
主体的活動 

○発災後、リソース不足等を理
由に沿岸部３市から要請があ
った場合等に、都城市が主体
的に実施する活動。 

■救援物資の提供 
■遺体の受入・安置・火葬 
■ゴミ、し尿の受入・処分 

タイプⅢ-1 
協力者支援型 
活動 

○都城市以外の他者が主体的に
実施する活動を支援する活
動。 

■医療救護活動（医師会） 
■保健衛生活動（医師会・保健所等） 
■ボランティアの受入・支援（市社協） 
■応急仮設住宅のあっせん・入居支援（県等）

タイプⅢ-2 
付帯サービス
型活動 

○上記のタイプに付帯して各種
サービスを提供する活動（他
者に協力を要請し、その活動
を支援するため、協力者支援
型活動に位置づけられる）。 

■炊き出し活動（自治会） 
■宿泊サービス活動（主に民間事業者） 
■入浴サービス（主に民間事業者） 
■輸送・送迎サービス活動（民間事業者） 
■燃料確保・供給サービス活動（民間事業者）

 

■活動に必要なリソース別の数量算定の検討の考え方 

 場所・施設 人的 物的 
支援 
必要量 
※沿岸部３
市不足量 

×原則、必要量は検討しな
い 

○但し、想定可能な項目（避
難者受入数）は検討する 

○必要な人員数の検討 
×民間事業者等の人員
数は検討しない（民
間の保有人員の活用
が前提） 

×原則、必要量は検討しな
い（都城市保有物資等の
活用または持参が前提）

○但し、活動上、必須の場
合は必要な物資・資機材
の概数を検討する 

支援 
可能量 
※都城市 

○受入可能スペースの検討 
○受入可能人数の検討 
○受入可能量（処分量）の
検討 

○供給可能量（運行本数等
を含む）の検討 

※受入候補施設（活動施設
を未検討の場合） 

○都城市災害対策にお
ける業務継続計画等
をもとに想定 

×検討しない（基本的には
データがないため） 

 

４．５ 後方支援活動に必要なリソース 
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■タイプ別・後方支援活動内容別のリソース数量 

 

 

 

 

 

 

タイプ 活動内容 
リソース 
区 分 

リソース数量 
備考 

支援必要量（沿岸部３市不足量） 支援可能量（本市） 
Ⅰ ■ 支 援 活 動 連

絡 調 整 所 の
設置(廃止)・
運営【１】 

場所・ 
施設 

【考え方】 
○支援活動連絡調整所を運営するため、以下のス

ペースが必要となる。 
 ①執務スペース ②会議スペース 
【支援必要量】 
○支援活動連絡調整所の活動内容と人員数及び１

人あたり面積を想定して算出した必要面積は以下
のとおり。（人員数は「人的リソース」参照） 

 ①執務スペース：約 36 ㎡以上 
 ②会議スペース：約 266 ㎡以上 

【考え方】 
○支援活動連絡調整所は「新北消防署」内に設置

することを前提とし、支援必要量として算出した必
要面積を充足させる。 

 

－ 

人的 【考え方】 
○支援活動連絡調整所として以下の３つの活動を

実施するための人員数が必要となる。 
 ①各種報告・調整 ②情報収集・分析 
【支援必要量】 
○後方支援活動全体の報告・調整と補佐・記録、沿

岸部３市や市内広報活動への派遣、派遣された
職員からの各種情報を収集・分析する要員をそれ
ぞれ想定して算出した必要な人員数は計９名であ
り、内訳は以下のとおり。 

 ①各種報告・調整：２名 
 ②情報収集・分析：７名 

【考え方】 
○支援活動連絡調整所を運営する上で最小限の人

員数として算出した支援必要量を確保（人員配
備）する。 

 

－ 

物的 【考え方】 
○支援活動連絡調整所を運営するため、活動内容

や人員数を踏まえた物資・資機材の品目・数量を
想定する。 

【支援必要量】 
○以下に係る物資・資機材が必要となる。 
  通信・伝達手段、情報収集・整理、事務処理、会

議運営、広報活動、本部要員の生活 

【考え方】 
○支援活動連絡調整所を運営する上で最小限の物

資・資機材として算出した支援必要量を確保す
る。 

○ただし、支援活動連絡調整所は新北消防署内に
設置することを前提とするため、新北消防署の設
備や備品等の状況を踏まえて検討を行うものとす
る。 

－ 

Ⅰ ■沿岸部３市へ
の 人 的 支 援
【１】 

場所・ 
施設 

【考え方】 
○沿岸部３市の行政施設等とする。 

－ － 

人的 【考え方】 
○沿岸部３市の行政機能回復支援を目的として職

員を派遣する。 
○必要な職員数は県・実施計画における想定数とす

る。 
【支援必要量】 
○沿岸部３市で必要となる職員数は計 64 名であり、

内訳は以下のとおり。 
 ①宮崎市：41 名 
 ②日南市：12 名 
 ③串間市：11 名 

【考え方】 
○本市の業務継続計画及び発災後のタイムライン

（本市災害対策に係る配備状況）を考慮し、職員
数を派遣する。 

【支援可能量】 
○業務継続計画、災害対策行動マニュアルに基づ

き今後算出 
 
 
○なお、支援必要量を関係市町の職員数比で按分

した場合は以下のとおり。 
  都城市：24 名、小林市：11 名、えびの市：8 名、 
  三股町：4 名、高原町：11 名、国富町：4 名、 
  綾町：2 名 

－ 

物的 【考え方】 
○派遣職員が通常使用しているものを使用する。 

－ － 

Ⅰ ■救出救助・消
火活動【４】 

場所・ 
施設 

－ － － 

人的 － － － 
物的 － － － 

Ⅰ ■ 避 難 者 の 受
入・避難所運
営【２】 

場 所 ・
施設 

【考え方】 
○沿岸部３市における避難所の収容力の不足量を

支援必要量とする。 
○被災一週間後（避難者数のピーク時）の避難所へ

の避難者数は、宮崎市 98,000 人、日南市
20,000 人、串間市 5,100 人である。 

○避難所の収容力は宮崎市 82,209 人、日南市
11,000 人、串間市 12,461 人である。 

○避難者数から収容力を差し引くと、宮崎市 15,791
人、日南市 9,000 人、串間市 0 人となり、同数が
収容力の不足量となる。 

【支援必要量】 
○沿岸部３市に対する支援必要量は計24,791人で

あり、内訳は以下のとおり。 
 ①宮崎市：15,791 人 
 ②日南市： 9,000 人 
 ③串間市：    0 人 

【考え方】 
○都城市内の避難者と沿岸部３市の避難者を収容

する避難所は原則、区別する。 
○都城市内の避難者を収容する避難所は、優先し

て開設される一次避難所を優先し、一次避難所
の収容力が不足する場合は二次避難所を利用す
ることを前提とする。 

○沿岸部３市からの避難者の受入候補施設は、都
城市内の避難者が使用していない二次避難所及
び県立高等学校の体育館を基本とする。 

【支援可能量】 
○沿岸部３市に対する支援可能量は計18,697人で

ある。 
○上記の支援可能量に中央地区は含まないが、場

合によって中央地区の避難可能施設（収容力
11,382 人）を利用する。 

－ 

人的 【考え方】 
○避難者の受入れ・避難所運営について必要な人員

数を確保する。 
 ①連絡調整：本部に待機し、各避難所と調整 
 ②巡回支援：複数の地区の避難所について、自主

運営組織の設立の支援と巡回による運営支援 
【支援必要量】 
 ①連絡調整：１名 
 ②巡回支援：２名（避難所の開設に伴い人員を充

当し、最大 9 名を充当する） 

－ － 

物的 【考え方】 
○避難者に対する１日分の食料、及び飲料水を支援必

要量とする。 
○避難者数は計 24,791 人とする。 

－ － 
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タイプ 活動内容 

リソース 
区 分 

リソース数量 
備考 

支援必要量（沿岸部３市不足量） 支援可能量（本市） 
Ⅰ ■ 支 援 隊 の 受

入・活動支援
【６】 

場所・ 
施設 

－ 【考え方】 
○支援隊応援活動施設は「高城健康増進センター

（観音さくらの里）」とし、支援隊に事務、宿泊、入
浴施設を提供する。 

○不足する場合は、構想に示す他の４つの公共系
宿泊施設で補完し、宿泊、入浴施設は災害ボラン
ティア、沿岸部３市の被災者で共有する。 

【支援可能量】 
○高城健康増進センター（観音さくらの里）は、事務

182 名、宿泊 300 名（屋内 152 名、屋外 148
名）、入浴 416 名/日である。 

○対象５施設全体で提供可能な施設（受入可能人
数）は、事務 719 名、宿泊 732 名（屋内 463 名、
屋外 269 名）、入浴 2,568 名/日である。 

－ 

人的 － 【考え方】 
○高城健康増進センター(観音さくらの里)の開設時

に職員を派遣し、支援活動連絡調整所や他の活
動施設、支援隊との連絡・調整等を行う。 

○原則、支援隊の受入・支援に係る事務は各施設管
理者が行うものとし、不足する場合は支援隊または
災害ボランティアの協力を得られるよう要請する。 

【支援可能量】 
○高城健康増進センター（観音さくらの里）に職員１

名を派遣する。 
○本市の災害対策の進捗に伴い余力が生じた場合

は、必要な職員数を派遣する。 

－ 

物的 － － － 
Ⅰ ■ 広 域 応 援 部

隊の受入・活
動支援【６】 

場所・ 
施設 

【考え方】 
○県・実施計画では、宮崎県への広域応援部隊の

派遣規模を次のとおり推計している。 
  ・警察災害派遣隊（警察庁）  900 人 
  ・緊急消防援助隊（消防庁） 1,550 人 
  ・陸上自衛隊（防衛省）    4,000 人 
【支援必要量】 
○上記のうち、緊急消防援助隊については、都城市

公設卸売市場を含む県内４施設に進出することと
されているが、施設ごとの派遣人数、車両数等の
内訳は明記されていない。 

 
 

【考え方】 
○広域応援部隊の受入・活動支援施設は、県・実施

計画に基づき広域応援部隊（消防）の進出拠点で
ある「都城市公設地方卸売市場」とし、広域応援部
隊に車両の駐車場、隊員の休憩場所を提供する。

○不足する場合は、県との協議・調整により対応する
（現時点ではバックアップ施設は考慮しない）。 

【支援可能量】 ※市資料より 
○通常稼働時は駐車場 86 台（1,795 ㎡）、会議室

77 ㎡（管理棟２階会議室）。有事で全面的に協力
が必要な場合は駐車場 754 台（27,973 ㎡）。 

○なお、宿泊可能は施設（部屋）、入浴施設、給油
施設はない。 

－ 

人的 【考え方】 
○県・実施計画では、宮崎県への広域応援部隊の

派遣規模を次のとおり推計している。 
  ・警察災害派遣隊（警察庁）  900 人 
  ・緊急消防援助隊（消防庁） 1,550 人 
  ・陸上自衛隊（防衛省）    4,000 人 
【支援必要量】 
○上記のうち、緊急消防援助隊については、都城市

公設卸売市場を含む県内４施設に進出することと
されているが、施設ごとの派遣人数、車両数等の
内訳は明記されていない。 

【考え方】 
○都城市公設地方卸売市場(進出拠点)の開設時

に職員を派遣し、県から派遣される拠点対応要員
との協議・調整・支援、支援活動対策本部及び支
援活動連絡調整所との連絡・調整等を行う。 

○原則、広域応援部隊の受入・支援に係る事務は
派遣職員（連絡調整員）及び施設管理者が行うも
のとし、不足する場合は支援隊または災害ボラン
ティアの協力を得られるよう要請する。 

【支援可能量】 
○都城市公設地方卸売市場に職員１名を派遣する。
○本市の災害対策の進捗に伴い余力が生じた場合

は、必要な職員数を派遣する。 

－ 

物的 【考え方】 
○県・実施計画では、宮崎県への広域応援部隊の

派遣規模を次のとおり推計している。 
  ・警察災害派遣隊（警察庁）  900 人 
  ・緊急消防援助隊（消防庁） 1,550 人 
  ・陸上自衛隊（防衛省）    4,000 人 
【支援必要量】 
○上記のうち、緊急消防援助隊については、都城市

公設卸売市場を含む県内４施設に進出することと
されているが、施設ごとの派遣人数、車両数等の
内訳は明記されていない。 

【考え方】 
○協定締結企業を活用して燃料を確保し、広域応

援部隊の車両等に対して協定締結企業の給油施
設をあっせんする。 

【支援可能量】 
○現時点では協定締結企業はない。 

－ 

Ⅰ ■給水活動【３】 場所・ 
施設 

－ 【考え方】 
○都城市内の給水活動対応を優先する。 
○給水活動拠点は、「菖蒲原浄水場」、「川東浄水

場」、「一万城浄水場」とし、給水車への給水を行う。
○給水活動は、沿岸部３市の避難所、沿岸部３市の

避難者を受入れている本市の避難所、支援隊応
援活動施設とする。 

【支援可能量】 
○各浄水場の計画１日最大配水能力は、以下のと

おりである。 
菖蒲原浄水場 11,600㎥、川東浄水場 21,900㎥、
一万城浄水場 20,850 ㎥ 

－ 

人的 － 【考え方】 
○支援活動連絡調整所や他の活動施設、支援隊と

の連絡・調整等は浄水場の職員が行う。 
○給水活動は、市の職員を派遣し活動を行う。 
【支援可能量】 
○給水活動を行う職員は、４名×１班の合計４名と

する。 

－ 

物的 － － － 
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タイプ 活動内容 

リソース 
区 分 

リソース数量 
備考 

支援必要量（沿岸部３市不足量） 支援可能量（本市） 
Ⅱ ■ 救 援 物 資 の

提供【３】 
場所・ 
施設 

－ － － 

人的 － － － 

物的 － － － 
Ⅱ ■遺体の安置・

火 葬 受 入 れ
【５】 

場所・ 
施設 

－ 【考え方】 
○遺体を受け入れる安置所は「都城市武道館」と

し、遺体の管理、身元確認に訪れた遺族等への
対応、遺体処理票等の作成を行う。 

○当該施設で不足する場合には、近隣の寺院で補
完する。 

【支援可能量】 
○都城市武道館の遺体安置可能量は、140体である。 
 ※収容可能面積 420 ㎡÷3 ㎡=140 

－ 

人的 － 【考え方】 
○都城市武道館に遺体安置所を開設する際に職員

を派遣し、支援活動連絡調整所や沿岸部３市との
連絡・調整等を行う。 

○遺体の管理には、専門知識や適性が必要である
ため、原則民間企業へ応援要請を行う。 

【支援可能量】 
○都城市武道館に職員１名を派遣する。 
○民間企業からの応援が不足する場合には、ボラン

ティアの中から専門知識を有した人材を派遣す
る。 

－ 

物的 － 【考え方】 
○遺体安置に必要な主な資機材は、ブルーシート、

棺、ドライアイスである。 
○棺、ドライアイスは保管が難しいため、災害時に必

要量を関係業者と通じて購入するものとする。 
○ブルーシートは、都城市武道館の床面積分を保管

する。 
○事務用品については、都城市武道館に常備され

ているものを使用。 
【支援可能量】 
○ブルーシート ・・・・ 420 ㎡ 

－ 

Ⅱ ■し尿・ゴミの受
入・処分【５】 

場所・ 
施設 

－ 【考え方】 
○都城市内の災害対応を優先する。 
○ゴミ等は、県及び沿岸部３市が受入施設まで運搬

を行う。 
○し尿は都城市が要請した業者が回収・運搬を実施

する。 
 （回収場所は、沿岸部３市の避難所及び沿岸部３

市の避難者を受入れている本市の避難所） 
○し尿・ゴミの受入・処分施設は以下の場所とする。 
 し尿処理・・・・・・・・・・・・・・都城市清浄館 
 一般廃棄物（可燃物）・・・・都城市クリーンセンター 
 一般廃棄物（不燃物）・・・・都城市リサイクルプラザ 
 一般廃棄物（埋立ゴミ）・・志和池処分場、高崎処

分場 
【支援可能量】 
○県及び沿岸部３市より要請があった場合に、処分

施設の処理能力の余力を確認し支援可能量を算
出 

－ 

人的 － － － 

物的 － － － 
Ⅲ-1 ■ 医 療 救 護 活

動【４】／医師
会 

場所・ 
施設 

－ 【考え方】 
○医療活動拠点は「都城市郡医師会病院」とし、救

護所を巡回する医師及び看護師の待機、巡回準
備及び後方支援活動対策本部との連絡場所とす
る。 

○沿岸部３市からの避難者を受入れる各避難所及
び支援隊応援活動施設に救護所を設置し、後方
支援の医療班が避難者の診察を行う場とする。
（医療班は待機ではなく巡回） 

【支援可能量】 
○巡回診察は、医師１名、看護師１名の合計２名で

行う。 
○１施設あたりの滞在時間は１時間程度を想定して

おり、診察可能人数は 10～15 名/回である。 

－ 

人的 － 【考え方】 
○医療活動自体は県の指揮のもと、DMAT、日本赤十

字、医師会、薬剤師会、医薬品卸売業者が保有す
る人員を最大限活用する。 

○救護所の管理は、避難所を運営している職員が
兼任する。 

○後方支援活動対策本部、各避難所及び支援隊
応援活動施設と医師会との連絡・調整等を行う職
員を派遣する。 

【支援可能量】 
○医療活動拠点（都城市郡医師会病院）に、原則、

職員１名を派遣する。 

－ 

物的 － － － 
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  タイプ 活動内容 
リソース 
区 分 

リソース数量 
備考 

支援必要量（沿岸部３市不足量） 支援可能量（本市） 
Ⅲ-1 ■保健・衛生活

動【５】／医師
会・保健所等 

場所・ 
施設 

－ 【考え方】 
○保健衛生活動拠点は「都城保健所」とし、防疫・

感染症対策活動について各避難所に設置される
救護所を通じて情報収集を実施し、都城市郡医
師会病院との連携を図る。 

－ 

人的 － 【考え方】 
○保健衛生活動自体は医師会や保健所が保有す

る人員を最大限活用する。 
【支援可能量】 
○各避難所等の防疫措置の必要性の判断は巡回

診察を実施する医療救護班（医師等）が行い、本
部への報告及び措置のための保健所との調整は
救護所の管理者（避難所を運営している職員）が
兼任する。 

－ 

物的 － － － 
Ⅲ-1 ■ボランティアの

受入・活動支
援【６】／市社
協 

場所・ 
施設 

－ 【考え方】 
○後方支援に係る災害ボランティアセンターは「都城

市社会福祉協議会山之口支所」とし、災害ボラン
ティアの受付・派遣等を行い、必要な場合は宿泊
施設、入浴施設及び同施設への輸送・送迎サー
ビスを行う。 

【支援可能量】 
○都城市社会福祉協議会山之口支所の施設を有

効活用する。不足する場合に備え、別途、バック
アップ施設を検討する。 

○災害ボランティアに提供可能な宿泊施設、入浴施
設及び支援可能量は支援隊と同様とする。 

※災害ボランティ
アへの輸送・送
迎サービスはⅢ
-2 参照。 

人的 － 【考え方】 
○市社会福祉協議会による災害ボランティアの受入

等を支援するため、支援活動連絡調整所や各活
動施設等との連絡・調整等を行う職員を派遣す
る。 

【支援可能量】 
○災害ボランティアセンターに、原則、職員１名を派

遣する。災害ボランティアの増加に伴い人員が不
足する場合は、関係市町に職員等の派遣を要請
する。 

○沿岸部３市の災害ボランティアセンターに、職員各１
名を派遣する。 

※災害ボランティ
アへの輸送・送
迎サービスはⅢ
-2 参照。 

物的 － － － 
Ⅲ-1 ■ 応 急 仮 設 住

宅 の あ っ せ
ん・入居支援
【２】／県等 

場所・ 
施設 

【考え方】 
○仮設住宅の対象は、住家の被害が全壊であるも

のとする。 
○沿岸部３市における仮設住宅の不足量が支援必

要量である。 
○沿岸部３市における建物被害のうち全壊・焼失棟

数は、宮崎市 28,870 棟、日南市 11,670 棟、串
間市 3,110 棟であり、同数が必要量である。 

○沿岸部３市における仮設住宅の提供量は不明で
あるため、不足量も不明である。 

【支援必要量】 
支援必要量は不明である。 
※参考までに、沿岸部３市の提供量を含めた必要量

は計 43,650 戸である。 

【考え方】 
○仮設住宅において、建設可能戸数から都城市内

の必要量を差し引いた戸数を支援可能量とする。
○建設可能戸数は 2,005 戸である。 
○都城市内における建物被害のうち全壊・焼失棟数

は 1,320 棟であり、同数が都城市内の必要量であ
る。 

○建設可能戸数から都城市内の必要量を差し引く
と、685 戸となり、同数が支援可能量となる。 

【支援可能量】 
○沿岸部３市に対する仮設住宅の支援可能量は計

685 戸である。 

－ 

人的 【考え方】 
○仮設住宅の提供について必要な人員数を確保す

る。 
 ①仮設住宅の提供事務：仮設住宅に関する説明

会の実施、仮設住宅への入居受付事務 
【支援必要量】 
○仮設住宅の提供に関する役割を踏まえ、必要とな

る人員は以下のとおり。 
 ①仮設住宅の提供事務：１名 

－ － 

物的 － － －
Ⅲ-2 ■炊き出し活動

【２】／自治会
等 

場所・ 
施設 

－ － －

人的 － － －
物的 － － －

Ⅲ-2 ■宿泊サービス
活 動 【２ ・４ ・
６】／民間事
業者 

場所・ 
施設 

－ 【考え方】 
○宿泊サービスは、高城健康増進センター（観音さくら

の里）を含む５つの公共系宿泊施設を基本として提
供するが、不足する場合は市内のホテル・旅館等を
あっせんする（今後の協定締結等も考慮）。 

【支援可能量】 
○市内のホテル・旅館における宿泊可能者の総数（５

公共施設は除く）は、1,425 名。※各ホームページ
のタイプ別部屋数から算定。 

－ 

人的 － － －
物的 － － －
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タイプ 活動内容 
リソース 
区 分 

リソース数量 
備考 

支援必要量（沿岸部３市不足量） 支援可能量（本市） 
Ⅲ-2 ■入浴サービス

活 動 【 ２ ・ ４ ・
６】／民間事
業者 

場所・ 
施設 

－ 【考え方】 
○入浴サービスは、高城健康増進センター（観音さく

らの里）を含む５つの公共施設を基本として提供
するが、不足する場合は市内の入浴施設等をあっ
せんする。 

【支援可能量】 
○市内の入浴施設等における入浴可能者の総数（５

公共施設は除く）は、約2,720人/日（340人/回・
時×8h）。※各ホームページの写真等から想定。 

 

人的 － － －
物的 － － －

Ⅲ-2 ■輸送・送迎サ
ー ビ ス 活 動
【２・４・６】／
民間事業者 

場所・ 
施設 

【考え方】 
○避難者、医師、保健師、ボランティアをバスで輸送

するために必要な運行系統を確保する。 
 ①避難者を風呂に輸送、医師、保健師を風呂に輸

送 
 ②ボランティアを沿岸部３市に輸送 
【支援必要量】 
○避難者、医師、保健師、ボランティアの拠点、目

的地を踏まえ、必要となる運行経路は以下のとお
り。 

 ①都城市内の幹線道路の巡回 
 ②都城市と沿岸部３市の往復 

－ － 

人的 【考え方】 
○輸送・送迎サービスについて必要な人員数を確保

する。 
 ①運行調整に関する人員を宮崎交通・西都城センタ

ーに派遣する。 
【支援必要量】 
○輸送・送迎サービスに関する連絡調整の役割を踏

まえ、必要となる人員は以下のとおり。 
 ①運行調整：１名 

－ － 

物的 － － － 
Ⅲ-2 ■燃料確保・供

給サービス活
動【３】／民間
事業者 

場所・ 
施設 

－ 【考え方】 
○燃料の保管・取り扱いには資格が必要なため、民

間の施設（ＧＳなど）を活用する。 
【支援可能量】 
○現時点では協定締結企業はない。 

 

人的 － － －
物的 － － －

 



 

５ 企業・市民等との連携の方向 
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 後方支援活動は、基本的には公共が行政で実施することとなるが、本市内の企業との連携を図ること

により行政と企業が一体となった後方支援活動を推進することで、一層取り組みを強化することが可

能である。 

 

■都城ＩＣ周辺における連携可能な公共施設・企業候補（案） 

公共施設関連 企業等 

新北消防署 

都城市郡医師会病院 

地場産業振興センター（道の駅都城） 

その他公共施設（市有施設、公園等） 

住友ゴム工業㈱宮崎工場 

南日本酪農協同株式会社 

JA 都城 

高城工業団地内企業 

高木工業団地内企業 

都城インター工業団地大井手地区内企業 

都城インター工業団地穂満坊地区内企業 

都城トラック団地協同組合（運送事業者） 

注）下線付の企業等は、後方支援活動に係る協定締結予定企業 

 

■協定締結予定企業の提供可能なリソース（平成 27 年 11 月に実施したアンケート・ヒアリング調査結果に基づく） 

 提供可能なリソース 

①活動スペース ②物資（在庫） ③各種設備 ④輸送用車両 ⑤各種人材 

住友ゴム

工業㈱ 

宮崎工場 

○余裕地(16,000 ㎡) 

○浴場(15 人/室×1

室) 

○宿泊(1 人/室×10

室) 

○厨房(232 ㎡※喫食

スペース含む) 

○ 食 料 品 ( 水 ×

120L、食料 100

人分) 

○日用品(作業服

× 夏 冬 各 10

着) 

○専用水道(5 箇所、

300L/ 分 ) ※ 飲 用

不可 

○貯水施設(19.3m3

×1 基) 

○通信設備(衛星電

話) 

○人材派遣用(7

人乗×2 台) 

－ 

南日本 

酪農協同

株式会社 

○余裕地(23,000 ㎡) 

○浴場(シャワー室男

女) 

○宿泊(10人/部屋×

1 部屋) 

○厨房(150 ㎡) 

○日用品(作業服

×100 着) 

○燃料(A 重油×

5,000L) 

○ 燃 料 (LPG ×

3,000kg) 

○専用水道(1 箇所

×1,000L/分) 

○貯水施設(20m3×

2 基) 

 

－ ○倉庫×1 人 

○情報通信×3 人

○情報機器×2 人

○情報伝達×2 人

○食品衛生×3 人

○災害復旧×1 人

地場産業

振興セン

ター 

（道の駅

都城） 

○余裕地(5,258 ㎡) 

○ 余 裕 地 ( 建 物 内

1,716 ㎡) 

－ ○自家発電(1 基×

2.5kVA) 

○ 物 資 運 搬 用

(0.75t 車 × 1

台) 

○人材派遣用(5

人乗×1 台) 

○倉庫(事務員×

3 人) 

計 

○ 余 裕 地 ( 屋 外

44,258 ㎡、建物内

1,716 ㎡) 

○浴場(15 人/室×1

室、シャワー室×

1) 

○宿泊(1 人/室×10

室、10 人/部屋×1

部屋) 

○厨房(382 ㎡) 

○ 食 料 品 ( 水 ×

120L、食料 100

人分) 

○日用品(作業服

×120 着) 

○燃料(A 重油×

5,000L、LPG×

3,000kg) 

○ 専 用 水 道 ((5 箇

所 、 300L/ 分 、 (1

箇所×1,000L/分)

○貯水施設(19.3m3

×1 基、20m3×2

基) 

○通信設備(衛星電

話) 

○自家発電(1 基×

2.5kVA) 

○人材派遣用(7

人乗×2 台、5

人乗×1 台) 

○ 物 資 運 搬 用

(0.75t 車 × 1

台) 

 

○倉庫×4 人 

○情報通信×3 人

○情報機器×2 人

○情報伝達×2 人

○食品衛生×3 人

○災害復旧×1 人

５ 企業・市民等との連携の方向 

５．１ 企業等との連携の方向 
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 本市には、地域の課題に地域で取り組む自治会としての機能と、社会教育の拠点である公民館として

の機能を併せ持つ「自治公民館」（組織名称）があり、災害の防止及び被害の軽減を目的に自治公民

館またはこれに相当する団体を単位に組織される「自主防災組織」がある。 

 後方支援活動に当たっては、自らの地域が被災していないことを前提として、自治公民館（自主防災

組織）をはじめ、市民団体、経済団体が基礎となり、人材、場所、スキル等の特性に応じた活動を行

うことが期待される。 

■後方支援活動機能別の市民・団体等の活動 

後方支援活動機能 市民･団体等 期待される活動 

1.後方支援に関する本

部機能 

※主に行政、関係機関 － 

2.避難者の受入・支援

機能 

○自治公民館（自主防災組織） 
○市民団体（保健・医療・福祉、

教育、子育て等、国際協力等）

・避難所の運営支援 
・炊き出し活動の支援 
・入浴支援 
・仮設住宅の入居者への支援 
・外国人等への支援 

3.救援物資の受入・仕

分け・配送機能 

○自治公民館（自主防災組織） 
○市民団体（共通） 
○経済団体（運送、共通） 

・救援物資の受入・仕分け支援 
・救援物資の配送 
・食料等物資の供給 

4.救出救助・消火・医療

救護活動機能 

○経済団体（医薬品） 
※主に行政、関係機関 

・医薬品等の提供 

5.保健・衛生活動機能 ○市民団体（保健・医療・福祉、

環境、人権等） 
・遺体安置所における遺族への支援 
 

6.ボランティア・支援隊・

広域応援部隊の受

入・活動支援 

○市民団体（共通） ・ボランティアセンターの運営支援 
・支援隊の受入支援 

 

■後方支援に係る市民・団体等の一体的な取組みの方向 

○マニュアルの作成と検証 
（避難所の運営支援） 
 ・自治公民館（自主防災組織）による開設・受付等の基本的な支援をはじめ、市民団体の専門的な

スキルを生かした避難生活支援（物資受入・配分、食事、入浴、広報、輸送等）、要配慮者支援

を効果的に実施するため、役割、体制、活動内容等を定めたマニュアルを作成し、啓発・教育を

行う。 
（物資センターの受入・仕分け等支援） 
 ・市民団体（共通）による受入・仕分け、経済団体（運送）による配送、自治公民館（自主防災組

織）による避難所での受入・配分、物資不足時の経済団体による供給支援等の一連の活動内容等

を定めたマニュアルを作成するとともに、本市災害応急対策時にその内容を検証し、必要に応じ

て見直しを行う。 
○災害時応援協定の締結 
（協定締結） 
 ・上記の後方支援に係るマニュアルに基づき、人員、物資・資機材、施設の提供に係る応援協定の

締結を検討する。既に協定を締結している場合は、後方支援に係る活動内容の記載を検討する。

（協定締結団体別の連絡・協議担当者のリスト化） 
 ・災害発生前後の状況確認、応援要請等の連絡及び協議先となる協定締結団体の担当者リストを作

成するとともに、適宜、更新するための庁内体制を確立する。 
○防災基本条例の制定 

・後方支援活動も含めた災害対策について、本市、業者、市民の基本的な役割等を定めた防災基本

条例を制定する。 

５．２ 市民・団体等との一体的取組みの方向 
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